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序

『久能文庫jは、初代静岡県知事関口隆吉氏が、将来欧米風の公開図書館を久能山東照

宮境内に設立する目的で収集した資料を中核とするコレクションで、氏の没後、大正 13年

（静岡県立葵文庫開館の前年）から昭和 59年までの間に、計4回にわたり関口家から当館

に寄贈されたものである。

このうち、大正 13年と昭和4年の寄贈分については、現、『静岡県立中央図書館葵文庫

久能文庫目録j（昭和 44・3・25）に収録されているが、昭和 56・59年寄贈分は未収録であ

り、利用者の便に供するまでに至っていなかった。

本年、関口隆吉氏没後 100年を記念して、『関口隆吉関係資料展』を開催し、氏の功績を

顕彰するに当たり、これまでの未収録分を整理して追加収録するとともに、現行の目録に

ついても再調査を行い、その結果発見された誤りについても併せて訂正を加え、ここに『静

岡県立中央図書館久能文庫目録増補改訂版』を刊行することにした。ここにははじめて、

当館が所蔵する関口隆吉関係資料はすべてこの目録に網羅・収録されることになった。

貴重な資料を、前後4回にわたってご寄贈下さった関口家の方々に改めて感謝申し上げ

るとともに、これらの資料が多くの方々によって今まで以上に利用されることを切に期待

するものである。

平成元年 10月1日

静岡県立中央図書館

館長石田徳行
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凡 例

（一〕 記載について

1 この日録の記載についどは，原則として「日本目録規則 196!:>年版Jによ

ったが，一部変更したものもある。

2 書名には，ゴジック活字’を使用し，冠称，副主名には明朝活字を使用して，

書名と，冠称，副書名との区別をした。

3 この目録には，旧目録の解題を引用して，参考とした。

4 印記については，この集書の全部に「関口氏寄贈久能文庫J 「久能山社務

所」の印記があるが記載を省略した。

このほか，多数の印記のうち，読解できるものだ、けを記載し，読解不明の

ものは省略した。

5 字体は，「書名jと「著者名Jについては，できるだけ原本に忠実に記載す

るように努力した。

〔ニ〕 資料番号について

1 資料の第一行の頭に，ゴジック体で記した一連番号は「資料番号Jである。

2 資料番号は，この冊子目録に記載されている資料に限って，「書名索引」と

のつながりを持たせるための番号で その他には関係のないものである。

〔三〕 請求記号について

1 それぞれの資料の，第一行後尾に記したものが「請求番号Jである。

2 請求記号の首字「Q」は，特別蒐書「久能文庫Jの首字である。

（四〕 排列について

1 この目録の排列は，「分類受人)I国」とした。
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QOIO 図書館

1 llf.l I I ｜ゑ古 QOlO 1 

久能文庫設定趣意書

〔i'iftl,'1',J〕 L'l松修成写大11:.14 

4 J ・ 27 cm 手ll

1J,J百五：久litよ)jj[｝主l没ノ 11.;;';・

三年rn.irrff / '.t！！リ
久litよ），ji.五］＇；，没 Il ,i,,i1~U.\l汎

IIJJif,19'!'-I立］Iii：急i'iL＇－：：の久 lfUJ,jt建；i支の11.;;';・, 

1仔i:r、I,1:ufの ＇t;_WJ」えび川if,22，ドの久tmJえ一庫：建

l』立lI 

そき斗〈に「」；f布I，’rr'i'IEI大γ’以1,i；館長二シテ故i民j

I I 巨fil古；欠 （， j;Ji十l↑専L/11Ji'ili,¥iセル Ii；（本ヲ '-lj'.

セルモノナリ 大 11'.14iド7I l !'l松，h.'.J

とある。
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Q016 1 

金沢文庫，金沢文庫本わよび金沢家に関す

る記録である。巻末に，無改居士関口璃季

潜氏（関口隆1E1＼）の後記がある。

印記：闘lI耕堂珍蔵之記

総 記

Q020 図書・書誌学

3 i丘月事 ,1'.ill: ( 11:tfa') 

御本日記附註 3巻

写

3甘サ 26cm 手II

Q02υ1 

江i；城蔵本の目録で，形態，米！がなどを，＼）＂

記しである。巻末に「よ｛七十二年乙亥｜川） J

十七口 近Jilli守主識」とある。

J:jl.;L.'.：瀬溢茂信

4 近ii長 守長（ Jトー議i)

御本日記繊録 3務

’5 

3↑iサ 26口n 平日

Q020-2 

上巻には，駿府i創l文庫のこと，＇ t＇巻には，

慶長｛訓I）坂本のこと， ド巻には， 1cH手1以糾i

)lliのことを記しである。巻末に「文化卜三

年丙 f-llLJ月二十iI 近藤長成守抗I¥釘抜」と

ある。

ドp記： j頼没茂信

5 ）丘ii主～Tif[ 

御代代文事表 5巻

写

2冊I} 26 cm 和

内託子： 1 文禄 2年～慶安 3年

2 慶安 4年～寛延 3年

Q020-3 

5 



xl恭二－ifより寛延三年に去る徳川氏のx*
問係の年ぷで，公J_j＿ぞ子売二冊にまとめたも

のである。巻末に「Jl)j治十二年九月十二日

以家主f之命総子芝宇田川街一番除夜金，t三円

カ告己主！Lf話1l ll!Uc」とある。

ドPJc: r制ll耕堂珍蔵之.it

6 近藤守ff(( 1E翼手） Q020-4 

御代代文事表 5巻

写

5刑｝ 26cm 平日

内谷： 1 文禄 2｛ド～慶長19年

2 慶長20年～慶安 3年

3 慶'i<.'4年～宝永 5Jt: 

4 宝永 6年～I正徳 3'rj三

5 享f栄元年～寛延 3年

印託： j頼i愛茂信関口

Q022 写本刊本製本

7 近藤守重（11草野） Q022-1 

御寝本譜 2巻

'.Ej'. 

2打甘 26cm 平日

徳川幕府の写本のlli米， f云歴ミ与を記したも

ので、ある。

印記： j頼没茂f,3"

8 近藤守重（正驚）

慶長勅版考

Q022 2 

写

16 f 26cm 手口

後陽J戊天J阜の勅命によって刊行した慶長版

についての著者の考証を記したものである。

印記： i頼没茂信

-6-

Q025 一般書目 解題書目

9 書籍関録作者寄

作2

ーョー

60T 24cm 手Ll

Q025 1 

一候兼良外百；十六r，の著述目録である。

ドfJ記：養fill斎蔵書;li

10 埼葉山房審自 Q025-2 

L-.ii正掃業l11房光緒 8 (rリlifll5)

77 f 17 cm 手口

上海の：持籍rr
は「I藷葉山房主穿籍発免」とある。

Q029 蔵番目録

II 正競先生蔵書問録

ヨチ 〔天保 10〕

?,7 J“ 24cm 手口

Q029 1 

近jf率二＇f重通称を議蔵， xfヒ年中幕府の書物

泰ftと公る。巻末に「近藤守蚤’F重歳月IE

Z繁蔵官・ff録一著書，天保十己亥1f月従兄w雲

堂英文蔵贈之守長：所著金銀図録及 1E1W書籍

考右文故事等有数種也 朝倉靖共織」とあ

る。

12 多紀家蔵書回線

江Ji 朝食靖共'lJ. Jど政 9

73丁 23cm 手LI

Q029 2 

江戸官医多紀’ぶの戯 ,I;!J録で，各府,n,J1Jに分

類し，著者名， ll:',J坂fド；Y,i__'.~｛i：を起しである。



13 京極高寓編

日光山東照宮文庫儲害調

写 〔明治 10年代〕

3丁 27cm 和

Q029-3 

日光東照宮の蔵書図録で，明治12年調。

巻末に「明治十二年十月東照宮々司 京極

高富Jとある。

14 林家祖先手津本目録

写

28 T 23cm 平日

Q029-4 

子1,，名およびiff｝数だけを記しである。炎に

「林家祖先予沢本之分覚」とある。

15 楓山文康番目

'.I]'. 

28 T 29cm 手日

Q029 5 

楓1¥1!1;%:))i（中駿！有i』Ii文庫本，駿府御談本等の

箱数およびγ・1u1所蔵本の目録である。表に

「t.風山XI卓会討ドH林’ぶ祖先子沢本書目 覚」

とある。

n
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H
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E
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宙

幻

蔵康

冊
文

写

3

崎4
A

・
1
望
R
Eau 

Q029 6 

伊勢皇大神宮に属する林崎文庫の蔵書目録

である。 lJ;i.；｛正は神宮文庫に収蔵されているo

f.P記：新；自I成者J故

17 静l,t］県菜、工葵文庫

静岡鯨立葵文庫和漢極書目録

久能文庫之部

静岡編所昭和3

44 P 27 cm 

Q029 7 

Q031 百科辞書（日本語）

18 藤原寅烈 Q031-1 

拾芥抄 3巻 （中巻第6以下を除く）

京都村上勘兵衛 日月暦 2

3刊｝ 28cm 手口

歳時，史系，文学，風俗，諸芸，官イ立，儀

式，国郡，神仏，衣食， Eぎ凶等に関する雑

録である。ー名「略要抄」ともいう。

Q049 雑 審

!9 1羽11 隆吉編

黙努雑記

写 〔明治 10年代〕

61丁 24cm 平日

Q049-1 

武家の心得，其f也を雑記しである。黙斎は

関｜］縫吉氏の号である。

20 漫 筆 2巻

’下2
－才

2冊 26cm 和

Q049-2 

支那阿片戦争のこと，山間俊明の「紫のゆ

かり」，其｛也を記しである。

n
u
H
 

4

木－m
 

書

i
H

援

2

手
白

品
宋
鮪

T

リ

鳩

重

写

引

山

験

室勾，－ Q049-3 

22 f委漢三才闘禽抜（欝）

源君主久写 万延 1

7丁 26cm 手口

Q049-4 

「ね1漢三才図会Jの天之官IIよりの抜書で

ある。

-7-



23 関口 巨filjH婦

夢界叢書

台北著者大正 2

200 P 20cm 

内容：ありゃなしゃ（清水正巡）

談兵矢口＇￥＇ （清水正巡）

銃｜箪詳説（清水正巡）

和戦失得弁（狂！怒陳人）

時幣論

淡答没録（清水正美）

日間凍語 （清水正春）

i育系田島幸己 （関口隆工E)

夢界記（関口隆正）

Q049-5 

24 7工村専草野（宗貞）

老人雑誌

写 〔寛政 12〕

75丁 23cm 手口

合綴：関の秋風

侍松！寄江村宗貞の雑談を，其の孫宗恕！の書

き留めたものO 「関の秋風jは松平正主信の

著で白河の珍しいことなど書き綴って，姉

におくったものである。巻末に， 「此ノ、松

平越中守定信後隠居シテ楽翁トイヒシ人ノ

作ナリ関ノ秋風トテ人ノ知lル所ナリ 宇都

Q049-6 

野正武誌Jと朱書がある。

25 翁物語

写

71丁 24cm 和

Q049 7 

26 篠崎維掌（東海）

不問談 2巻

写

451ー 23cm 平日

題主主には「とわずかたり」とある。

Q049-8 

著者の随筆である。

-8-

和

巻

町

4
－

c
 

つ臼

纂

冊

雑

写

4

古守，
n
，‘
 Q049-9 

諸舎を1t主義および手少量議したものである o

f./J記：閥口耕堂珍蔵之記

28 反隅筆記

’！j'. 

40 T 23 cm 利

≫.紙に「責／1比r」とある。

Q049-10 

初めは［宍やおにI¥¥Jする雑；iL，次は詩文.r1；；を記
しである。

29 i炎ill fliFY-'~ 

薫風雑話

I；ト

49 T 24 cm 手II

Q049-ll 

申胃製作2のこと，ほか八十八J(iの随筆て、あ

る。

ドflJc：桜＊－；堂松／；，；JJJ：：蔵書記

30 渋 川 時 英

驚風雑話

関［ J隆吉写 慶応 2

50 l」 24cm 手口

Q049-12 

関u隆吉氏の臼筆写本，表紙に「関lj除古・

子写」とある。

31 新井 臼行（主主美）

五事略 2巻

；東京 白石社 I明治 16

2冊 23cm 和

内容： 1 殊号事略

2 外国通信事略

3 琉球事国各

4- 本朝支貨通用事田各

5 高野山毒事岡各

Q049-13 



32 空々叢書 Q049 14 

什
H
M

4

木
qn

 

ρLV 

Aせq
L
 

寸
joo 

v寸
ロ

菅沼fムicm也を 1t録しである。鍋[I]氏（鍋

川三喜子一）の罫紙を他JIJしである。編者の i’i

筆本か。

正PJc : rt目11耕堂珍蔵之記

33 山東京侍 Q049-15 

近世奇蹟考 5巻

大阪河内屋茂兵衛文化2

2刊I} 27 cm 和

俗ntlに伝わる近古の故’支を考証したもので

r,tJ々 図説するところがある。

ず木什
am

 

事

q
M

之

2

湯茶

日

大

vh寸

沢

野レ
L

J
』内
1

5
斗。。 Q049-16 

大関記JU也の抄録である。

35 近世雑話物語 7考会ー

山ll忠移写嘉 永 4

38 T 23 cm 平日

Q049 17 

元禄前後より，享保己主えの頃までに起った

江戸市中の雑話を1tめたものである。

印記：外斎

36 三浦梅園（安貞）

梅酒叢書

写

49 r 23cm 手日

悔閣議書よりの抜抄である。

37 雑 抄 2巻

写

2冊 23cm 手口

Q049 18 

Q049 19 

J音書の抄録わよび雑記である。

印記：湯岱文庫

38 たまつはき 3巻

’←’ てア

3刊｝ 24cm 平日

Q049-20 

本書は者名を逸す。小日書に「たまつばき」

とあるので， しばらくこれにしたがう。雑

録である。

ドfl記：湯i茸＞（J事

39 きき書 10巻

¥ 

10刊｝ 23cm 手口

Q049-21 

随間，随'.,l，雑事を 1t録し，また諸書より

の抜抄がある。，，1干名を逸す。小LJ書にきき

の文’t：が見えるので， しばらく「きき書」

と題する。

fP ,11.'.：湯f-ir文庫

40 恩隊雑記

蓑室陳介写

Q049-22 

〔安政年間〕

19 T 24cm 手［］

’k政山ffより )j延元年までの，社会の事象，

その他をは！封！のまま附録したものである。

41 佐久川象II 1 ( ii干） Q049-23 

省甚録

深遠楼 IIJJif, 4 

45 r 26cm ねI（彼本 1ft甘）

姦永七｛f.j，試にドって七箇llllll，ろうやの1j1

にあり i'IH試の後， il：獄中の感想を記したも

のである。

42 遊後楽箇記 JU也

写

26 T 24cm 平日

Q049 24 

遊後楽園記，講予約束，商館笈中丸北里

三浦半裏妓！驚尾f子筒等を集録しである。本

}J=は者名を逸す。巻末に f元本田中勝 l: 

乞而写之 禽延二辛酉春三月 中Ill高寿J

とある。

-9-



Q049-31 千代田問答

写

49 Q049 25 群書合冊

写

43 

手口23cm 70丁平日23cm 114 P 

i世情を江戸城に於ける：i守土の談話に擬し，Q049 26 雑士長幡谷叢説44 

Q049-32 

謝したものである。

群書集

写

50 

平日

写

69丁 24cm

内容：新里子問答

建官考

天H月炎目先之記

老女問答

平日

巻末に六樹亭と墨 ,1；ーがある。

印記：六捗n,: ',t'rf之ドl

24 cm 85 J‘ 

聖子々 ’直定生E
p 新井白石，回

川
e

Hμ 新野問答は，

Q049-27 

4) 

編

基である。

〔室鳩桑〕

園朝欝章録

45 

館物博Q069 
（欠巻 3,5巻

写

Q069 1 アルチェル氏博物館ノ説

j奥国博覧会事務川

51 

手口23cm 118 T 

編者の議論および，来Jiチてt-臼イi外数人の著述

を収録したものである。

53T 21 cm 平日

合綴：チスラン氏主坊決説

セット・カスツ11::ヰ1J.急：，i（，，店
Q049-28 編〔室鳩巣〕

周朝欝章録

46 

博物館の設、工について広見を述べたもので

ある。題主査に「アルチュル氏博物館ノ説」

とある。

5) 

Q049-29 

3) 

2' （欠巻 1, 7巻

平日24cm 

〔室鳩巣〕編

鴎朝欝章録

写

2冊

47 

2, 8券（欠巻 1, 

写
全集（日本語）

Q081 - 1 

叢書

伊勢貞丈（安斎）

安罪評叢書 9巻

〔安永年f日l〕

QOBI 

52 四のj頓に合綴されて

手口

八，五，

24cm 59丁

七，巻の六，

26cm 平日

求身抄

扶桑!,il.F,!j私記緋偽

年才

一コr

9背骨

内容.: 1 

いる。

印記：関口耕堂珍蔵之記

おt百，；J

直垂考ドft録

秋斎閑語評

制度懸IUJ答，つれづれ草の大意，答野

間大助書

畑リザ1:J.t説， 他

2 

5 

6 

7 

~) 

4 

Q049-30 

-10-

覧一

等

類群

98丁目cm 和

内容：奥力同心申渡覚（仮題）

神州度量衡之制意

天保七年備忘

あふむの言葉

春の海兵のはなし

48 



53 

8 松島日記注

9 勢，11¥IH'l'断）Jlj初j，残儀兵的手R，他

イ1W~,ii'.，（’j、， 7号制：JU也を 1tめたものである。

l:JJ,:L'.：迷州、［）j［，，リ1i日ii lC:iiht 

±,・::i ｛民心 Q081 2 

群書類緊書主要

1f’ 

36 r 24 cm 平日

内幸子：合•i•xftlH31）の抜，！；：

r:1i ，；己：遠州、IIJ I山JI批JII l＼；絞

54 鳩山己 A Q081-3 

群書類緊

fl] 

211サ 27 cm 手II

1J,J平手： 1 合iji白:'ii, (31) 

2 it’ぶ：＇ll,(25) 

ドJJ.¥L'.：遠州） j［，，；］［紛11氏蔵 秦l＼；絞 ,l;:

Q082 叢書全集（中国語）

55 も よ矢文 Q082 1 

t•；竹ill 禽資金寄

f1J (iZ［巻 4 （）じよ 4)

合本 1ill} 23cm 干II

大丈［＂JJ,:J、卜；卜f(iに分けて，leしである。百

手守令，i；である。

56 J市 町ヰl,e,I Q082-2 

行板畜徳銀 20 ｛き（欠脅し 2)

z仁1; ’ムJI;.(:.; 

9ilサ 26cm 平II

ド｜］記： II)]/Jj館 障を，a,.;::校

QIOO 哲学 e倫理ー宗教

Q 121 日本思想

57 大柄 Jl~i1J1長（制！奄） Ql21--1 

闘邪小言 4巻

;i:,; 忠誠塾 ’/,z'Ji)〔4

4 1IIJ 26 cm 手II

（品：

-11-

るものを駁撃し， 1JLji'f士、；：： 企）［ •.ljilf したもので

&lる。

じJJ,a：：迷州、II J [,,,]MrJ I 11 u;t 

58 "ii 九f0！.！：一（ 1内：di)

鳩巣諮類

dill［小！，：1!1il"J'IY:

7 r 28cm 手｜］

Q 121 - 2 

/: Ji, i:'.)tり·H 人 ~＇ f的八1絞 ,I;•, JriJ I j1のすきび

のジ，，・ t午li,<{i止しである。

l:JJ.¥1：：山本、：：：＋：；［，白llU1Ml,Iト『；U Ii'将裁判



59 凶考証 }c'.',z::f i~ ,,j Ql21 3 

啓設録

flj 交政2序

5 f 25 cm 手[I

諭孟f者のι1，の数i'ii'iを摘出して評したもので

ある。

60 1ぐギ 純

朱予言寺f専膏宵

写 〔刊年ィ、lりl〕

56 f 25cm 手日

制緩には「詩傍＇ ff宵Jとある。

Ql21-4 

朱 f牟の詩紙伝の誤謬を弁論したものである。

61 1.0.¥J I i ヂHIι Ql21-5 

篇士山比国

〔ノ・Jq；〕 弘辺餓え：久3

19 J 26cm 平日

111:f谷の；手斗ちをJtli.めよ武の本旨を説き，二i二i止

を司iiえたものである。

正fJ.:i.'.：遠州rit,.,;rnf.li 11 i::蔵

62 台湾 1［志が

量好隷

「リ玉巌計三Z xJF!{ 11 w 
27 T 26cm 手日

Ql21 - 6 

邪教結弁を排して！と教真f11！を予告揮した』論文

である。

印記：遠州、｜月同開l11＼威信

63 原 善 Ql21ー 7

先哲叢談 8巻

江戸慶元書堂文化13

4冊 25cm 和

江戸時代の儒家72人の性行，履歴を記し

たものである。

64 W:伐 I, i耕 （幸子公） Ql21-8 

先哲叢談 後』Jui8宅金作点ll録 lや

江 ）；虚11亡，1：：堂よ収 10

5 iiせ 25cm 平I'

I!；（詳の先行設，i去に続いて， さらに 72人の

性1i, Ii足ぼ今年を記したものである o )jljにJI来

IJ;t似目指rJ,；.／との年N奇巻を添えている。 I!；（誌

の序えーがある。 fl；（~·~は I!；（話の fーである。

65 東f傑 ici'耕（琴去）

先哲叢談 儲制 12巻

東 京 子 純J,} lりjif; 17 

6 fl!} 26 cm 利

Ql21 - 9 

先哲議談後編の続きでさらに 72人について

て記しである。

Ql23 経 書

66 七経離題賂

J勺：

113 r 23 cm 平日

Q 123 - 1 

詩経のイfl；である。童書本である。

67 林退益 Ql23-2 

新吉了図書補註備旨 中上定基訂

j'IJ 維経堂

171 T 26cm 手[I

内容：論諮 20巻の補注

1青版

68 陳 !1f Q 123 - 3 

小号存是詳註 4者全

刊

2 fl甘 24cm 手II

UJJ版

表紙に「’判l:JJiJr改jの黒［，IJがある。

印記： J若草文庫，総静堂凶 fr~，：

大主主大次郎関 ill'之f-P 大「＇；（＇ii;<'.i歳lきl台

-12-



69 論 語 10巻朱点討： Ql23 4 

干lj

4甘仕 26cm 手11

70 朱，：J Ql23 5 

易経本義 6巻林春t古市l[,1，＇人

大似浪花 ,I；：林相lllt;i喜兵衛延j{2 

6 int 26 cm 手II

内谷： 1 ！？：例

2 i：キt

3 1-.Usz｛ぷ I；象｛1；、

4 l：主d1; ド与えーレ、

5 1::Ws ,f;f{,1; ド繋』l{j:;

6 文 z;-{J; ,:ii.JI、｛1; r:r: Jト｛1；、

制i:JI、｛1;

71 イ、ド守約

重奏求啓号室 10 0 

》明14

10 Ill} 27 cm 手ll

7与巳:cRの約七Jを三t釈したものである。

Q 156 武士道

72 至公司11 ,i z主
;;( IW 仰ノド4』「 ,rn~ 11 
4骨I} 22 cm ,¥1J 

Ql23-6 

Q 156 - 1 

毛利公が’~z1;:,:1pill主主に rt,J って訪ったワ矢の

心得，武家政if；，人民撫育のことをScしで

ある。

印記．遠州、If4附側11氏蔵

73 成瀬 ，室iLI （清風）

文武淫j胃務

写

20 lゐ 24cm 平日

Ql56 2 

丈武一｝jに偏せ r，立：，、jξ者は武を，武術者

は文を’予ぶべきであることを論じたもので

ある。

Q 157 報徳教

74 自Ill ,:':i~ 

報徳記 7巻（欠巻 3- 7) 

w:，；て騰業－HJ/ 〔II}]if；初!ti］〕

2 flサ 28cm 手ll

二＇1＼尊徳の事業を，：cしたものである。

Q 157 - 1 

75 遠江園報徳遠譲社之燦々 Ql57-2 

〔掛Iii〕 福山瀧助写 〔IIJ]ifl18〕

6 J宇 24cm 手IJ

二れ尊i,，＆＼翁の門人笠lll某の撰するところの

社規である。内 1~紙に， 「二宮随身農Ell先

'!JUよJとある。

Q 158 石門心学，道話

76 Ii長i幸市岳

f満身新語

大阪 ｜吋向1良一七 明治 16

13 T 22cm 平日

Ql58-1 

数rf｛の徳目を拳げ，修身の道を説いたもの

である。

-13-



Q 159 教訓，人生訓

77 石[U 梅巌

女教富ii

写

20丁 24cm 手D

也被には「石川先生語録ノ内女教訓J

とある。

Ql59-1 

婦久ーの教訓lを書：き記したものである。

78 小子濁言 Ql59 2 

寸
J

写

訂 24cm 手口

皇学を主とし，｛需学を加味した一家言，修

身，斉家， i台国の道を述べている。

印記：遠州月間関口氏蔵

79 若 江 秋 蘭 Ql59 3 

和解女四軍需 5巻 安達清風校

大阪 修道館明治16

5冊 27cm 和

女誠，女論語，女孝経，内訓のflt釈書である。

80 東照宮御遺訪｜｜ 3巻m録 2巻

写

3冊 27cm 和

Ql59-4 

徳、JII家康のi量百iiを記したものである。

印記：渡辺文庫

n
H
M
 

Z
小
1

士山都

四

宇

七

h

E

u

q

L

 

嗣
回
開賓

＆
婦

川

御
写
日
目

君神0
0
 

Ql59-5 

家康が秀忠、の御台所へ，竹千代，国松二児

の教育，其他について申送ったものである。

印記：藍圏

82 帳中教語

榊原氏写

74丁目的和

Ql59-6 

神君より，秀忠公の御台所へ，竹千代，国

松の養育について申し送られた御書，其他

｜ー数舗の家訓等を集む。巻末に「子時文化

十四丁丑秋写之主義 政援j とある。

83 大島有隣

信徳銀

室主芸会 天保 10

40 ~r 23cm 手Ii

邸主主には！心学i.i徳録」とある。

Ql59-7 

修身談および，教）I国歌を記した修養;11：であ

る。

84 水戸黄門光園公家訓

’レ許
てr

35了 28cm 平日

題宣言には「水戸黄門家百｜｜ 耕堂叢,J；：之内j

Ql59ー..8 

とある。

合綴：：名公示論

中納言光問。＇Bμ被納ヲニ那須陵！J1.1之

坐中

85 婦人鑑

写：

37 f 25cm 手LI

Ql59-9 

東者ll白楽車「の柳幻故諺記にならって，貞婦

の行状を記し，道歌をヲ｜しミて婦人の道を説

く。

印記：遠州、！月I刈闘l11.b絞

86 松平定信

婆心録

写

.15丁 23cm 和

Ql59 10 

諸記録中より徳川家康の遺訓，上意等を集

録して子孫の警戒にjきしたものである。

14-



87 

88 

89 

90 

jJiJJ't'i 且ft1n;pj,,] Q 159 11 

夜鶴集 40之さ・ 11録（欠岳山）

'lj' 

,ll)j¥lJ 27 cm 手II

f'i＇.｝亡のt(iより従＼111 , 1, J!IJと（（までの人々の美・F

活qi-を：，：己したものである。

J:IJ,ic：新＇，＇＼ J,成，1111¥t

本 I; 立γ止

桑筆蒙求 3巻

♂lj '1i>k 7 

:-i Ill} 28cm 手｜｜

Ql59 12 

,1，ーよりの手Iii英・htiiのXfi{J,J9・ るものをt,J;/!',L, 

,i＇~当と教訂｜｜の参 x としたものである c 本ド公

〉とは徳llli'JJJ日lの（1iiiq, )J：守｛lfii：，肥後守にif:

ぜられ，消・；：： r ill.f示館jを興した。本J；の

ほかに！桑－w維五ll」がある。

J:IJ,ic : t'i'!:,;J-J主，1；：前，t itHH秘n¥t 県u府立：l¥j,'

iM& 11)] if Q 159 13 

備前孝子f専 5巻（欠巻 1) 

大坂 i11J内｝五八兵待j '91王政 1

4 ill} 2:-l cm 

足1イ笈には「1,1純白｜勾孝子NJ-」とある。

E主＇Kより却川tr{に七る備前；誌の忠孝討i主主の

者のJj_；説で、ある。

徳ii11 ヂ千H召 Ql59 14 

明訓－1'JI抄

’Le' 
' 嘉ノ｝ぇ 4

2 iiサ 27 cm キll

入計のi'l：，むすべき製作を給述したものであ

る。巻末に｜嘉永岡辛亥年三月上旬ノ•J,, i前

黄門j事車JJ匝斉Hi'H即位II子許之J原本ヲJ.:JA食合之

本！日Ji漆商家戊rt-1戚』l；：をは写畢j とある。

正Pie：遠州、IH l,i;Jf羽l-111:;i/策 士郎主堂

大祭ii:; f百譜蔵之

91 

92 

93 

94 

15 

｛出Ill f'f ll(l Q 159 15 

明言IIー班抄

'lj'. 

74 r 2,1 cm 手II

Q 170 神 道

林 J松山 Ql70-1 

神道秘傍集 2巻

’与

l間 26cm 手II

手IIjピでlむしたやj1f本t111，丘にIRlする説明である。

Ql75 神 ネ土

三河箇六所明神造轡奉加軸寓 Ql 75 -1 

杉浦日券税当： II)] if; 21 

<1T 26 cm 手II

道閲のドl筆で，自IJ村旧和1，’，・：－消井氏蔵のも

のをキ~i甫日券邪Lが景；； 'lj：したものである。

消7 秀緊 Ql75 2 

香取新誌

東京 須IJ;(f失二 IIJJ ifl 12 

32 _J_ 22 cm 手日

杏lf)(fijl自の事肢を記したもので，巻末に

「II}]ifl辛己己秋北総清宮康堂所賊耕堂 L

人1U11!:」とある

,,11.tc：耕1lt



・95 

96 

97 

98 

Q 178 各 教 j反

F段稲 紛求；f己 Ql 78 1 

一部五成十化更始ー

東京 扶桑教曾丸山講社

23cm 和

lりiif; 1:3 

9「

丸山議伊if喜六iii，兵衛の説を訂；き若したもの

で，万物生々変化の聞を説いたものである。

Q 181 仏教教理

日蓮 Ql81-l 

立正安箇論

J工J; 事陽堂 f也 嘉1k7 

30T 23cm 和

丘ff二安国論を仮名3どりに ,Ifき改めたもので

ある。

日長 尚英

策頭護法論

東京森江佐七等

86丁 26cm 平日

機；本谷 慈蕪

護法論関字疏

東京図版学会

245 P 22cm 

〔HJ-I治十刀真月〕

t明t台21

張 rl石英の護法論の浅草尺書である。

Ql81-2 

Ql81-3 

99 

JOO 

101 

102 

103 

-16-

Q 183 仏 典

御註法薬品稼 花園法皇注 Q 1s:1 1 

京在日 出雲寺文次郎

18 Jゐ 26cm 平日

j各西天球院蔵似

Q 184 法話， 説教集

徳本上人言葉能素衛 Ql84 1 

｛言問出土写文政 2

26 J 24 cm 手II

fム手立lこ！対する J[::J）；をなよめたもぴ〉で、ある。

政ょには「言葉のボ」とある。

tti.防＜1号）j拳
Ql84一 2 

援山和泥合水集 3，を

「IJ 丈f-,ll豆ィ：filil；兵衛

3 flf} 26cm 平日

仏教に関する問答を 1,G録したものである。

夢窓疎石（西山）

酋山夜話

京都 尚古堂

12丁 24 cm 

Ql84-3 

手ll

京都南禅寺凶山和尚の禅訴を.：L'.したもので

ある。

-f* Ql84 -4 

例鬼軍 銭j庭節f;¥k,1iil

i[f; 万笈'.lii: 土：政 6

28T 26cm 手口

イノ同日尚の仏鬼合戦状を模本により覆刻し

たものである。



104 ・休

水鏡回無尊

'j'lj 

29 T 26cm 平LI

-1木和尚の法.l)¥;j，鏡の註釈者である。

105 一休

水鏡註目無草

写

24丁目cm 和

106 白隠

延命十句観音綬譲験記 3巻

〔江戸〕 植 村 藤 三 郎 宝 暦9

3情 28cm 和

Ql84-5 

Ql84-6 

Ql84-7 

長1隠祁i自1jiの法話で、ある。［八重葎」巻 2の付o

正PJL'.：永井氏蔵書

Q 185 寺院，僧職

107 駿河園撃陽院由緒書

写 安政 4

6 r 25口n 手口

静Ill；］市巻i五回T（現在日吉田nにある。

Ql85 1 

108 華陽院殿ー照院殿御由緒書

静｜出］ 堀 Elli,芯卓写 lリ］治21

14了 26cm 和

付録：於久之力事跡

華陽院末寺s.I州t!J中村2誌はj寺山絡

でfすヒ~-1 

静｜判i有望号Ill町（現ti＇日吉田 n恭陽院の1t1緒

,1；：である。

Ql85-2 

1:)9 4モ陽院末寺li州tLJ中村宗閑寺由緒審 Q185-3 

捌UH必ボコザ lり!if;21 

4 -1ゐ 26cm 平日

静IMJ市事陽院の末寺てる， lllJj君II錦 Ill村（現

在三島市）にある。

110 資壷院殿御由緒書

静岡星肝蒸）J文2子 ilJJiti'21 

8丁 27cm 手ll

Ql85-4 

静岡市下~＼＼町（現在 ｝F；幣1nr 2丁目）宝台院

のltJ忠告刀Aで、ある。

ロ』翻

和

運

川
関

ふ

寺

2

蔵去

I

園

写

況

河 Ql85 5 

111]基山)fそのことより，松、！＇・ L＼.：代々 帰依のこ

となどを；ff＇.しである。

112 三河回二村山法裁寺御由緒書

写

35 T 26cm 手口

Ql85 6 

113 三河箇法裁寺御廟御察牌等之記録 Ql85ー 7

与：

24 -Jー 26口n 手口

ii，城寺にある徳川氏関係の防i，霊片卑1与を者

J：け、1H緒を，；L'.したものである。

ロ』之

向

山

h
叩

必
U
E資

m

御

れ
寺

2

蔵

A

去

］

既

日
J
m
μ

可
d一一

一n咋 Ql85 8 

115 三河園大樹寺草創略記

大樹寺写

5 f 26cm 平日

Ql85-9 

丈lりi七年松平親忠、建立のごと，主主轡戦J;iJの

こと，石塔， f立牌等のことを記したもので

ある。

-17 



116 三河園大樹寺関山行状略記

写

Q1ss-10 I 122 浄土宗諸法度 Ql85-16 

7丁 26cm 平日

勢饗の行状記である。

117 三河闘大樹寺御由緒書

大樹寺写 HJ-］和 4

26丁 26cm 和

Ql85← 11 

日月平日四年八月寺社奉1i久tH:出雲守へ差出し

たものの写しである。

118 三河園大樹寺御寺領之事

写

3 T 27 cm 平日

Ql85 12 

天JE十七年小栄氏免状寺領の総ri1iおよび，

内訳を記したものである。

119 三河層大樹寺御廠所取翻健

今コ
てア

17 f 27cm 手［］

Ql85-13 

文久三年大樹寺および其末寺等にある徳川

氏関係の廟所を取誠ベ報告したものの写し

である。

120 大樹寺御陣並御黄木御自緒説書 Q 185 14 

写 〔江戸中期〕

3丁 27 cm 平日

徳川家康永禄三年五月大樹寺ii!［）陣のこと，

f曽祖同の忠勇，貫木の山緒等を記したもの

である。

121 登春行状略記 Ql85 15 

写

4丁 27cm 手口

王主審は三河園大樹寺の十三世である。徳川

家康大樹寺に陣したとき，忠、勤を励んだ。

写〔江） i十JJHIJ〕

7 1ゐ 27cm 手口

Jl:fllj亡年七月のよ三f-Ji.箇条の法伎の'l；：であ

る。

123 清康機御葬式等之誇書

大樹寺写

Ql85 -17 

3 T 26cm 手［J

十公、｜とi育成fむよび、久喜1z葬式のこと，並に二持徳

院随念、寺111絡のことを記したものである。

124 三河箇信光明寺御修復車真由緒著書

主五

Ql85-18 

18 T 27 cm 平II

’友永五年に、＇ 1寺：＋・ニ：！ll:;J記号l千l；人が修復の

原ru11をしたものである。

125 三湾問信光明王手棟本L窮 Ql85-19 

’ 

7 T 28cm 手［］

j也笈には I一三jiiJ同十，1，光II）］寺棟札潟」と

ある。

126 三河闘信光明寺侍言己 Ql85 20 
,,__. 
一三r

2 T 27cm 平日

127 三河箇額図書B諸寺明細帳

'.Eg'. 

Q 185 21 

18-

20 「 26cm 平日

内容：大格f;'J ｛，＼光lりl寺幽福寺随念寺

松l応寺 大林寺 法h攻守 1員一忠三J'

祐三宇の本尊， ,, l絡，仰I主＼左手j令を E『l/,¥Jffし記した

もので、ある。



128 

129 

三河園額田郡諸寺賓物帳 Ql85 22 

'lJ'. 

22 J【 26cm 手II

内科： l国福寺 ihlt寺大樹守随念寺

松r;c;，寺 i.i光ll)J寺

三河劉随念寺普徳院奮記 Ql85 23 

'lj：’ 

sr 27 cm キI]

徳川ぶ1￥の机父消r;Jtおよびfl'Jj:J:久椴のj干rn
のために自I］収した寺である。

130 三川l粂ヶ谷村廃忠寺御由緒 Q 185 24 

〔i反忠、やJ：〕

4 J今 27cm 手｜｜

j出’姶ーには［ : :_ inJle¥iJ桑ケ？？村！資忠寺iilllill

品お」とある。

131 三州高月院古記録

写 II)]ifi 21, 22 

114丁 27cm 平日

内容：松、JZ'eiくiilll1i（創.：－K1l1

松、｜ι山ll官｜淀記

徳川｜’ぷ似！系図

松、｜ι制l'lミ譜

1,;1上寺 ,i［＇上中長

Q 185 25 

朱巨11写（吉宗公家主公家if,

公家斉公家£公家五公

’ぶ茂公）

主JW：公｛店Jill普’1＼閉店i

御巣判組JI記E止；

信JI三 ）j様fJJI刷所大小寸｝j後j出向l

？与三青回ii記fえー｛’Hll

事J；占｛j・物IP長

刈jj 院IHt持E日

,:';jJJ院 jlt{¥,I;

明細111.長原本

十q，計十手｛川l-Tt11'.i之i,IJI松j且UHニイJ

1:lとlf足時1i・｛’1・ 

132 

133 

乳母局寺極繁寺御由緒之事 Ql85-26 

'lj: 〔IIJJif,20 'I三代〕

10 J今 27 cm 平II

十H止．刊誌；）＞；乙lt)i：山孔／：｝：）.. l似~4t11,;,;L'.

制官；には（｜刈崎村i~,'j,f'f.il.'. jとある。

l,Y;j1崎にあって，｛忠Ill’ネ）ぷati'（の、？である。

好古雑記 Ql85-27 

訟判1N:m’＇＇）.’ リl、｛ヒ 3

so r 24 cm 手II

il:1 ；，，打寺の単品，包. 111品行， frrr生名てりを.il：してあ

る。巻末に「弘化＿＿:_1人i'I'I'・ ・. I J l・二II

,IE}',' u'£i1i' Jとある

134 高野山間書 Ql85--28 

,';'11J,i.'.＼干IJi:t(J）・’ ＞（政 13

25 J' 27 cm 手IJ

,:':iTf-1 I Iにおいて， ）Cf泣{J'.ij1・＇；：：｛日と il人との

紛争のあったことの始ヨトーを .il.'.したものであ

る。

者き末に「丈政十三WJ支寅JICJJJH1Jり之

,';'1¥1,'.＼干lj{止¥Jとある。

l'Jl,¥l.'.：訂正，＇；［：，＜］ ,I[ 

135 公儀御等並答書留 Ql85-29 

'lJ. 

23 T 27 cm 和］

I将上寺より大樹寺へ宛てて，徳川氏関係の

山絡をJl:JL、合わせたときの11二復文，1；：の写で

ある。

Ql88 各宗派

136 虚無償提之事

1j'. 

6 r 2:3 cm 手II

Q 188 l 

！豆長十九ij'11'.1 l, ）＿長1,l\Ej~~ 本三すへ宛てた従 :,i;:
W:}Jll1支itll松、｜ι村にあり 111絡， JU也を立主主主して ｜ である。

ある。
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Ql90 キリスト教

Q200 

Q202 歴史補助学

138 河内国古雅録

写

5了 27cm 和

Q202-1 

河内国古墳より出たものなどの図解である。

Q203 辞書書目年表
歴史図

139 高留年鑑 2巻 統計寮訳

東京 国 文社明治9

2冊 19cm

1874年版 Statesman's 

Year-bookの訳本

印記：隆

Q203-1 

137 安井息野 Ql90-1 

弱妄

〔東京〕 中西源八 明治 6

27了 19cm 和

西洋宗教の用について，弁妄論断したもの

である。

印記：文淵主主（黒印） 清瑛之印

清水正美

歴史骨地理

Q210 日 本

140 黒 川 春 村 Q210-1 

墨水紗 7巻 附録 1巻

写

8官庁 26cm 手日

付録：中皮霊衣考

内容： 1 杉山社神欝歌

2 地頭名義考上

3 向上 下

4 船橋文書

5 ；長谷寺古銅塔銘f也

6 神祇雑考 上

7 同上 下

印記：新宮之印 加藤信印

141 雑書 Q210-2 

20-

写

34了 24cm 和

天明八年松平越中守が幕府の命を奉じて撰

んだ御心得十五ケ条，老中心得十九ケ条，

および西洋砲術を論じた時弊論2与を：集めた

ものである。



142 青楓雑記 25巻 目録 1巻 Q210-:1 

Jり：

26官庁 24口n 干JI

.:i'i1Hを雑録しである。 ，＇t似合成の罫紙を f七

Illしている。

ドJJ.:c.1:JrJJ＇＃.’ぶ減

143 四大奇書

り

50 r 28cm 手II

内容：＊竺J,'i＼兵衛物品

[if] 2草刈

減収i•:UJ 公市上凹（＇牧 Yi'之；欠山

政川：さ，｝：鉱

Q210 1 

144 古文書写 Q210 - 5 

JJ: 

57 r '.-l5cm 平II

武11h立，甲斐地 ）jの占よ： ,l;}i.！・六泌を；，l；写し

たものである。

145 三鳥神社古文書

’←’ 
一τJ

183杉（ 37× 27 cm 

Q210 6 

三向大社の台 ＞（,ti：を三卜三番に分類し

:,1;'.lj：したものーひある。

146 菱川本七：rt（賓） Q210 7 

正名緒言 2巻

l'IJ 大ー11118

74 r 23cm 手JI

鎌ftj.'J,、米武家に川いられた私、II予を釈し，，＼行

冷に徴して~］試したものである。

印；Ic：来七民自白磁 j[JJ＇長城 ,Jr

21 

147 大n 成城 Q210 8 

泰平年表

勺’

2巻

2 fl!} 23cm 手fl

足Ii主主には！大、Jc年来Jとある。

大会文卜.!Jo （家康）より天保八年（家内）

にでる約三 （i>Iご－!Iiiの， ifゐ：rr:を追った l記録で

ある。

148 竹合 i人 Q210 9 

149 

i＼＇.’ぶ必覧総泰平年表 6 ~主

'.lj'. ），どii'.(5 

3 il¥J 26 cm 干II

巻末に「’ム政 li.'t手1,Y:J)J lif：ぶlとある o

rcJJ ic : ir支j委文})j(

γJ会 i；人 Q210 10 

武’巧ど必覧総泰平年表 6 ｛き

’－ Li' 

6刊I} 27 cm ねl

｝組主主には I鮒 ijミJりとある。

交正文Ji.ijミから嘉1kIi. ifに七る記録で，本i1}'

には波 tl，索引をつけてある。

150 延文略年表 Q210-ll 

T’ J 牟

33 r 23 cm 平II

延享より嘉ノj,lflにイ、る止｛iTifJえの抜g

であるの

151 i,'n:,; 秀堅 Q'.'10 12 

新撰年表

佐食間r（千葉県） Ji浜天堂 安政 2Ff

57 T 26cm 手II

’交政if三1111まひの手Iii英j芋のq工夫である。



152 没＇l'f ,:':iui長

和漢年契

i.II; l!'iliiU1li'Ji:J,;11!i ’LどA交2

57 J 26cm 平11

Q210 13 

十，1，武夫ゴ皇！＇）、米，交政l（｛までの手II漢のWlとで

fドfiJ:にその大事を，ilしである。

153 伊勢点丈（交筋）

押字考

主：L

14 1・ 27cm 干11

Q210-14 

古人の11:'Jipをxi正したものである。

印記：遠川fjl,i;)Mf.J I I l＼減

）

巻

手

応川

2

j

m

 

h

友

c

十

町

、

ハ

わ

ワム

丈

談
貞

器

冊
武

写

4

勢

五

再

fn品

T
民
1u

Q213 日本（古代）

157 1,¥'/111 f杉 Q2B 1 

北線l匝瑳君日野手邑内裏塚建碑私祭之記

f/i'.f,;JUf （「 (i<i~iU 汗白川di16 

20 1・ 22 cm 手II

Ul、よ X•;J.•',!.I，己ごj！；、＇！.＇鎌）（の欠， 1r 1(1i )Ji' Iの

仰を， l、総1,:1111r I付に主主てたときの，；じ録で

ある。

Q210-1s I 158 肝1!1 !its 

秀郷事寅考

保元物品I＼，平~ti物語，、 I；··ぶ物品， i原、ド 1/,¥;.J;t

百己，太、jL記に記した武器の考証である。

印記：遠州、｜月｜品！日目 L111::減

155 吉Ell 松陰（矩方）

外蕃通路

写

38丁 27 cm 手口

合綴： l羽玉格競論（雨森芳iJ-11)

興新井白石脊（雨森芳洲）

Q210一一16

徳川幕府の外交政策を批評し，その俗険，

卑l屈を痛論したものである。

156 閣議拾集雑記

’ 

79了 24cm 手D

Q210-17 

五郎1E宗像， ff成卿武器等，二十八項精密

な図に説明を添えている。

f-PJ己：関口

C..)21J - 2 

'f[;;( J仁f山Ji:兵衛 IIJJi{i 17 

27 f 25cm 干II

,,{'; ,Ifに呪れ片こJil'ilJ;i秀郷の E持続を Xt1Eしたも

のである。

Q214 日本（前期封建時代）

159 福鎌堂叢書

リ 〔嘉ノ；j<1〕

67 f 24 cm 手II

内容：；c人米；包巧（新井「lイi)

,:':i'l'f'ill季五日書（新井白石）

古老雑ぷ

斑政側IJf[狩.ll,（栗山彦邦）

小金（中iD係樹）

鍛J;¥:

巻末に「嘉ノ・kl乙戊，fJ{f.トザJU、佐久m1安次

郎所J紘之，1：写置之」とある。

Q214 1 

印記：大谷本山ヰt

-22-



160 嘉段 ｛－重

嘉陵腹言義

守y

f 

50 r 26cm 手日

Q214 2 

末尾に「弘イ七五年二月嘉F愛子正靖識」とあ

る。没録である。

印記：遠州、［fl［，＼＼］閥il氏威

161 湯浅肋lJ（元禎）編

常山紀談 10考委

'l}j'. 

10冊 23cm 有l

Q214 3 

上杉，織111，徳川 Jt他の大小侠およびその

1 i：人にIUJする雑録である。

ドll，；己：六樹亭闘：＇f記 i皮i憂え：！率

162 熊浮 ff興 Q214 -4 

近代正説砕玉話 10巻

写 J-j延 1

10甘It 24 cm 手［］

,&if:に は「武将MWUcJとある。

武将の得失，｛愛劣，興亡，勝敗等の事践を

各項に分けてJじしたものである。末尾に

「Ti延元J交巾歳 i晩~写之 鈴木姓」とある。

印記：遠州、i月［；（；］閥II氏級

163 熊津 jf興（淡！奄）

近代正説繍砕玉話 10巻

写

5甘昔 27 cm 手口

ぷ品氏には r・i1＇.説品賞石 1五五苫j とある。

Q214-5 

巻」frt：を；i奈川ヲtr,,i-t合版事より，巻卜蘭客待

のことに -jiる。二i'i:i~ 条に分けて記してあ

る。

164 松＇1'- ’ぶ忠、 Q214-6 

家忠臼言己増補 25巻 松平忠、冬補

'.~'. 

25甘甘 27 cm 手日

極主主には「I帥甫家忠、日記」とある。

内容： 1 永 11:8年～弘ifi3年

2 永禄 1;f.～［ti] 6 if 

3 jjd,!: 7年～同 11'1ミ

4 永徐 12>f.一 元 亀3年

5 天 l正1>f.～！日J5年

6 天lヒ6>f～ f，司 9年

7 天jヒ10ff.～同年 8Fl 

8 天JF10 ff 9 J-j～同 11If 

9 天 11:12 if 

10 火 1E13 if～ f,i] 17 ！ド

11 火 JF.18年～［，，］If6 )j 

12 天 11'.18iド7)J～同 19年

13 丈休 11ド～Iii1,;, 4 itミ

14 度 l~ :, if～ f,,JI1, 7 J J 

15 慶長：， '!'・ 8 )J 

16 I変：長 5if 9 ! J～ 11「1

17 度r長 5年 7）］大 8～11日大。諮問文

百L記。

18 慶長 6If.～ rni 10 'f 

19 慶長 11年～［，，]14年

20 慶長 15If～ f,i] 16年

21 慶長 17if～ fi,J 18年

22 慶長 19ff～同年 10)l 

23 lit 1,;, 19 if 11 H -12 fl 

24 元手ll1 fド～ liiJif6 H 

25 ;c;f:[11 'lミ7!l～ 12月

忠、冬の持1父，位、f ＇ヰ；｛；g、の ~11llH ぼであるぷ

,'J:、ll,＼じを，削減lill hllしたもので，永11'.より

l亡手lllこ寸1る。

165 小川｜ 弘（ヰヒr毎） Q214 7 

鎌倉史 50 巻

東京 古川半七他 llJJitl 15 

10 illt 23 cm 

H
H
M
 

警

手

文

1

古

川
寺

公

拍
悼大

γ

園

写

9

河nnv 
au 

Q214 8 

今川！義元の文書を彩写したものである。 VJ

表紙には「今川義J己判形j とある。
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167 徳川氏前記

りF

51 T 27 cm 手羽

，悦JJ：：君事聞各， 1,l店、計事略， 消毒毛利三jl岡高

の芥ifll分に落「がある。

Q214-9 

親JJ：：より徳川’4どj奈までの事を .t己しである。

力名ィ、IIJIのため，便宜上［徳川氏前記」と

題しておく。

168 大久保彦左衛門（忠教） Q214-10 

三河物語

’う．

47 T 25cm 平日

ぷ紙には「：参iriJt勿泊Jとある。

徳川氏の＇，I〔事を記したもので，~；；一巻は始

祖［II：系より広忠の卒去に主る。

ドll記：遠州、Ifl J.i;JrnfJ I 11¥ 1級

169 徳川記 18巻

写

6冊 27cm 和

Q214-ll 

根先のことより大阪冬之陣にでる徳川氏の

記録である。

巨Pi己：不草書草野闘書記 染井丈康図書記

170 徳川記 30巻（欠巻 l～ 21) Q214-12 

’Fア
ーオ

3冊 24cm 和

炎紙には「I止初要覧」とある。

徳川氏祖先のことより家康；先去までのことを

記した三十巻本である。「徳川；：cJの－rmか。

印記：遠州、｜月［MJ関il氏蔵

巻q
u

円

u
エ
↑m

 

録

h

運

2

欄

汗

崇

写

F
U

平松？’
 Q214-13 

松平氏の始祖より徳川家康までの事践を詳

述したものである。

172 野中ナ 正に品笠

三河軍記 15巻

’ 

3 flせ 27cm 杭l

Q214 -14 

1k1l：より天！と頃に，fる，吉良1¥".：を中心とし

た三河の＇， 1〔事を，＼＇.しである。 15巻の末尾を欠く。

嘉；k:;',ffミ成る。

113 r或｜以消軒

武i翌日出問書

Q214-15 

76 ・ J- 25 cm 干II

；哉111, 'J¥'.G；，借りIIT干の＇， p:!Pl:のことを，it＿＇.して

あるが抜j；である。母子ドに「文政卜；巳 II:

歳卯乃花fJ大計flI 直1'iUとある。

174 秀吉公御検地帳

'Lj'. 

Q214 -16 

22・r‘ 27 cm 手ll

合中Ji：中月鮮｛川1；且波之人数1Jlt主

Sl'i国のイ i山を記しであるつ合中Ji の’ r•:u1仰向l

:.i日重之人数1帳」は，九武将ごとにその •JI+

の人数を起しである。

175 浪速戦記大会 30巻

’ゲ

7官庁 29 cm 手ll

j也後には「、｜ι定要fh皮；t;:Jとある。

Q214-17 

豊臣，徳川，大阪桜if,えの始末を記してある。

Q215 日本（後期封建時代）

巻ヮ“ヰ車
ハ
匁
巾
詳肝

和

券口

m

4＆

C
 

1

6

1

－F
 

補

政

つ

む

庸

安

f

誌

直

市

雑

原

V
H
7
H
U

年

藤
歴＼

、

ず〈川レ
Q215-1 
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177 

178 

内容： 1

2 

3 

4 

h 
;) 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

慶長 1｛手～ホ応、 2王手

承応 3年～元禄 10年

元禄 11年～ 5t土； 4年

元文 5年 ～ 寛 政 8年

寛政 9年～天保 6:q三

天保 7年 ～ 天 保 14it三

天保 15年～嘉永 3年

嘉永 4年 ～ 同 6ii', 

嘉永 7iド～安政 2年

安政 2年～同 4ffと

安j[-J(5年

安止文 6{j＇ご

13 L交政 7年 1I l～ 7H 

13卜’A政 7年 81-l～ 12月

14 J・].i延 2年 1月～ SH

14 r土：久 1年 8fl～ 12 H 

慶長元年より丈久元＞fにでる H.leである。

天保七年以降は筆者ii妄IJ；（直席の補録したも

のずご、ある。

印再c: il主香土：庫

岡出正利築補正；主主昌澄言T修

痩長臼記 増補 5巻（存疑）

〔障を｝仔） 新宮i缶、＼＇－写 元治 l

5 ill} 26cm 平日

Q215 

店主：1'2'I三1::1にむける徳川氏の記録でよ＇Ji-宮i認可Z

の旧桜木である。巻末に「慶長日記五巻者

m一行之八幡判［1i二成写之｛日十五／・：，＇.；二 ff欠

;tifut年甲 f六 11

正/J,lc：新宮之印

Ni’出’，・：：； 、［Z」とある。

179 

180 

lRl 

2 

182 

慶長覚書 2巻 Q215 3 

〔駿府〕

2 ill} 

Wi言，；，：；・；、jl＇.与

26cm 平日

丸一久 2

慶長三年より元和三年に七る徳川氏の記録

で，新宮高平の旧蔵本である。巻末に「倭

学館蔵古写本を以て写 文久二年六月 事丹

宮高平」とある。

印記：新宮之印

-25-

元延日記書抜 2巻 Q215 4 

写 立：政 3

150T 25cm 手日

とある o題筋には「元延日記j::J;:紗」

元和元年より寛永十年頃までの， t恋JI［家の

大小事を.：cしたものである。

寛明日記抄書 Q215-5 

'j'. 

40T 24 cm ヰll

寛永九年より Jl：似のlj'｛にでる。巻末に「寛

保三焚亥八月二日 城 iリl喬写之終卜言J,J

1•· 万延元庚申秋七月写之 中川必寿成J

とある。

巴丑i菱銀 上巻 Q215 6 

写

40f 23cm 相j

立：政十二丑年三月二，.イ！神川佐久間町出

火の火災に関する町鰯， その他のl記録であ

る。

印記：奨1:r;J 巻末に亀仰の黒印

古川 党舜

舜奮記 33巻（欠考会 15)

〔駿！符〕 .Wi宮， ~ii平写安政 5

32冊

内容： l

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

16 

17 

23cm 手日

天jf.ll,12, 13, 20年

文：禄 5年

慶長 2年

慶長 3年

慶長 4ff. 

慶長 5年

慶長 6年

慶長 7年

慶長8年

度長 10年

慶長 11年

慶長 12年

度長 13年

慶長 15年

慶長 17年

度長 18王手

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

Q215 7 

慶長19年

慶長20年

元和 2年

元和 4年

元和 5年

元手口 6年

元利 8年

Jt平日 9王手

元和10年

寛永 3年

寛永 4年

寛永 5年

寛永 6年

寛永 7年

寛永 8年

寛永 9年



やI•龍院党舜が記した天iE十一年より寛政九

年頃までのEl記である。手ll学講談所本により

新’戸高平が写したものである。巻末に「舜

信記全部は塙JJ：蔵本を乞もとめて原本のf盆

写さしむ安i攻.Ii戊守二年八月 新宮，；＇.，，j平j

とある。

印記：新宮之印

円
H
H

壬
P
1m

 

ヴ

Jつん

麟

司
甲

写

従

保天。0
0
0
 

0215-8 

内容は「天弘記事Jと向。で，本書は弘イヒ

三年仁孝天皇崩御のことより以降を記した

ものである。

円
川
H

イ衣川
1

巻

m
 

つμ
C

ヴ
，ヮ“

事

情

記

写

2

弘天凋
守

0
0
 

Q215-9 

内容は「天保申炭録」と同様に，天保十五

年正月より弘化四年に至る間の，幕府処務

および，江戸市中雑事等を書協めたもので

ある。 「天弘録」とも言う。天弘とは天保，

弘化の意である。

4

＋々

巻

n

っ“

c巧’－つμ

舵

情
成

写

2

永嘉E
3
 

0
6
 

Q215-10 

嘉永三成年における雑事を集録しである。

回

蜘

幻

繍

冊
壬

写

7

久文 Q215-11 

文久二壬成年における雑事を集録しである。

8巻， 9巻 t:rl1f, 10巻， 10巻付

録は！白宣言に「炎亥：｛Ji11r1志Jとある。

1巻は上下，日lj録は，りlj室長， 1J1J;r;止条約，

別録坂ド，：cにわかれている。

よ久11'-tltlにおける羽］'I'['I人！？卜の斜P.'.Hをリ、？まし

たものである。第十官庁以降は己主j｛： により，

「炎亥利11r1志j となっている。

188 甲子新聞志 8者附録 l巻

’与

9刊｝ 27 cm 平日

Q215 -13 

元ih元年早 f年間にあ、ける内外の雑事を集

録してある。

189 乙丑新聞志 .iE 2巻続2巻

写

4 ill} 27 cm 手口

続篇の本文には「乙丑新聞誌」とある。

Q215 14 

慶応元乙丑年における雑事を！［録しである。

干氷川，C
 

ゥ，，つω

志関

］

新

一

与

引

寅丙nu 

n
w
d
 

Q215-15 

慶応ニ丙寅年における粉nの雑事を lli録し

である。

191 繍談海 18巻

主3

18冊 27cm 和

題主査は「言質淡海，繍淡海」とある。

延宝八年より天H月二年にすfる議事を， Ilを

追って集録したものである。巻末に「111/1:

窓蔵」とある。

Q215-16 

印記： i度法；立＂Jj)I

192 i.政井役.（ff: Q215-17 

187 文久新聞志 時附録1巻 Q215ー 12 I 質問削 初編時二編 10

エ小m
 

均，

e。，ρ

晶

せ

畑

山

3

写

日

録日々 三編 10巻四編12巻

子リ

42情 19cm 和

26-



将’司王家，三家，執政， 'F千年寄，大老，老中，

！万rmft，城代，三奉行，火日f-;_J-，譜代，旗

本，外様等の山米，事E責等を記したもので

ある。本書は二本i百十：版である。

に口巻欠

門
H
M

巻

手
口

mc
 

q
u
 

つ臼

饗

範

｝

増

洪

け
良

写

vu

山

明

白鼠9
0
 

n
g
 

Q215 18 

慶長元和より綱吉将軍の初にモる問の，人

々の業績を記したものである。平仮名交り

文で，序政年号がなく，記載j去にも if~- lj 
く，続々書きつけてある。

印記： i度漫文庫

194 大導寺友LU（重祐）

落穂集 10巻附録 l巻

写 〔宝暦年間〕

6冊 27cm 和

付録：落穂集追加n慈殿夜話大道：之主！宇

Q215 19 

著者の随筆である。

正JJ記： 1LJ科減

195 Ii'長禿翁（鶴l疾隠土）

東遷成基 4巻

〔江戸〕 天明 2序

4＂庁 22cm 利

Q215-20 

天文 t・ ・fドJじ手IIの頃までの事実を記した

「ィ芥総目、」のiW:＇沢である。

196 江戸富鎗総鑑 10を

'J 

5 ifl} 27 cm 手II

Q215 21 

田I人脇室長帯する訳の事，ほか tとして江戸

に関する雑事を載せてある。一部の内題に

「t工都官鎗秘鑑」とある。

197 久松忠、次郎 Q215-22 

駿府漬益 2巻

写

2 i!il- 14×18 cm 

駿！仔町奉行の勤1f,JIこ｜渇寸る参A,1i工員を詳細

に江主録したものである。文久；c(f.U嘉手lj:r}J

の奥.，！｝＇がある。

正JJ.：じ : I:原氏慮J蔵

198 後Ji除光次

綴府政事録 8巻

’十’ーオ

Q215 23 

4ilサ 26cm

慶長十六年八月朔日より元手｜｜二年十二月二

十九uに：rる，駿げ、Tの創I]大与を，；じしたもの

で，著者は慶長年/lillll創作に：（1J;l(L, '1¥I似に

j漏したものである。 Pi'1きょlilfの!f1：紙を山Ill

しである。

ドPie：新宮之ド/J

199 本邦繍々史記抜、書 5巻

’τフ
ーコr

5情 23cm 相l

題主主には「イ正予ll'-1.'..ic:IJU；」 とある

(.)215-24 

徳川初litのことを il：したものである。巻末

に「武州藤姓ti主主街 児玉士lj！＿、！と藤IJ;i督武蔵

書」とある。

ド/J記：督武之印香雪合f1N

200 魯西直入貢記 2巻

写

2怖｝ 28cm 手日

内容：上ぬiJ!.ji租船人津－｛＇！二

F ・1','r出亜山奇陽上陸附出帆記

Q215-25 

xfヒ元年九11:l:客f史レザノブが， f1L1f-t'i票ifiE氏

を送って長崎に米た際の.：c録である。下巻

末に［丈化五戊1長年八月七日写清風車干」

とある。

印記：山名氏蔵書

27 



201 コやロウニン Q21s -26 I 205 魯使癒接始末 Q215-30 

遭厄日本記事 12巻 附録3巻 I 写

写 安政 2 I 34了 24cm 和

9冊 23cm 和

付録の中には「孟児上書」の書名のも

のカずある。

ゴロウィン等が北海道に陣l因された時のこ

とを，みずから記したものの訳本である。

巻末に「安政二乙卯歳冬十月成功 渡辺精

文庫」とある。

印記： j度漫文庫

「長崎入浴，F寺西ill〔江応接」の中巻と同じで

ある。

206 薩長戦記

写

80 T 26 cm 平日

Q215-31 

土：久元年l.i州および陛州、｜における，外国船

砲撃の記録である。

202 嘉永六主主丑年長崎入港魯西軍江熔接 I 201 鹿児島戦争記事 Q215 -32 

3巻 Q215 27 I 写

写

3冊 27cm 和

嘉永六年露使プーチャチンが，長崎に入港

して，樺太田境問題その他につき，筒井肥

前守政憲と折衝したときの， rg1答を記した

ものである。

印記：遠川月間関口氏威

203 沿海記事 4巻

写

4冊 27cm 和

内容： 1 浦賀異船入津雑記

2 向上

3 浦賀斥候臼記

4 j羊タト車己目各

204 海防之儀論

y 
J’ 

17了 27cm 利

合綴：宇多々寝の目覚し

Q215-28 

Q215-29 

前者は海防の建言書，後者は嘉永七年三月

の作て＼米船の米航について，子守怠、を返事事

として書いたものである。

印記：遠州、｜月 IMJ闘口氏議長

28 

40 f 26 cm 平ll

文久三年鹿児島における，英国船砲撃のこ

とを Iむしたもので、ある。

印記：遠州月｜；司闘LJ氏綴

208 吉良上野介機御下向御休御宿割帳 Q215 33 

写： 元禄 8

1 T 13×34cm 

白須賀借倒l：本陣f白書I]帳で，当時の｝）＼（本である。

209 浅野内匠頭様御泊御宿割帳 Q215-34 

：与： 元禄 8

3 r 37× 13cm 平日

元徐八年九月ド 1,,1 の折の，「 I~兵釘 ff11i'UilJ帳

で当時の版本である。

210 関ケ原以前御自記事連

写嘉j}(2 

45 T 23cm 手口

合綴：浅野内匠頭賜死始末

Q215 -35 

慶長三｛t：秀自発去のことより，関ケ似合戦

の頃にiiるまでの記録である。巻頭に「此

舎の名を記せず，外題に関ケ原御陣前より

の書付と有り，しはらく随之」とある。

印記：川内文庫鳶飛~躍



4宅全義士観跡志214 Q215 :36 3巻赤穂賞記211 Q215-'.-l9 

Jj’ 」；／ Jぐ｛以 12

平II24 cm 2 IIIJ 手II26 cm 3 fill 

j迎0には｜赤松ηは」とある。

り＼;,I.viJ日 J:・Ji(lUJ, f己i':r',iより品守ボま C、の i，己主手

(' J，る L を本！こ「 k.f'/I一二、i〆 II:fドソlllifll 

,J;!¥; {',111'(;¥f」とあリ

JJJ,,L'.: J!,h] I IN↑・，：； f＇；｛＼；：，.と，； 1: 自1¥',¥IIIJ(:k¥tイ，，｛t_'.

！処,I；：に「此 ,I；：ノ、j刻午1j1,f万少中tlll;()ei川、も）±JJi,J:J;

if，兵衛蔵書也匂坂之祖父十六才のH寺此支実

を書記し旦又文通等後年書力日誠の正説なれ

ば予請而書写ス 文化寸ー甲戊年九月

Q215 --40 マ加司Fq 
j
h
 

rLJ 
215 

l：℃）＇（－，；日tLlJ とあり，ほかにWllI［淀川の1、

,I；：がある。
赤穂義人纂寄

’＇j 

ドJJ,(L'..キJI:;;t 

f:11 

ぶ｜：にI'llI一心九州の，：dよ，，；行毛、υ〕i’l市1/h＇左

カずあるい t品IIIJ(:昨日 .i：υ）ft：剥仁：Hf!!Jl.てあ φη

2:, cm 188 J 
0215 ・…：）｛ 

2 ：（＿き

ti'.1)3.¥ 

赤穂義f：人の鏡

it'iノド212 

よ化 111(J'lj 

平II25cm 2 IIIJ 
IJ；（本〈？あろうか

J:JJ ,¥L'. ・ IM,J I I {,Jトむ幸政之，；t_'.
H針：｝;;c1: rwむ／{ll，~：、t央刻

Q215 -41 義士の文216 

ィil;Hf；翌日ミ」とある。

小l'J·’~＇i' J-1' ,J Ji;利が，そのだに送ったjj'LLl、文

,I｝＇を広告，Aしたものである。

ーγ3JIJJ'J;, Iニ［土 i

f:JJ 24 cm 

’＇j 

42 J宇

i)jぺ忠義てLの ,lifii'iを集めたものであるけ

J:JJ，；己：版本堂松Ji;]J＇（必， 1::,:t_'.

迷州lj J,Y;]J紛I11（必

(.;)215-:38 

J'JJぷ：｜剃11斜｜堂珍誠之，（L'.

関口｜盗古の朱書あり

126 J ・ 2:-l cm 利l

「赤総災人袋 ,1::Jの .:'H, 

jピd文9

赤穂雑記

,W;r',' l庄ifr'lj.’

213 

C..;>215-42 赤穂義士手簡

千ゆl・ll機i'IJ 

217 
J[IU＆ιヒ Ui-J.： ~fdL'.

太宰赤穂JJLJト六土，itttt

松？と俊W,Nifi日i・;',:Li,h 

也イf翁 ~＇（－犬J主

JJサザ手：

真8:i'iによりt-w刻した

手II

』・i;cj二の T筒卜寸心を，

もので、ある。

1,JJ,iL'.: :i!!i:HI H J,r,JJ品JI11（必

21 cm 34 r 

Q215-43 精忠義土質説物語218 

大イiJ¥:f業

小型f、子秀平IIJ[ 

吉良氏止1，内義士 rrlc之｜凶

天~！ f九i 干1]J\1訂作j

i長 ~＇（－内 f1Ufi ’Aど米 fノ＇ ,1 ：：之 ＇fl

Iii］家＊ IIL 

赤穂』·ii:G~t：千H"l-,iL'.抜不

手II23cm 

Jj 

?,7 j' 

di司自i定：-UJJW!iに｜対する記主主である。

J'Jl,¥L'.：五リトII J J;,,J ltfJ I I氏自滋

-29 

鍋川ru，波-,i：：の罫紙を｛史Illしてある。巻末に

Mt 干＇，＇ 1白：it~J とある。

鍋川J.Ui読本記

「文政）LP'll犬｛f.[1日H

l'fJ,¥L'.：閥11耕堂珍Wi之記



219 水戸景山老公御密書

’与

1、T 27cm 平日

表紙には「ノド府老公街者」とある。

Q215 44 

務昭がj毎防に閑し箇条汗で、差rnしたものに

さらに註をつけて阿部1E弘に送ったもので

ある。

220 徳川努昭

海防明議論

：与：

19T 27cm 手口

合綴：ノi<:flt老公iJII涼，ti:

題主主には「ノ'l<I仔公 海防Jl)Jii正，t11n 仰！？主：

Q215 一 45

書一扮箇｛傑」 とある

;J＜戸空手目白の外交に｜対する必：見当で、ある。

印記： i意外／fl/,i；］日目ll氏F裁

221 1恋Ill 営利l召

水府公献策 5巻

写

5冊 27 cm 平日

巻 2 ～ 5 の lffi~ には「上 i書」とある

Q215 46 

時事を極論して幕府へ奉ったものである。

印記：遠川月｜品l閥lJH：蔵端達堂

管議綴舟大窪H:

合綴：草）＼也前ぷ（林綴l11) 

了ll¥l

;Jを鳥II I ( fli凡｛」ミL，－待j「1う）

L主之／［JJtiゐ首

ノトハi義元，雪粛kc左の事Ill告を起した「務H(1

ilt言抄」の｛也に， i11比1E'ili-

「Z争：賊前；＼己J，上州沼HI城の百しを記した

「卒賊f炎.lei司 iιyfの変j装を，＼l：した「1tHi

!IIJ，幕府lf',ftの心得をJじした「虎之11:J(f

tす」を 11；今録したものである。

手小

脇
島之

m

緒

行
由

2

士吾ハ者

写

山

賀伊n晶

τ
q
L
 

n
，ι
 

Q215 一 49

天iE十年徳川’ぶJ;)tがfjf'Ji'i路をJ也えてリポ［Ji／し

たH寺からのf]r賀者の忠、勤を記したものであ

る。

日i,¥c：遠川｜月／，i;J日目lllJ:蔵

225 山口久庵話

写土：政 12

33γ24cm 和

Q215-50 

店主：iえ元手fl火阪I山，j！交の役の際，大阪城中にあ

って実見した戦t兄夫，＼cである。一名「大阪

似l陣i111 l久！奄11/HJ とも浅う。

226 御移替並将軍宣下 3港（欠巻 2)Q215-51

Q21s 47 I 写

2冊 24cm 布l

222 角田九務（筒）

近世叢諮 1F 8巻続8巻

〔ffif〕 慶元堂弘化 2r子：

8甘甘 25cm 和

慶長元手日以来の逸事異関を 11',め，劉向の世

説にならい諸自に分けて記しである。正編

には文化卜三年，続編には弘化二年の臼序

がある。

巻

和

ヮ“

m
 

C
 

A

－
 

抄

2

庫

融

汀

兵

照

写

沢

落

城。o
n
4
 

n
，‘
 Q215-48 

天保八年凹月徳川家野1戒を五J慶に譲り，八

月将軍宣下があった。イミ .1｝＇はその詳細な Sc

録である。

227 柳轡秘説

り：

9 T 30cm キ11

Q215 --52 

徳川吉宗の次男京武が草子f多に流れ，遊妥に

ふけってその役を免ぜられたことをs；じした

ものである。
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228 J'i1i!;i 守，n(rU:'.ll (-,1215 5:-¥ 

守意書簡

'J 

18 f 24 cm 利l

j止j保守，［JIヨリ占地よりのmぷ， ）；（作i；東111r奉行

松下伝it1守のfド冷＇JU，，への仰波，重戚がl’1

4ナlji','i'のイl仮処 J人につき， i'-1：寺拳ij松、｜え11’1

1与守へえ・，II＇，した ,i;Hをリ、？止してある。

229 御賞記 Q215 51 

’＇I ;ii~ ノj（（う

s7 r 乙1cm 利｜

Jくil,J¥Iこは I1' l ィ 11J~＆ :ih fj'.，出」とわる

i止＼ Ill ぶ 'l"f の｛止•， l't,f{J；、えたが111 j、ii.'.，度fI丈一一， ｜川，

fi.iドの ・J与を。記した｜立iウ！以前111:iit,)ijよりの ,li{.J',

伝、ド楽翁の L,i；，時（1；、， ti＝述 IVi止，いまし

め，・，・.：・：，，－.：を集長止しである。

i:IJ,;L'.：刷II ,l,Jf:,;Ut ui長之，；L'.

f1iii1'iij池川光JJ；｛の；i'/;,；・ιi jをリヨ止したもので

ある o tiぶに l)iii；ノド 1i.T: r fド李春r,¥i:J)J ｛山

辺中，＇j幻，ji Ii;( ,j,:fi以川氏 古川’＇j-’J とネ・,I；＇が

ある。

1:IJ,;L；：ィl主込；よJ,j[

233 111111 点iMJ

常陸帯 l：どき

’＇I 

79 J ・ 2-l cm 手II

他リ｜｜内11(1の 1守11Yl'r ,;i__'.したものむあるり

1:ll iL'. : Ith] I I ,f}f ,,;u主l桜之いじ

234 上書三種

’，）・ 

:13 r 23 cm 干II

Q215 ：，日

Q215・・59 

,i,[l:}j外交の11:1:wに！日ij ,i'., 紙、 i ’，！＇！）； 11• 守，｛止： Ill

f'i'll(L j,,1：’i;.＇の I:,I；•を弘めたものである（

230 中山東下記 Q21s -55 I 235 時弊論 Q215 (i() 

'J・ 

52 r 24 cm 干｜｜

j出後には「II 11 I 1 ,;L'.J とある。

t手：；； ・JH'Iにつき i1'111大手l1J;f愛X1l似111対米にドり，

松、｜ι心I,；と十Ji・f1ijの，）＼ii，！、をい己したものである。

J:IJ ,;L'. : ',i','i'11:1i長,I;

231 御書付類 (-,1215 56 

'j 

92 J' 23 cm 平II

1Jすす子： 1;111,1:H主li,'11'1今

i的Ii”j之心n
111 UJII山参

f;rlif＼：：｛＇干起，＼，＇iよ

i川，＆，；；；－之fill,ilil11 

232 君則 5巻 Q215 -':,7 

'J 是主ノjえら

84 J牟 24cm キII

'J 

:-¥8 J. 2:-¥cm 干II

{;W: m土、l編

おノjく；ij三Ii.I l ,i,jド；Jj之！義奉ljl IJ)~ 

，，可iH包や｜、Jについて，i11iiじた「H.¥'il)r,:11;, J , H！長；

rw人の外IE］自：＼ii立米について，i,,iiじた IJもp.J編j

ぷノk・.11. /i.JJ ;Iリli}jに｜日jj る l:,liの；：：＊！11；をり、

めたものである。 1人l点制tに l;f,Jf',;(¥".1.,l;J 

「二誌記先生，M主符」とある。

1:/J,;L'.：倒 IIよJf1lf；珍級之，；L'.

236 波没 41＼；山（'[J:) 

↑真機論

Q215 61 

31-

りF

36 J' 23cm 手LI

合綴： J父1犬，歩物品

少々午勿品

外fl'.］の主Jfυjおよび、＇1IサのII、子勢を，；命じたもの

である。

ドiJ,¥t'.:iihJI I 耕堂i主総之，11.'.



Q21s 62 I 242 ,·::;~'f 1'd込237 三つの談

り－

89 T 24 cm 手II

合綴： f色癒禁誠十六条（池田端11!J)

，；サ本： 近＼II:ii・，：点（！むよMHO

古，i炎，ii.'.

f包病1!!'＇＼：訣（池川端北］ J)

ドllぷ：湯i白文w

238 隙間雑録 2巻

2 [II} 24 cm 利i

N紙 lこは「i硲11rJj止Jとめる

Q215 6:3 

支暦より i叩IJ)のlt（にでるまでの，士LI.':の3.[1:.

：＞￥逸話を 1,/Sjjしたもので， ｝：削減，i!-[JL］卜 A

,iム ド車偏；uul凹十九ぷを載せてある。

ド｜］記：外煽 隆rE

Q215-67 

戊成夢物語

勺：

:-32 f 27 cm 手II

｛；－綴：，t・=t：勿品批語、lζ

夢々物品

「戊！父夢物，iiiJは夢に託して ilM！瓦11lfiの外交

会F治じたもので， 「>c¥j(物1,¥Mrr.f.'f'J 「ヰタノJ秒j

,L'Uはこれを員、'l'-,i1iilしたもぴ〉てトある。

243 大坂大塩一件

り

1:-19 T 2:3cm 平[I

点中Itには「大阪大tJ&. i’IJとある

Q215 68 

天保八年大塩、iと八f!I；騒乱にWJ-lる各種のz記

録を集めたものである。

Q21s 64 I 244 天保八丁扇年大坂表騒動留239 忠孝一関録 15巻（欠 1～ 10)

中！｜｜伊｛｛衛門写字手U3 

1冊 24cm 手LI

浅井喜三郎，（>lJ1111.；内が，かたき伴｛i衛門

を言すったことを，it.'.したものである。

印式己：遠州バ 1;,;J闘II lC:蔵 r[• 

4

木川
l

つリ

ロ

い

つ

μ

事変

丁

』

干

ハ

U

hy

ハU

其

写

l

殿西nu 
n守。，h

Q215 69 

'J 

56 T 24cm ,f:11 

泌す与には「六樹亭随筆 天保八J四大

坂騒｛苦手j留」とある。

大島平八郎のー件を記したものである。

ドPSI.'.：波溢文庫

，本
e

ρし
勺
d

内
／
十
】

箆

人

れ

i

山

す

3

9

夢

わ

寸
J

Gzρ 
民
1v

n守q’＆ に
d

p
h
U
 

P
片

υ

司

S
ム。，“Q

 

文攻六年松平外記刃傷の－flを詳記し，な

おその他，殿中の刃｛為についてScしである。

印記：湯岱文庫

241 天保七年仙石騒動外雑事留

写

91了 24cm 平日

Q215-66 

天保五，六，七年の諸事件を記したもので，

ある。

印記： i度漫文庫

Q215 70 

,:・1；聖子長英 F5試のこと，獄中の状況，前l芯、の

心情等を記したものである。

ドP,ic：飯塚文庫

246 楼花絵薫 3巻

'J 

3刊fr 24 cm 手II

Q215-71 

紋日l門事件に関する作Jr1(1iのz記録を集録し

たものである。
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Q215 78 5券野常紀関

’り：

253 Q215-72 雪の朝

f与：

69 r 

247 

手u

Jtif1'年till, ド聖子，常陸における機夷党の苫し

を記したものである。

27cm ｝
 

－
 

Fhu 
干[l

桜川門事f’｜：の始末を詳，：cしである。

27cm 

Q215-73 枇士官証言

り：

248 

Q215-79 申UJYLj
 

i
 

、j
 

ノ254 

ITJI ifl 21 

19cm 

常野戦争誌略

春111中妻東京

133 P 

利l

hY!t元if.. ~ fl桜 llWJ事刊に｜立jする数積の，tc

S止を官、録してある。 「閲l11（級Jの朱，1；が

ある。

23cm 2:) r 

ド里Fの騒乱をc:cし

｜ぐ •n·の店、であ

1t ifi >J三Jillにtsける常~'R,

たものである。市型f（主治陸

る。

Q215 74 務審意

川
遜

V
ゴ

ご

好斬249 

Q215 80 

3～ 5巻

t青7可 1EIIJJ （八郎）

潜中紀略

255 老 •i•支Ji来｛， j

nvr!<t組，＼工会

手lJ

，＼（久二年1Ui段IJ託子fl之助手；；が，

11：.を坂ド門外に襲撃したH、？の，

の安をfrじたものである。

27 cm 

明治 18

手ll

x：久年間j著者が江戸j替[t!Icjoのことを， t英文：

で記した浸録である。

24 cm 

fリ

:37 r 
Q215 75 輔

情書

」

意

1

趣

V

守
口

好斬250 

平日24cm 

Q215 81 消i可 J[IIJJ （八郎）

浴中紀事

256 

正Pie：遠州、i月1,,1］閥I1.L（綴

明治20

6巻

斎藤誠HH

20cm 

liJ形

293 P 

Q215 -76 

l'.州討委君15須川村

仁川、｜討妻都犠川村

立；久 3 ;tif; 2 

24cm 平日

文久三年

5tif;：二fド

帳改

皿

山

1

御

V

H

7

2

門

容

宗

内

251 

Q215 82 

たとへ草

題等には「吉IJ;i根元；：己弁外六ケ｛傑」と

新吉原由緒書

96 f 24 cm 手ll

合綴：安1.1：壁il;: （天保 7写）

朝鮮人殺害イ！

飯台敵討の事

公ぶ衆1,l,]1LJ参詣

道慾,1,',i,

手玉

257 

Q215 77 

2 

古賀撲（精霊）

極論時事封事

’←’ 三f

50 J' 23cm 手日

fr綴：泰凶録，＼,f; 古資：l怠（｛向日程）

清人奏，，茶

j也悠および炎紙には「似，：（，；）時事封,t;:J

とある。

252 

ある。徳川’家内のH寺，｜五II坊をl械にし外広をド；jjぐべ

しとH年:t手をがri，，印したもの。

1'/J，氾： j易rn；：と！車

-33-
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Q215-87 '!,;,-111 ¥ j計ti)J易j』き262 qu 

O
K
U
 

に
3

唱
E
A

9
u
 

Q
 

2巻御朱印記258 

雨夜燈'J’ 

写有｜24 cm 2 flサ

平日24 cm 54 T 安房武蔵内容：上

ムー名士の逸話を tiミめ， またこれを批評して

池川祭政ヘ奉ったものである。

和泉河内

見張

大和

伊勢

山城

f話i幸

下

Q川5一同9特昇平夜話263 

武蔵ほか九ケ悶の朱印領の石山i，宗旨等を

,h.＇.しであるの

ドp,it_: : i古音館多l＼綴 2五

手日

1!&\111-ti~lf'.f ¥t'-、ドH主における， ，ihN,ih←Llこ！世lする

雑訴を上，下二篇に分かち記したものであ

る。付録に「足軽以下農工商大意」がある。

寛永奮f義 Q215-89 

28cm 9 ill] 

Q215 84 

手口

2巻

26cm 

恐f皇神論

2 f叶

写

259 

'.If-

264 

夢中に神の伎が羽われ，二荒の t•I•殿に｛半い

神託にことよせて幕政のJドを s論じたもので 干LI26cm 47 r 
ある。

印記：東京師範感校［副訂正fl 克ノk:_ {j'.九）J後ノJ,:,1".併の二伐城に行、干のあィ、草月%.fli¥tl,l;-JL'. 

った際のil.'.章式である。

Q215 90 公事雑望書

1り’

265 Q215-85 重恭

時繁華干物語

乍2
-er 

牛込260 

干II125 T 24 cm 

寛政三年より天保九＞frtiまでの人殺し，；J,

i阪焼失，，：＇： i札焼失， ft倒死人，変死等に関

するfi;J，指令， 'l!!,王子手を，1；－き留めたもので

ある。

平日

；幕政もしくは幕臣の雲行に関する，著者の

雑話を筆記したものである。牛込d2恭は

「時楽軒」あるいは「白楽章「j と予；した。

印式己：不怠会堂之記

23cm 381品

Q215-91 留宴、水
商
措

V
H
7

保世ス266 

FfliJ立%、；

平日

天保，弘化，嘉永年miにむける精，

を五日しである。

23cm 62 J《Q215-86 友特

石井復唱書記

写：

石井261 

Q215 92 

::zr.，；および、吉Ji;(!Hf之：＇；［；で，原（［， ！主：・iの,Ii-Jiff

を1.1',{iましたもので、ある。

巻 29

平日27 cm 

嘉j｝＜.撰要類集

’'l;j. 

297丁

267 

-34-

手［l

石井j原級，半綴の兄弟が苦節二十余年にし

て，父兄の襲撃，赤城源五｛i衛門を伊勢亀山

に討った終始を，兄j原織が記したものであ

る。巻末に｜鉄海酒井景光正flJとある。

印記：援校 藤原景光

24cm 102T 



268 本多 ff{,¥ 

本佐録

56「 21cm 利l

Q21s -93 I 21s 三輪 1, j妥結1

みかけあふぎ

織川完之3 il)jif; 14 

21 T 24 cm 手II

Q215-98 

’＂＇ 
－→ 

ttlrn 1 , i, 1,ltのふ：老だった著者が，秀，'t~，： I手’， p：の

11:Jに答えて奉った建議 ,1；：である。

印，it.'.：遠1'トIfJ [,Y;Jft目IJl＼減

;]<: I ；ずfllilが右［Srj，ヘポした諭｛＇；－，訓言等を 1t

3議したものである。

269 f)i井 白イj（君美）

白石奏議

写

34 T 24cm 手11

274 要雀排志年中行事 5巻 Q215-99 

Q215-94 I 写

5 Hす 27 cm 平日

Ji'li’主主には「ti箆俳志」とある。

l:[1 .it.'. : ｝，；よれ氏

i忠川ir1ffの年中の（義」にその他をキf，；じしたも

のーで、ある。

i:[J ,il＇.：緋堂 島めi1Jノ｜判）l[li;ut[,1I I北月草！｜｜比

品IH，待il"J:11：主』i:; .;L'. 

［五i’ぶの政事，財政に f!,ljして幕府の諮問に答

えたものである。

270 回禄出納常平議

'lj'. 

48 T 23 cm 和

Q215 95 
275 殿中年中行事

柳 HI重利写： IIJJ手112

25 T 24 cm 手II

Q215 100 

吉宗，i午，p：のf11:J 1.:. ,,tして室新助が答申した

要件を記したものである。

ド[1,lt.'.：数IJ；（’ぶ磁

総：＼Ill’ぶ殿中の年中行事を，：じしたもので，止に

4三日目U,1支を添えである。巻末に「IIJJ手II：同

年.hi! 柳 111,T（干1Jcび之Jとある。

ド[1,¥t.'.：遠州、II 11,Y;j閥 II l ＇＼：必

271 上書評論

与：

65T 24 cm 平日

付録：物償論（松平定信）

Q215 96 

山下幸内の上書を寛政年間の執政白川侠定

｛言等が廻覧して論評したものである。

276 禽所取調方ニ付禽所役人共

差出候寄付

写

73 r 26 cm 和

Q215-10l 

長崎会所の外国貿易に関する；t；：付である。

印記：雪居書記

272 松平越中守諭告

::is T 23 cm 手I] 手
4n

 
c
 

録

お

敬

例

久

凡

冊
方

V

H

7

5

イ

地

大守，守，
q
L
 

ゥ，，ny
 

に司
有
・

iつμQ
 

Q215--102 

11巻（欠谷 2' ::l ) 

i:il記：滋岱文庫

J也｝jの総,i向を，it.'.L, I EIJt/,11¥のことからf:3l11 I 

！！、干（にのJ也}j;1:i11支， そのf也I也｝jl二｜対ーするもの

をぷ制III: ,i1~ してある。

i:[Jυじ： i創刊 II：山！日目II l＇＼：級

松、｜勺U;tの勤倹に関する諭i'rtsよび，楠山奇

九八日｜；の幕政に｜立Jjる，む、l,i1,,I；＇を台車 jfしであ

る。

-35-



ず本
a

Aa 
つω

帳

叩

改

写

主

砲鉄0
0
 ヲ’勾，‘ Q21s -103 I 2a4 琉球園郷帳 3巻天保五年

’ザ

l冊 26cm 和

Q215-109 

天保十年下野岡地｝jにおける，久 Ill:伊勢守

所領の鉄砲持 l:を訓lベ，十，1，尾山城守へ差し

出したものである。

天｛不正i.iド卜：月時j楽 JI是~単守等の，；J.\Jf「した，

琉球諸島の｛i,i.~ で、，元禄 ff二 rm の調合ーも付.：L'.

しである。

円
H
H

Z
や

帳上

m

書

ρM

4
剛一

2

名主

円

持
写
ド
れ

地鉄n
u
d
 

『，，n，‘
 Q215-104 

大＂i来十五年調べ， 上里子下型fJ也｝Jのものであ

285 年賀米金皆；湾賂月

'.!)'. 

3 T 27 crn ヰII

Q215 -110 

る。
'l-1'.t'. : iドの〉とで、，，1百fljの納HIJを起したもの

である。 JG老F元幹fi日を使illしである。
280 奮諸滞貨上金凡調

東京 LlJ片重llfaf写

7 T 27 cm 手口

Q215-105 

281 度竿六尺一分之考

写： 文久 1

20「 26cm 手口

合綴：税則三ツ五分之答

Q215-106 

286 寒風津湊穣立御用留

主＇J・

21 T 18cm 手II

問主主には「~州｛Jc浅い犬BIS村々江戸待fl

惣／；，｛（：寒風津淡積、1:f』II川寵j とある。

Q215-lll 

京橋区木挽回I山片長UJjが， l日諸滞への貸上

金を苦手き上げたものである。

奥州伊達{cl夫君IS村々のif震を，寒風沢より

江戸へ積出したμじ録で， Jどl吹王f'＇＊＇のもので

ある。松井藤五郎手投。

六尺一分および三ッ五分の；1,1］について，古

来の沿事を述べ，考証したものである。

円
川
M

エ木
1m

 

ρ
b
 

録

2

隠

a

表

］

関

写

日

江遠内

4
0
0
 

n
4
 

明治8年改正 Q215-107 
287 榛原郡千頭村年実寄j付

写 1L1：恋l

1キJ'. 32×120 cm 

Q215-112 

遠江国の田畑，宅地，塩田，荒地等の段7jlj

および地価を記しである。古1ト岡県系浜松支庁

rl：徳元卯年静岡県榛Vii君flJ.Jil根村千頭のも

のである。

の罫紙を使用しである。

283 遠江鹿市街地表題録 明治 8年改正 Q215-108

写 I 288 榛原郡千頭村年貢割付

6丁 27cm 和 i

l全文 32× 150 cm 

Q215-113 

遠江国市街地の訴l査で，新旧調査の増減を

記したものである。浜松脈管下の罫紙を使

用しである。

宇和三亥年静fji;J＼県様IJ;Ut[S.！こJII根付子頭のも

の－rある。
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289 榛原郡水川村年貢割付 Q215 114 

’•j: ;fq必2

itx 30×40cm 

／作J必二口fド古J,i,'(;J県榛））；（ttll中川根村；J＜川のも

のである。

290 榛原郡上長尾村年賓客日付 Q215 115 

'Jf 享保 7

I枚： 30× 150cm 

ゴ主｛ネじ寅if静j.,;J県篠原君11'1°Ill根村上長尾の

ものである Q

Q216 日本（近代）

291 金井之恭 Q216 一 1 

使清務理始末

〔東京〕 編者 H,Lji{; 8 

466 P 24cm （複本 1) 

台湾事件解決のため， 11)-Jifl七年全権大使と

して，大久保利通が清国政府と交渉した顛

末を記しである。

ドPi己： R盗

292 外務行 Q216-2 

秘魯園マリヤルヅ船一件

東京 横演日就社

21 ・r 26cm 手ll

明治五年秘露（ベルー）商品 マリヤルヅリー

が，清国民を強置し，帰途横浜に ＼J.寄った

ことによって起った。ペル一国との交渉を

記したものである。

ドil,lc：遠HIH l,i;J ltM I I lt:磁

Q218 日本（地方史）

293 1升加l；合俊貞

校.iI鹿児島外史 5巻

東京消弘堂 IIJJif;18 

5冊 23cm 手II

印記：ド盆.iE 外斎

Q218 1 

294 御普請所堰橋其外御尋ニ付書上帳 Q218-2 

写 慶応 3

6 r 25 cm 手II

慶応三年卜月神奈川久良l岐1tlS金井村より，

その地頭に 1,~,'¥jしたものである。

295 古老曇鮮 Q218 3 

52 T 24cm 手日

安永年間の駿府代官，柴村H嘉三郎旧i哉「地

方の覚」の題名を改めたものである。

印記：山県系蔵印

296 岐阜鯨笠松君13代所演説書 Q218-4 

笠松：llll 笠松君IS代iiJi- 〔慶応、3〕

250 T 26 cm 手IJ

慶応三年新旧郡代交符の際の引車［iii；＇である。

！岐Ii主県の罫k!Llをf史Illしてある。

-37-



Q219 
有職 故 実

儀式典例

297 伊勢貞丈（交併）

貞丈雑記 16，会

江I；よi采堂天保 15

32 fll} 26 cm 平II

内容： l 礼法祝儀

2 入品 入紗j 人名

3 小布！1 烏中日f‘

4 1世名 ’r'ftv: 

5 を~東

6 飲食

7 lJ善；・,r; iit'i ,ii 輿

8 ,i)t.Jii 

9 ,I；札 j旦物

10 i j矢

11 正tよL

12 万飢

13 馬烏以

14 家作 主主主1llniff 紙類

皮類

15 鳥fl J時Zf勿数 ',-,,It 

16 神仏 ,,11*.'; lメi事

雑事 者 総

イi時的文夫に関する随筆である。

印記：遠州月｜時閥lI i主総

298 伊勢貞丈（’A・1普）

武門故寅百箇依納言主

:Jtト

3 flサ 28cm 平日

山一 1 I 

Q219-2 I 

足g~には「武門放資百筒伐」とある。

多lll義俊の武門放’九百笛条を評論考託した

ものである。

印記：遠州、！月附関口氏蔵

299 

300 

301 

302 

303 

-38-

伊勢 ,'t).: （。友好） Q21，）一 '.-¥ 

四季幕 7 Jj宇

佐々木万i多写寛政3

2 ill} 27 cm ヰll

身、rf；その｛也且tぶ［ニ11,¥Jする，，，文’jミを，1下E；じしたも

のである。

1,1J ,ic : ；幻十I}J [,,;)M},J I I l（ぬ

伊勢 ,'i).: （交流i) Q219 一 4 

紬櫨包｜｜ 5 Jf.会

’F • 
) 

5 Ill} 26cm 手LI

，，，文’jとその｛也に！対する主｛店主止である。

1,JJ,ic：治川Illi川l刻i11 （ぬ

fjlもう れよ（次J,;:i) Q219 5 

安芸寄j曇筆 , 6 ；長

三百，；！＇，＼次 ＇if

6 Ill} 28cm 手LI

；＇，文’jしイiij技そのf也に｜叫する1延長Ji.である。

ドP.:c：遠州flf;i';j日目iJi（減 講月比館威

窪111文庫

是朝恒例行事略 Q219 6 

Ji＆好写 立：化 7

32 r 26cm 平日

禁中にあ、ける年中Ji~拝を記したものである。

巻末に「止と；t；：福嶋分兵衛ナル./1ヨリ乞求テ

’＇J：畢II寺ニ文化一七！夫午年卜一一｝1 兆好Jとある。

義輝公御元服記抄 Q219-7 

り’

17 r 29cm 手II

f、I去最 : ;i:IJ!i .'HU .'r 

火よ j・ Ji.If[・ ・.J J卜九ii今川災対JclJ!iの次

第を，＼！.＿＇.人したもので， l亡IJU.'Hk,11を添えど

ある。

印記：閥il耕？；と珍必之，JL'.



Q222-5 2巻唐園間合覚書

り：

308 

キ1127cm 60 T 中国（シナ）Q222 

j瓜｛谷，宗教等のこdfの宇刀tU:1こ才3ける政治，

とを；＼［＇.しである。

Q222 1 命大献

正気堂集

304 

Q222-6 光組J爵309 続1,/57巻総1,/ミ4巻16巻

10巻明j青｜翻記1：ド

ff/lJ：（屋茂兵衛等？工yi 平日27 cm 礼町行
官ハU

旬
E
A

手口25 cm 10刊｝

IIJJの木祖より十六illブど、京までの歴史で，消

のg1a1_起と，時！の滅亡を記したものである。

和丈に書き改めである。

Q222-2 

r:JJJc：遠州IFJJ.iiJ閥iJ JS.：厳

6巻夷匪犯境問見録

lりJ倫堂

305 

安政4

Q222ー 7

巻 20～ 22「::, 巻 4,

K孫、，1,1！~忌

故唐律疏議

310 
手日

支那と諸外国との交渉を，leしである。｜；併す

裂を谷の校百I子録である。関i1151是正の後記が

26cm 6冊｝

平日24cm 

’ピー

2 JHJ 

！斉の律令を記し，これを解義したものであ

る。 J主i神堂版の£1'.*$；にしるす。

ドJJ.lc：柳城主庫之印 遠州、｜月間関口氏減

Q222 3 

ある。

印記：｜紛LI耕堂珍誠之記

春秋外得額語定本 21巻

呉，章昭商平 宋氏補音

大阪｛也河内屋茂兵衛f也

306 

秦鼎校

Q222-8 1廷：朱311 
文化 7

手日25cm 6官官

6 巻 5,古今治平略

干lj

24cm 干[l

屯凹篇

99T 

内容：巻 5

巻 6

上・下

1・2

上・中

科連総

督三五

3～ 6 

下

全

閥話

！司語

水平lj篇r、h
r, 

it 

員llt吾

呉話

7～ 9 

五

日

九

同

五

日

五

日

五

日

和

朗

品

日

呂

田

楚

越

内容： 1

2 

4 

3 

5 

印記：柳川I1審邸図書府ドp
上・下6 

遠チI・悶 F司関口氏厳

J:. F 

Q222-9 文｛木皆川

戦略

’←’ f 

312 

Q222 4 

呂祖謙註24巻

印記：耕堂

祖馬

東莱先生音註唐鑑

刊 嘉永 6

f巴307 

手口24cm 18 J牟

後漢Aの抄録である。

1:Jl,¥t.＇.：迷外｜月 l,i；］関iH-C:hi主

｜恥 111 －~，： 1ヌ.I ;i,t 

-39 

平行

tll,f＼が私，！U5'1'，となり， IJJ'＇.どを分：挙：したとき，

i＇.トる所をもって撰んだ府の！？正 ',12である。

1:Jl,ll.'.: ！＼涼氏 i二静堂ぬ:If-.le 

26 cm 5 flサ



313 五平 ｛事il』I Q222 10 

防海備覧 10毛、

望1!1堂嘉康 16 （丈化 8)

271 T 23cm 平日

印記：陰1E 外斎

314 巧！苦 Q222 11 

防海紀賂 2巻

上j羊丈芸斉光緒 6 ( Iザlitl.13) 

2初｝ 25cm 平日

印記： F金正外斎

Q223 東南アジア

315 大越史記全書 24巻

引Ill利準校訂

東京 引回利主主 明治 18

10情 26cm

Q223 1 

内容： l 総論 大越史記全書紀年目録

越鑑通考線論

2 大越史言己外紀全書

老妻 l～ 5 鴻l滋紀 濁紀走車紀

属西 漠紀徴紀潟東j美 紀 士

紀属呉督宋驚梁紀前李紀

走車越紀後李紀属階唐紀南

北分学紀呉紀

3 大越史記本紀全書巻 l～巻4

了紀繋紀李紀之ー李紀之

ニ李紀之三

4 大越'P.記本紀金書巻 5～巻 6

陳紀之一，二

5 大越史記本紀全書巻 7～巻 9

際紀之三，凹後陳紀属明紀

6 大越史記本紀実録巻 1～巻 2

繋紀之一，二二

7 大越史記本紀実録巻 3～巻 4

禦紀之三，四

8 大越史本紀実録巻 5～巻6

繋紀之五，六

9 大越史記本紀続編巻 1～巻 3

繋紀之七，八，九

10 大越史記本紀続編迫力ii 繋紀

之十

安I菊の太古より，数氏二卜世嘉宗（延宝，

天和の頃）に至る変遷を編年体に記したも

のである。

Q234 ドイツ

316 カーケルン Q234 1 

濁逸箇開化戦記 3篇

東f傑－Jl[S訳

わj 〔明治 10年代〕

73丁 21cm 和

題主主には「濁逸図開化戦」とある。

1870年代における， ドイツ国の政府と，

教会との争論を記したものである。

Q281 f云言己（日本）

317 雪操健審 Q281 1 

写

23丁 24cm 和

武将の逸話を，諸書より抜書して集めたも

のである。

ドfl記：遠州、l月｜刈閥11氏綴

318 近松茂矩

三感傷附考

：与：

5巻

73 f 25cm 平日

Q281-2 

’ム東主）＇約の事干した， 、，，毛盛，藤原線房，楠

正成の三忠伝のF付考である。また附考迫力口

上下 2巻には石田三成，森蘭丸，浅野長短

らに言い及ぶ。

印記：久野家裁
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319 清原良業ほか

イ委論語 10巻

'}-' 
J-

10冊 23cm 手［！

Q281-3 

神t11；，人王並親王fil；，公卿剖i，武家:'fll，主聖

火音ll，釈l＼古llに分け，善行美事を記したも

のである。

巻末に「天iij-[)1J §き卯年吉松姓所持を請模

写ス 巻中誤’r:M多一見ノおf補助手1>ifri己

1I：張：Jとある。

320 本阿煽 W1l止

空中瀦主事紗

東京古川、r七 時Ii台17

171ー 23 cm 手口

Q281 -4 

木戸，n偏光悦と ft):妙秀との逸話を 1-lめたもの

である。

空中燦とは，光悦の係光illの足りである。

321 i市ノJ, IIJliJ 

寅蔵院世譜略

：与’

24T 折込 l枚 24 cm 手11

合縦：兵il，武蔵1W,k'.（か花峰均）

Q281 5 

:w~には「鎌宝級院 Ill: ，諮問先，山本）！！〔三

FLJfrし，l.'.J とある。

324 大名衆jfJ分武鑑

写

20 J 14×20cm 平I]

Q281-8 

,.Ii大名を国ト；1Jに記し，石山および，江I；よ

りその城Tまでの里程等を記したものであ

る。

325 新板改.iE享和武鑑

llJ 

326 武鑑

152 T 16×ll cm 和

御大名；従者会之 l

!'IJ 

112 T 15×22cm 利l

Q281-9 

Q281 10 

年代不IIJJ，慶応、二年頃までの記事がある。

327 Wi板己主 11:文政武鑑

刊

2 f町一 16 cm 手I]

内容： 似！大名衆巻 2

西側l丸ドH巻 4

Q281 ll 

328 武鑑 Q281 -12 

向J;ll.'.：隆ff 外商 ｜ 刊

322 露五姓氏録 （前） Q281-6 

llJ 

練武堂交 政 6 I( 

32 r 12×18 cm 手u

天保｛f.llJJにおける，槍術家の姓名録である。

323 御進渡御用掛御供奉御役人附 Q281-7 

京都出雲寺高次日1；慶熔 1

62T 6× 16 cm 手口

慶応元年徳Uil’品＜.茂旗下あ、よび，親務の兵を

ひきいて， i乏州を言すったH寺の人名主主である。

179γ 16cm 手自

年代ィ、IIJJ，交正文五年頃までの記事がある o

iJII大名衆巻之 2

329 者日のそら Q281 13 

京都村k勘兵衛::t，， 元if;1 

29T 8×16 cm 平日

立：久三年徳川家茂将Jド：上洛の際の御供役人，

ならびに宿所を記し，はじめにii列の図が

ある。
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W

R
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内
町
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A
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唱
E
A。。つルハ司

、1
1ノ

ワ臼，b口
日
時
’
’
門
H
H

i

t

v

f
ま
m
1

調

厳

M

E

T

－
 

姓

告

×

3

d

R

K

K

l

l

 

州

本

E

所

af
了

制

駒

田

駿nu 
no 

no 
Q281 -19 

駿府？誌の人名録，府中奉行中台信太郎，中

泉添奉行淵辺徳蔵等とあるのを見れば，明

治二年の三月より八月頃までのものであろ

7。

慶長五年ーより延宝八年にボるso,r間の子j

行以t337’ぶの伝，：c沿；，￥，：＂.与を 1,/S吉議したも

のである。

印ic：機寿国図書記 石坂氏蔵口之印「学問所製本所駿府江川町本屋市蔵」

とある。

331 京都御役鑑 Q281 15 

（京都〕 石田治兵衛慶応 4

37丁 8×llcm 和

336 近松茂矩 Q281 -20 

普a出 前編 7巻後狗，！ 6巻

’ザ

6 ifす 26cm 手[J

王政復古後，最初の首員録である。

前編七巻は尾張液 iの逸,l占等を記し，後編

六巻は， 「新著！日j集抜書Jその他をJ己した

ものである。

印記：新宮城者i哉

332 公武有胃集覧 Q281 -16 

東京出雲寺高次郎 〔明治初期〕

46 T 16cm 和 （複本 1冊）

明治元年最初の職員録である。

337 寛永小説 2巻

林信篤写享保 3

41丁 26cm 手0

Q281 -21 

寛永年間における幕府名使の言行を略記し

制 職員録 Q281-17 I たものである。

東京和泉屋市兵衛須原屋茂兵衛

〔明治初年〕 I 338 2主鳩幾 Q281 -22 

97丁 目× 24cm 和 ｜ 鳩巣小説 3巻

写

明治初年（二年頃？）の官員録である。 3冊 27 cm 手日

将ことの逸事美談を書き綴ったものである。

334 正予立 孝減（南紋）

武家七徳前 編 10巻

商 』 巴 傾 渓堂姦永 5 I芋

10冊 26cm 手口

原本には，正司南j紋とある。

Q281-18 

円
川
H

手小，
A

－
 

議

2

輿中

7

家

写

日

居鳥n
w
d
 。00

0
 

Q281-23 

部類丹ljとし，賢君明毘の言行を記しである。

印記：遠州月附関口氏綴

f;it賀守忠吉， j玄右衛門元忠、，左京亮，＇.＼，， i£文，

伊主主主'f，＼心恒， UJ善JEJ志定等の勲功を起した

ものである。

巻末に「天保卜三壬3却下二） JlL二日 越智

直j登」 「甲申二月！！器於浅草：隆ii：υU」とある。
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340 来~i也婚l"J

Q 
つん
00 
tsA 

柳笹秘鑑 35巻

’I; ’ 

35冊 26cm 手[I

内谷： l～ 5 }Th'.j以l～ 10

6～ 9 克f以tJirl'.l～ 12 

10～ 12 -t｛：遺 1～ 5

13～ 16 I］見漏 1～ 12

17～ 19 残!ll～ 10 

20～ 22 $Ji？.店 l～ 10

23～ 26 温i主II1～ 12 

27～ 30 ft.M系計事録 l～ 11

1;1HまI：，ド

31～ 35 告官久イ式 1～ 18

秘鑑は， f志、JI！幕府年中礼式，殿't＇尊 1ヰ1の格

例，／.／＇；侯伯上ド， l.f;士，五日吏の勤il,".1，＂の事

’jミを記する。

IJ託i属は徳JIIL＼に関する雑事を築録し， 1l：徳

・字似の事が多い。

f;s骨久｛云はb志JIILUI.::々 のt雨入手rjfぷである。

菊池繍門は江liの人，幕府の：！：で、ある。

OL 
AAT 

341 菊池嬬門 Q281 -25 

柳轡婦女侮系 17巻

写

5冊 26cm 和

題答には「柳営婦女f専Jとある。

徳川氏代々の婦人列伝である。

342 東曜婦徳鱗 Q281-26 

'L; 

－ 
73 J 24cm 手n
題言まには「東日程婦徳侍」とある。

徳川吉宗の命により， l,tUIl家婦女の事肢を

!li請したものである。

343 御代々御裏方議御連枝方御法号附 Q281 27 

鈴木敦災.Jj'.’ 立：政8

SOT 18× 4 cm 平日

徳川’ぶのil，えりを忌、Hのl阪に起したものであ

る。

。。
凋仏T

凋ay

野写2
場武

文俗間
剖柑談

C 
門／

つ白

永口和

つω

Q281 28 

:Y，術之；＇fl；，霊釈之（；ll, J也、犬之:'H；，名剛犬之

:'fl；に分け逸事｛谷話を，lL.＇.したものである。

345 I長級（子里） Q281-29 

先民健 2巻

江戸慶元堂土：政 2

2 fHJ- 27 cm 平日

長崎に関係ある人の伝記で，十之官日に類別

して記しである。

成千里 u道線）は長崎の人で，千'tiという。

泣陽虚氏のf孫、の帰化したものであるとい

7。

346 池永豹 Q281-30 

日本諸家人物誌 2巻

大 阪 伊 丹 原 善 兵 衛 桜 寛 政 4

105T 16cm 平日

著者i也永豹は，南山道人といい，｛需家，医

ぶ，歌’予，国学，善fll!Ji等の諸五〈のノj、伐と著

述目録を記載したものである。

ドiJz；己：耕堂

347 山判l 土：綴

繍諸家人物誌 2巻

江戸須原屋茂兵衛他天保 3

3官官 16 cm 手口

Q281 31 

各家に分けて，略伝と著書をi；己しである。

印，le：耕堂‘

348 情免庵 l:人

常Iii:γ，・，，；，評判記前編 2ダ

lrJ 天保 5

2冊 19cm 手LI

料γ

Q281 32 

当世司（天f以Ii..q三七！＇（）の名， 1,,tを批評したもの

で、ある。

ドfJ記 ： j緋f主主
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349 

350 

351 

森rn 金吾 Q281 -33 

御祭系譜

写 〔万延i亡〕

折本 1冊 32cm 

法号をもって記した，徳川家の目各系ならび

に， 目各f云で、ある。

嬢廠祭名録 Q281-34 

千ya• 

33丁 27 cm 手口

徳川家のj去りーを忌日のJi~ に記したものであ

る。

ドp.＼［：：中通外直

位主主UJ 守隊 Q281 35 

静岡民誌

写明治 2

91 「 27 cm 手口

徳川家の法手；ーを菩提所別に記したもので，

巻末に「東叡山法制歴代」を付けである。

Q288 系譜家伝紋章

352 松平御年譜 Q288-1 

信光明寺写

12丁 27cm 和

題~には「松平御年譜J とある。

松平氏の祖先より，徳川｜綱吉まて＼および

f素系の葬地法号等を記したものである。

353 

354 

355 

三行iJ松平御系閣参考書 Q288 2 

rり’

34下 27cm 手fl

内容：参iiiJ松平諸家1却系図大令第 1 （佐野

成編）

松栄記事巻之 1

成功記巻之 l

布告、!IIa己
仰w仕普序

参inJ松、子治’ぶ1111系図大令外数種の参考記録

を子少j，去したものである。

御系圃 Q288 3 

午ープコ. 

s r 28cm 平日

徳川氏の祖先より四代将京家制までの系図

である。

御系譜 約げHiif愛子f校考 Q288 4 

2デ

55了 27cm 平日

徳川家綱までの系図，徳川よりのj場校，松

平五人衆七人衆のこと，三河の旧儀，関東

譜代旗本の石，・，＇： j宇－，；を 1-1主録したものである。

印記：月堂蔵，：t;:

356 言書家臨系園 2巻 Q288-5 

Fリ

2冊 27 cm （折たたみ）

徒、！！｜家制の代まで円形に書いた系図である。

357 補正御系略

’ト’----cJ十

40 r 13×18 cm 手口

Q288-6 

徳、ill家康よ η家慶に:-tるまでの系図である。

正Pt己：養n円斎蔵書記
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組系

巻

家

写

1

蛍御nnu 
Z
3
 角。

Q288-7 363 井伊家路御年諮

守壬

72 r 24 cm 手D

Q288-12 

清和天皇より，徳川家康にモる rillの系図で

ある。

祖先より窓側（弘化三年頃）までの系譜で

ある。

見返しに「本以蔵本Jと墨書がある。

359 竹1宅次春 Q288-8 
364 井伊家簿記 Z巻 Q288-13 

幕府軍宇胤侮 総巻数不明
'Ij'. 

写 2甘甘 27 cm 平日

8冊 27cm 手口

内容：砕胤傍 2～ 4 （第 1j舟欠）
井17子五〈の＋且先のことを記しである。

最下j自lf.導｛11？荒 〔田安殿〕

昨胤f専修II倹流一橋殿 2～ 4 （第 1刑欠＞ I 365 
井伊家健審 Q288 -14 

ヲヨ
65丁 24 cm 平日

徳川家，ならびにその一族の系図および略
合綴：中里子園心番付

イ云を記したものである。

ヂ｜二伊家の功車責を記したものである。

360 柳倍以実小侮 Z考舎 巻末に「天保十三壬寅年二月廿二日 越智

Jj'. 底I登」とある。

33 T 20 cm 手D

内容：徳川将軍家

東照宮泊予選座之記（烏丸光j奈）

366 j度選氏系譜 3巻

与：

126丁 23cm 手口

Q288-15 

乾巻には，家康より吉宗までの田昌伝，ゎ、よ

び「徳川位II親族記」を載せ， I申巻には， 「

東照宮倒Ii霊感之記」 （烏丸光康著）そのf也

を載せてある。

J原姓渡辺氏の系図，および系議参考事項文

書等を 1,/S;I!品しである。

巻末に「弘｛七T未年四月成功 波法精蔵

本ドjJ」とある。

ドfl記：波i愛文庫

川

H
H

手
小m

 

譜

し

日

系

2

氏野

口

遊

山

守

荻

姓源。ona 
Q288-10 367 蒲生君、Jc（秀賞）

山陵志 2考委

刊 ＞U文5序

37 r 27cm 和

Q288 16 

改選諸家系譜よりの抜書である。

巻末に「文政十一戊子年八月 iJ五日 越

智恵j登」とある。

印記：鍋川氏成本記 闘ll耕堂珍蔵之，＼［；

歴代前11陵のことを符lliUL'.述したものである。

362 井伊氏系幽 Q288 11 

368 後楊成院八ノ宮線御由緒 Q288-17 

十lllli村（山梨県） ！驚林秀流

写 IIJJ，の 16

9 J宇 27cm 平II

54了 27cm tn 

是互主主には「升＝伊家系i副」とめる。

直仰の時代嘉永四年七頁までの系図である。

二，＼，＇，J'..!t屯税ーとの甲斐門己流より， ｛』＇II噴火免伯11%}

i各および必去のことを記したものである。
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369 iJII隆l 窓澄 Q288-18 

懐玉雲上示正鑑 2巻ー

uo;i m1J;u"'.1茂兵衛 ll)J ifJ 1 

2 tiせ 16cm 手［！

j的役にIi「慶応新刻雲卜＇. 7）ミ 1l：鍛」とあ

くJ0 

維新f!i政の中！LN¥11, '/'.'ii，公￥1r,~i;iの Ill：系紋 iii(

を，，cしたものである。

370 御軍令御印並御旗本惣印 Q288 19 

'1’ 

24 r 1s×21cm 手II

371 福内； ,T(香 Q288-20 

帝室財産意見

東京著者 IIJJi{i15 

16P 19cm 

全国イi芯、の献すIをもって， J比が帝室の!1t8:

を起すことを述べ， 1L，店内卿に宛てての

建議書を載せである。

(~'.1) 関口家資料 〔1-245〕乙 Q288 21 

ン 245点

〔山間鉄太郎関係〕

1 山岡鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年12月23白、〔

年11月12日，〔〕年3月1日

2 山｜時鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔 〕年11月22日，〔明治

年7月10日，〔〕年6月6日

3 山岡鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年4月11日，〔 〕

年〔 〕月16日，〔明治 〕年2月8日

4 山岡鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年4月9日，〔 〕

年7月22日，〔〕年10月2日

5 山間鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年〔 〕月16日，〔

年4月3日，〔〕年10月28臼

6 山岡鉄太郎書簡 3通（1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年11月12日，〔 〕

年2月8日，〔〕年8月20日

46-

7 出岡鉄太郎書簡 4通 (1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年 1月7日，〔 〕

年1月21日，〔〕年 3月25日，〔〕年

12月19日

8 山間鉄太郎書簡 3通 (1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年 1月4日，〔 〕

年5月11日，〔〕年9月22日

9 山悶鉄太郎書簡 3通（1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年5月7El，〔 〕

年10月19日，〔〕年8月2日

10 山間鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛（ 〕年4月小画（断簡），〔

年12月4日，〔〕年11月14日

11 山間鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年4月8日，〔 〕

年11月18日，〔 〕年7月初日

12 山岡鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年5月16日，〔 〕

年4月17日，〔〕年10月1日

13 山岡鉄太郎書簡 3通 (1軸）

関口楼吉宛〔明治 〕年7月7日，〔 〕

年3月15El，〔〕年6月14日

14 山凋鉄太郎書簡 3通（ 1軸）

関口際吉宛〔明治 〕年10月2日，〔 ） 

年12月20EI，〔〕年8月21EI

15 山岡鉄太郎書簡 3還（ 1軸）

関口潜宛〔 〕年6月22日

関口隆吉宛〔 〕年2月7日，〔明治 〕

年10月21日

16 山間鉄太郎書簡 4通（ 1軸）

関口隆吉宛〔明治 〕年6月19臼，〔 〕

年10月11日，〔〕年5月8日

関口潜宛〔明治 〕年2月23日

17 山岡鉄太郎書簡 4通（1軸）

臥竜先生宛〔明治 〕年5月晦日

北烏宛〔明治 〕年6月9日

袖山正志宛〔明治 〕年9月4日

香川敬三宛〔明治 〕年 1月27日

18 関口隆吉書簡〔年月不明〕 l通（ 1軸）

19 書簡伊藤宛〔年月不明〕 1枚

20 山岡鉄太郎書簡 関口隆吉宛〔 〕年 3月

17臼 7枚（断簡）

21 書簡 1枚（断簡）

22 書簡 l枚（断簡）



23 封筒 3点

24 受取証小南易知より山岡鉄太郎宛 l枚

25 証文（写し） 1枚

26 山岡鉄太郎遺墨 1枚

27 鉄舟大般若経写経・絶筆 1枚

28 揮豪陽気発処云々 1軸

29 揮竜君間帰期云々（李義山詩） 1軸

30 揮翠丈夫莫守困云々（寒山詩） 1枚

31 揮篭莫々竹林寺云々 1軸

32 揮竜二竪何用欲云々（木版印刷の扇面）

1枚

〔諸家〕

33 徳川慶喜筆勉而ー l軸

34 中村敬字筆平生不会悩怒云々 2軸

35 佐久間象山筆（署名のみの切ぬき等） 1軸

36 高橋泥舟筆関有云々 1枚

37 有楢川富織仁親王書簡明治10年2月28日

1通 （1軸）

38 大草高重等書衛 4通（1紬）

大草高重より関口｜復古宛〔明治 〕年6

月7日

土方久元より関口隆吉宛〔明治 〕年8

月15日

俊彦より関口隆吉宛〔明治 〕年7月22日

加藤良より〔某〕宛〔 〕年11月8日

39 伊藤博文等書簡 12通（ 1軸）

伊藤博文より関口！塗吉宛〔明治 〕年6

月1日

山岡鉄太郎より関口隆吉宛〔明治 〕年

8月14日，〔）年5月14臼，〔〕年4

月23日，（慶応 〕年10月26日

勝海舟より関口隆吉宛〔 〕年6月4日

清浦套吾より関口隆吉宛〔 〕年11月7

日

東久世通稽より関口隆吉宛〔明治 〕年

8月23日

榎本武揚より関口隆吉宛〔 〕年7月28

日

黒田清綱より関口隆吉宛〔明治 〕年8

月13日

関口｜塗吉より松方正義宛〔 〕年9月

関口隆吉より顕性法標師・元光導標師宛

〔明治 〕年 3月19日
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40 高橋泥舟書簡松岡万宛〔明治〕年8月

21日 1通（ 1軸）

41 徳川亀之助家来平岡丹波・浅野次郎八・河

里子友門署名の書簡 1通（1枚）

42 越中守番簡織部正宛〔〕年10月9日

2枚（断簡）

43 関口頼藻元 1枚

44 大目付・御目付宛〔明治 〕年6月17日 1 

枚

45 徳川家よりの品拾六むさし 紙磐 1枚，紙

駒17枚

〔関口隆吉関係〕

46 関口家系図（コピー） たたみもの 1枚

47 神道無念流目録斎藤弥九郎より関口正

三郎宛文久元酉年12月 1軸

48 神道無念流目録斎藤弥九郎より関口仙

三郎宛文久元商年12月 1軸

49 神道無念流目録斎藤弥九郎より関口正

太郎宛嘉永4辛亥年12月 1軸

50 吉区分量 1巻

51 明治16年Ej3部巡祭使復命摘要 l冊

52 地方巡察復命書ニ添ヘタル上申書案 1軸

53 通知状 3通（ 1軸）

〔明治 〕年10月30日，壬申11月20臼，

明治13年 2月7臼

（うち辞令類）

54 任三瀦県権参事明治 5年正月 4臼 1枚

55 任三活者県権参事 壬申正月 5El 1枚

56 任置賜県参事明治 5年11月 2日 1枚

57 叙六位明治 5年11月10日 1枚

58 任山形県参事明治 5年11月23日 1枚

目任山形県権令明治6年12月27日 I枚

60 叙正六位明治 7年 2月18日 l枚

61 任山口県令明治8年12月27日，関口隆吉

より三条実美宛書簡明治 8年12月27日

2枚

62 叙従五位明治 9年 1月25日 1枚

63 学校資トシテ金五拾円差出候段・…・・ 明

治10年 6月14日 1枚

64 静岡県下学校修繕費トシテ金拾七円…

明治12年 2月 4日，木盃一個 2枚

65 県庁台所井土塀文庫等建築ノ儀・…－

明治12年 2月26日 1枚



66 多年奉職勉励候ニ付・…・・ 明治13年 2月

9日 1枚

67 任議官明治14年 2月12日 1枚

68 年俸三千五百円…… 明治14年 2月12日

l枚

69 山口県泰職中之事務…… 明治14年 2月

15日，別紙辞令及御達候也明治14年 2月

15日 2枚

70 叙従四位明治14年 3月25日 l枚

71 山形県権令奉職中…… 明治14年 8月 6

B 1枚

72 山口県下小梅小学校資トシテ金拾円……

明治14年12月28日 1枚

73 地方巡察被仰付候事明治16年 4月12日

1枚／

74 高等法院陪席裁判官被付・…・・ 明治17年

2月13日 1枚

75 任静岡県令明治17年 9月27日 l枚

76 月｛泰三百五拾円…… 明治17年 9月27日

1枚

77 任静同県知事明治19年 7月19日 1枚

78 叙勅任官二等賜上級俸明治19年 7月19

臼 1枚

79 叙正四位明治19年11月16日 1枚

80 武減国南葛飾郡小梅村牛島小学校建築費

トシテ…… 明治20年12月12臼 1枚

81 別格官幣社東照宮…… 明治21年 5月15

日 1枚

82 今般憲法発布井皇室典範御治定ニ付……

明治22年 2月4日 1枚

83 叙従三位明治22年4月18日 1枚

84 特旨ヲ以テ位階被進明治22年 4月188

1枚

85 証 金千円也但防海費トシテ献納金…・・・

明治20年 5月26日 1枚

86 愛ニ従五位勲四等関口隆吉氏…… 明治

13年 2月29日 1枚

（うち遺墨・書簡類ほか）

87 よの中は…… 1枚

88 世の中をしらぬ…… 1枚

89 船橋先生の説大意 1枚

90 戊辰巳来大久保……（勝海舟） I枚

91 小松原栄太郎等書簡 4通（ 1軸）

関口隆吉宛
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小松原英太郎〔明治 〕年3月27日

石黒務〔明治 〕年12月198，〔 〕年9

fl 21日

〔莱）〔〕年11月6日

92 関口隆吉書簡 3通（ 1軸）

勝海舟宛〔明治 〕年4月28日

〔某〕宛 〔明治 〕年12月7日

伊志田・村田両書記官宛〔明治 〕年2

月21日

93 関口隆吉書簡 3通（ 1軸）

中条景昭宛〔明治 〕年4月2日

野村賢台宛〔明治 〕年5月4白

石黒務宛〔明治 〕年 1月10日

94 関口隆古書簡 3通（ 1軸）

高須環太郎宛〔 〕年 9月15日

関口周蔵宛〔 〕年8月8日

江老台宛〔 〕年 5月15日

95 関口隆吉書簡 6通（ 1軸）

大塚しづ宛〔明治 〕年 2月3日

しづ宛〔明治 〕年7月29日

静宛〔明治 〕年2月7日

しづ宛〔明治 〕年2月26臼，〔年月不明〕

静宛〔年月不明〕

96 関口隆古書簡 6通（1軸）

関口隆吉宅宛〔年月不明〕

しづ宛年月不明のもの 3通，〔明治

年 7月14日

丸尾大人宛〔 〕年3月9日

97 関口際音欝簡

しづ宛 〔年月不明〕 2遇（ 1軸）

98 石坂周造・関口隆吉書簡 4通（ 1軸）

石坂周造より関口隆吉宛〔 〕年5月11

日

関口隆吉より〔某〕宛〔年月不明〕 3通

99 関口隆吉・坂上宗証・菊川重和書簡 5通

( 1軸）

関日経音より〔某〕宛 〔 〕年7月6日

関口隆吉よりおあや宛 〔年月不明〕

阪上宗証より関口壮吉・隆正宛〔明治 〕

年6月3日

菊川重剥より関口隆吉・河野通倫宛〔明

治 〕 年3月3日

関口隆吉より〔某〕宛〔年月不明〕

100河野通倫等書簡 3通 (1軸）



河野通倫より関口隆吉宛〔明治 〕年2

月25日

関口降吉より勝海舟宛〔 〕年 4月22日

済三より関口隆吉宛〔明治 〕年3月6

日

101関口隆音書簡 3通 (1軸）

差出人宛名不明〔明治 〕年9月13日

関口隆吉より〔菜〕宛〔年月不明〕

関口隆吉より〔某〕宛〔慶応 〕年10月10

日

102奥平謙輔・関口隆古書簡 2通（ 1軸）

奥平謙輔より関口隆吉宛 〔明治 〕年

7月22日

関口隆吉より〔某〕宛〔明治 〕年8月29

日

103関口隆古書簡松岡万宛（明治 〕年 3月

22日 l通 (1枚）

104関口隆古書街中村知常宛明治18年 2

月10日 1適（ 1枚）

105関口壮吉書簡関口隆正宛〔明治 〕年4

月26日 1通（ 4枚）

106しづ書簡御隠居宛〔〕年8月11日 1 

通（ 3枚）

107しづ書簡御隠居宛〔〕年8月22日 1 

通（ 1枚）

108書簡 1枚（断簡）

109書簡 3枚（断簡）

110封筒 3点

111封筒 6点

112封筒 1点

113封街 7点

114墓参之儀ニ付願，認可通知 2枚

115管外旅行之儀ニ付願，認可通知 2枚

116指令書明治6年 6月 1枚

117送金通知書明治19年7月12日 1枚

118受取証明治20年 2月5日 1枚

119目録 1枚

120午餐献立明治13年2月27日 4枚

〔関口壮吉辞令類〕

121遠江学生奨励会ハ…・・・ 明治28年11月24

日 1枚

122熊本県立熊本中学校…… 明治35年 6月

23日 1枚
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123教員免許状明治35年12月3日 1枚

124熊本県立熊本中学校教諭ニ任ス 明治36

年 1月21日 1枚

125願ニ依リ本職ヲ免ス 明治36年 9月28日

1枚

126左記ノ図書本学へ御寄鱒…・・・ 明治43年

9月1日 1枚

127京都帝国大学学術奨励…・・・ 明治44年 6

月1日 1枚 ／

128任米沢高等工業学校教授叙高等官五等，七

級俸下賜大正5年4月20日 2枚

129叙従六位大正 5年5月20日 1枚

130応用化学科長ヲ命ス，頭書ノ好科ノ主任ヲ

命ス，応用化学科ニ属スル物品監守ヲ命ス

大正5年6月17日 3枚

131陸叙高等官四等大正 7年 4月30日 1 

枚

132叙正六位大正 7年5月30日 1枚

133五級俸下賜大正7年 7月38 1枚

134任文部省督学官叙高等官四等，四級俸下賜

大正8年7月14日 2枚

135工業教育調査委員ヲ命ス 大正 8年 7月

28日 1枚

136第十高等工業学校創立委員ヲ嘱託ス 大

正8年11月10臼

137在職中職務格別・…・・ 大正 8年12月27日

1枚

138陸叙高等官三等大正 9年 6月7日 1 

枚

139大正九年度東京市…… 大正 9年 7月 1

日 1枚

140来る十日午前十時叙位…－－－ 大正 9年 7

月7日 1枚

141叙従五位大正 9年 7月10日 1枚

142工業教育調査委員ノ手当…・・・ 大正 9年

12月15日 1枚

143三級俸下賜大正10年 3月31日 1枚

144公立私立実業学校…… 大正10年 6月14

日 l枚

145職務勉励ニ付為…大正10年12月178

1枚

146三級｛奉下賜大正11年 3月31日 1枚

147除服出仕大正11年10月48 2枚

148第十四高等工業学校創立…… 大正11年



10月12日 H交

149任浜松高等工業学校長…… 大正11年11

月27日 1枚

150叙正五位大正11年12月20日 l枚

151兼任文部省督学官…… 大正12年 1月11

日 1枚

152免兼官大正12年11月24日 l枚

153都市計画静岡地方…… 大正13年 3月6日

1枚

〔拓本・揮牽ほか〕

154清河正明碍明治19年山岡鉄太郎撰弁書

1枚

155関口隆吉纂誌 1枚

156大久保ー翁墓誌 1枚

157山河鉄舟墓誌 l枚

158関口潜墓誌 l枚

159菅沼琉山之碑 1枚

160突寿梅之記海舟撰文弁書 1枚

161稲川先生山梨君慕銘松崎僚堂撰文 1 

枚

162浜名橋之碑 1枚

163石経尚書 第8 1枚

164石経尚喜警 第 9・10 1枚

165寒山寺碑稔槌 1枚

166我行二千里云々 朱菓 4枚

167醸成四海云々 柳山 1枚

168月夜に字売の花云々 1枚

169加藤肥後失｜白星碑 2枚

170 －＝＇.杯清酒云々 鴻堂 2枚

171世の中は云々 1枚

172玄妙頭山満 1枚

173霜気侵衣挟云々 1枚

175惟精惟一云々 重遠 1枚

175力云々 1枚

176ー池云々 1枚

177桜花云々 1枚

178義云々 1枚

179勿曙酒云々 兼雄 1枚

180一年云々 1枚

181山是山云々（竜雲） l枚

182至誠 I枚

183扇面狩野憐之画 1枚

184水墨画讃讃繁川云々橋の図 l枚
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185水墨画讃菊花図七十翁鴻堂 1枚

186水墨画讃竹の図 1枚

187水 墨 画 讃 讃 眼 蓋 乾 坤 云 々 自得居子

1枚

188水墨画讃竹の図鴻主主 1枚

189水暴画滝の図 1枚

190水墨画竹の図 l枚

191水墨彩色画花木の図 I枚

192木版画不折戯画 1枚

193漢詩久能峯麓云々 無求軒主潜 I枚

194漢 詩 情 春 1枚

195漢詩・和歌下書 2枚

196漢詩下書 3枚

197漢詩下書 2枚

198漢詩 2枚

199漢詩奥平謙輔絶筆 1枚

200歌詩華下交友 1枚

201書寿寿橋 1枚

202遺墨みな人の云々 義関 1枚

203遺墨油断して云々 1枚

204関口潜書簡 田村繕逸・徳増愛治宛明治41

年 9月6日 1適（ 1軸）

205関口壮吉宛書簡 2枚（断簡）

206奥平謙輪芸書簡写 2枚

207奥平謙輔より木戸宛書簡写 5枚 (1綴）

208石川惣大夫依平書簡水野内膳宛〔 〕年

正月15日 1通（ 1枚）

209書簡 3枚（断簡）

210書簡 2枚（断簡）

211書簡母より潜宛 1枚（断簡）

212書簡 2枚（断簡）

213書簡 2枚（断簡）

214信家鍔繊折紙天明 3年 2月 増 間 明 珍

長門守 1枚

215掛川附近地図 書表写 1枚

216御寄付地所受領之証 2枚（ 1綴）

217包紙 1枚

218書籍目録 1枚

219宣旨位記包紙 1枚

220和讃 1枚

221加藤良より関口壮吉宛口上 1枚

222頼山陽印譜 3枚

223十月二日在坂之布衣以云々 3枚（ 1綴）

224徳川家康差領万他目録 1枚



225近世奇跡考（文化 2年山東軒醒々老人

著）警抜 4枚 (1綴）

226関口氏自緒書明治17年 6月光鏡院住

職中川良雄筆 3枚（ 1綴）

227覚東京府華族云々 1枚

228覚 山間鉄舟の死を知りて感慨を記す 2 

枚

229受取証内国通運会社 3枚

230漢籍書抜き 2枚

231雑紙片 8枚

232経文 くわんくわん云々 1枚

233目録関口頼藻江 1枚

234御沙汰状 1椎

235石碑代請求書ほか 9枚

236石碑代受取書 1枚

237口上御神像の件 1枚

238雑 2枚

249不考円法書 4枚（ 1綴）

240四季の旅寝 1冊

241七夕の歌発句 l冊

242古今和歌集問書 1冊

243衣服着剤覚 1冊

244婦人式衣服 2冊

245現今英名百首全沼尻経一郎編明治

13年宝文閣刊 50丁

昭和56年関口家寄贈資料

371 b 関口家資料その 2 〔1-91) Q288 22 

91点

〔関口隆吉関係〕

1 大淵院殿（関口隆吉）酒像 1軸

2 関口隆吉遺言状 1軸

3 大淵院和歌 1軸

4 関口黙斎書 1軸

5 関口黙斎書 1軸

6 勝海舟詩稿 1軸

7 関口際古書簡 3通（1軸）

しづ宛〔年月不明〕

潜宛〔 〕年8月8日

おあや宛〔明治 〕年12月21日

8 山岡鉄太郎書簡 ホヲル宛〔 〕年2月7

日 1通（ 1軸）

9 山間鉄太郎書簡関口隆吉宛〔明治〕年
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1月19日 1通（ 1軸）

10 関口君母子の文 2通 (1軸）

東京隠居よりそで宛〔年月不明〕

関口隆吉よりそで宛〔年月不明〕

11 萩関係記録 1 1通（ 1軸）

関口隆音より梅顔宛〔明治 〕年12月26

日

12 萩関係記録 2 2通（ 1軸）

関口｜盗吉より〔某〕宛〔年月不明〕

関口隆吉覚書

13 岩村通俊書簡関口隆吉宛〔明治〕年2

月19臼 1通 (1軸）

14 奥平謙輔書簡関口隆吉宛〔明治）年6

月198 l通（ 1紬）

15 杉孫七郎書簡木梨信一宛〔明治〕年10

月28日 1通（ 1軸）

16 関口篠宮書簡小林宛〔明治〕年12月18

日 1通 (1軸）

17 関口隆古書簡下山宛〔明治〕年12月30

日 1通 (1軸）

18 宮内省透明治10年 7月 1枚 (1軸）

19 内務卿へ御届案，西南戦争戦況報告覚書

2通（ 1軸）

20 関口隆吉碑文原稿 1冊

21 山岡鉄舟手記 1冊

22 嘆願書 1冊

23 明治九年萩変動概略 1間

24 伊勢物語（写本） l冊

25 源姓関口氏（家譜） 1枚

26 覚 3枚 (1綴）

27 関口隆吉君墓誌 6枚

28 墓表（関口隆吉・潜・菊）

29 菊花紋入文箱 1箱

30 葵紋入文箱 l箱

〔関口家関係〕

4枚

31 王子井内書簡 関口旦那宛 〔 〕年11月6

日 1通

32 町里子書館関口潜宛明治23年 7月24日

はがき l枚

目井上好雄書簡関口潜宛明治23年10月

2日はがき 1枚

34 差出人宛名人不明〔年月不明） 1通

35 木校三行書簡関口潜宛明治30年12月



13日 1通

36 田村善一郎書簡関口潜宛明治31年

1月10日 1通

37 しづ書簡関口潜宛〔年月不明〕 1通

38 鈴木孝年書簡関口潜宛 〔明治〕年7

月23日 1通

39 木村三行書簡関口潜宛〔明治〕年12月

18日 1通

40 江村千外史書簡関口潜宛〔明治〕年

〔〕月25日 1通

41 関口精一書簡関口潜宛〔年月不明〕 1通

42 関口精一書簡関口潜宛明治31年 1月

元旦 1通

43 朝間経子書簡関口潜宛〔明治〕年 2月

13日 1通

44 井上好雄書簡関口潜宛明治23年10月 1

日 1通

45 関口鰹古書簡関口潜宛明治22年12月12

日はがき 1枚

46 関口潜書簡 1通， 2枚（断簡）

関口隆正宛〔 〕年12月30日，〔年月不明〕

〔莱〕宛（年月不明〕

47 5黒川通軌等書簡 6通（ 6枚）

黒川通執より関口潜宛〔明治 〕年11月

1日

水野梅暁より関口潜宛〔明治 〕年6月

5日

渡辺汀より関口潜宛〔明治 〕年 2月17

日

原保太郎より関口潜宛〔明治 〕年 1月

10日，〔 〕年8月10日，〔年月不明〕

48 関口鉦次郎書簡ほか 5点

関口鉦次郎より関口御兄宛（ 〕17年 1

月2日

差出人宛名不明〔年月不明〕

領収証，子育正観世音菩薩，借楽講書類

49 関口潜より関口精一宛篭報明治23年 1

月26日 1枚

50 アイハラヤスジロウより関口潜宛電報 明

治23年6月168 1枚

51 コンドウヒロシより関口潜宛電報 明治23

年 6月18日 1枚

52 関口潜より関口精一宛電報明治23年 5

月12日 l枚

52 

53 封筏 4点、

54 森町銀行之件ニ付出張・…・・ 4枚 (1綴）

55 日々新聞配布一件 9枚（ 3綴）

56 狩猟免状御ド附願 1枚

57 法律草案府県会計検査法 2枚

58 勅令草案府県会計規則 1枚

59 記 金九円五拾五銭…・・・ 1枚

60 久能山社務所より関口潜宛辞令，召状 2 

枚

61 歳入収入金五月一日より同八日迄ノ分

1枚

62 第三十五国立銀行東京支店仮領収書 1 

枚

63 東海道三島宿真誠講世古六太夫領収書

1枚

64 荷物引受証 1枚

65 書画展覧会事務所領収書 1枚

66 静岡四戸長連名領収書 1枚

67 支出明細証 3枚（ 1綴）

68 地方税其他御預り全読書 1枚

69 領収書 I枚

70 川崎銀行領収書 1枚

71 包紙 l枚

72 地図目録 1枚

73 覚 1枚

74 達磨師真性頒 1枚

75 明治二十年第三軍管徴集人員配当表ほか

11点

76 関口壮吉宛観菊会召状 1通

77 文稿 1枚

78 三葉葵文様入印肉入 1個

〔関口i塗正関係〕

79 清末文人寄書 1軸

80 勅語 1軸

81 大石内蔵助書簡断鰐 1軸

82 洞山僧密問答大塚洞外筆 1軸

83 北里子禅師之書 1紬

84 富島詠土書 1軸

〔関口隆克関係〕

85 京大総長荒木博士書 I軸

86 松堂禅師書 1軸

87 中村恵風書 1軸



88 頼山陽肖像並自讃（複製） 1軸

89 頼山陽書（複製） 1紬

90 雪舟筆破墨山水図（複製） 1軸

91 元冠史料集 1, 2 昭和10(1935）年

国民精神文化研究所刊 2軸付：解説

(25 P 23cm) 

昭和59年関口家寄贈資料

371C 山国家資料 〔1 8〕 Q288 23 

8点

1 元伯宗旦居士遺具...... 1軸

2 釜発万歳声七十受竜渓 1軸

3 不蔵庵今日無事 1軸

4 定喜僧正定家卿筆秋の野 1紬

5 宗知翁伝 l軸

6 吉田リウ書簡 山田宛〔年月不明〕 l通

7 吉田リウ書簡母宛〔年月不明〕 1通

8 茶道教範昭和32(1957）年（序）玉木宗

高（六夢庵）刊 82P 17cm 

昭和59年関口家寄贈資料

Q289 一個人の伝記

372 岳飛本侮

東 京 尚 友堂義永4

28丁 24cm 和

Q289ーカ 1

宋史より抄出，訓点、を施したものである。

印記：遠州月間関口氏蔵

373 伊勢貞丈（安藤）

脊像務

写

23了 24cm 和

Q289ース 1

管公の自uiM象であるとして伝わるものを，

故実の上より考証して，白画でないと論じ

たものである。

374 隣ロ隆吉氏履歴書 Q289 セl

'kj: 昭和l3 

3 T 27cm 平日

久能文）tf!の企pli"1ならびに収集者。外地に地

)i'i'（として令名があり，従三位に叙せられ

た。静l,'i;J県知事11：峨中に発去。

375 〔I制11 泰〕

関口隆iE氏履歴並著述目録

flj 〔苓者〕

7杉（ 26 cm 羽！

Q289 七2

NIノ＇］，；機洲の pq!J；，赤城のf系大橋納！奄はそ

の叔父である。問il姓をつきや，隆吉の長久ー

操 fーを友：とする。 fl；・父l>iiYと：！巴に久tm土J車

の凶 ，＇；＝以!t11である。

376 ,:・:; 111 il Ju11; Q289 タ1

高山仲縄遺墨 3巻

j'IJ IIJJifl 4 

:nサ 26cm 和

,:":i1l1?i九郎の「i[J; LJ ,:l.'.」 「京日記」を実

践により模刻したものである。

iTJ •Ilic は寛政元年己図冬十月三日より，

lri］トーーH二十二tlに終る， Ji卜日間のH記

である。

377 tllllll j閏次（ii；翁司 Q289 タ2

秋中凡高島先生年譜 2巻

東京編者 LIJ]i白16

2官庁 18cm 

付録：建白A 遺稿第 2編

尚島平火帆の年譜および，建白書を載せで

ある。

378 徳川義直 Q289 ト1

御年譜 5巻

写

5 iHJ 24cm 利

日1］書名「家康公｛前l年譜」 「神君主位11年譜J

天文十一年徳川家康の誕't.より，元和三年

日光山遷葬に奈るまで一代の年議である。

印記：清音館多氏蔵

-53-



379 家康公御幼少物語

写

21 T 27 cm 手口

，＇：：，天十1j1f，的l隙までを，＼L'.しである。

380 岡崎物語

町一

ト Jお

107 Jゐ 27cm 平[I

Q289 ト1

Q289ート l

｛•＆，（川’~d;jf の. ・'I＇ーを，：［＇.したもので、ある。手 II’jと

山弘淡Ni"本によって’りさせ，よJi 山：，·，＇，＇j 、｜ιの ILl:1＼，~

したものである。

ドfl,¥L'. : f!i’1：，；之ドll

381 日光山iJflよw東照公譜

り

9 J白 27cm 手II

’ぶl,J¥のfドl訟である。

i'i争［ii；］りIしの＇.WMtを｛兜）［Jしである。

382 松氏啓運記

1j. 

31 r 28 cm 平II

Q289ート 1

Q289ー卜 l

徳川家J;kの誕ノ｜より必去まで， 1.＼＇に仏道伯

作ドのことをυじしてある。

383 大君言行録 2を Q289 ト2

イi'l'fi{li（以'lj'. 二i]tsf13 

2 fl甘 24cm 手II

Jえないこは「紀陽大泊三iii止Jとある。

出c1J1収i'/rmwのλφiIをリ、告止したもので、あるo

ffJ,¥L'.：迷1'1-IIJl;,,JI総II LC;政

384 〔三木之幹他〕 Q289ート3

385 家安公発去之事 2巻 Q289ート4

写

2官庁 23cm 平日

天保十二年間正月徳川家斉病気のことより

発去，葬送，および法事のことに主るまで，

五手車問l二百Uしである。

386 中山手Iii背 Q289ーナ1

先師；藤森長沼君行獄集成定本

'JJ 

19 -f 27 cm 平日

j也後ーには「＇.UiiniiH犬itlix,t本j とある

長沼宗敬，守：は外記，治iWと；fした。和漢洋

を参附してよ毛、；：：に..・ぷ討を建て，兵要録二

卜二.，告を著した。 Ji:.t、比三年Ji..ト六才で没。

387 ,t11[ l キlli青

先師；倉菊長j召君行獄集成定本

「リ木曽消音機嘉ノjく6

18 r 24 cm 平LI

f[J,l［＇.：遠州、 11J f,,-,JfJM I I LC:戯

Q289 ナI

388 矢口新民神君碑 IJII :'fl,r十i-'.I巨採 Q289ーニ1

「リ

4 .J会 27 cm 平日

よJi・川義典の碑よ〈：，武蔵間在1J;um六郷鉱i矢II 

村にある。

「ィ、日午線五1J+'Jl ｛：＇.、究」の熊 J:fJがある。

389 iXIJ;i 11：、iミ Q289 71 

陸奥出羽按祭｛吏懐中納言藤原光親卿

奮蹟致詮

西山遺事 ｜ 写明18

’＇f I 8 T 26 cm 手LI

180 j今 24 cm 手日

1J,1 if,<&(Ji I光防｜のIJ.¥i.i：也事践を集録したもので

ある。
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静 f,'(;j県駿rtHm;n走村山U1：：ノj、LLl問］）にある

光税りHf！の山政を "5tl1E会したものである。



390 星野藤兵衛事歴 2巻 Q289 オミ1

211リ 27cm 手ll

II) J if;品IHJill立後’1¥',p：のために， ｝,l¥!ji}Jを11｝）］んだ

新潟県大久保村昼肝版兵衛の事以をその長

男星野遂平がυじしたものである。

391 長親公御由緒記 Q289ーマ1

与’

21 r 27 cm 手11

c:. i吋国大樹寺にある松、｜とkおlの？l.銘，その

f也をぶしたものである。

392 信忠公御由緒記

：与；

5 T 27cm 手ll

Q289 マ2

三ji,J国大樹寺にある松、Ht忠の主主銘，その

他をJじしたものである。

393 清康公御奮記

写

33 T 27 cm 相l

Q289ーマ3

信忠、のi乏子松平I青T!R'に関する記録で、ある。

394 亜細5l1均台

禽書余録 3 1£ 

；東京編所 lり！if;21 

24 T 21 cm 手[l

付録：！被艦届me
内容： LL!Ill長政実記

395 雑録

写

45 T 24 cm 手｜］

Q289ーヤ1

Q289ーヤ1

山間仁左衛門長政事蹟および，林 ｛－、！とイ1・-

を言己したもので、ある。

印記：外驚

396 I'I 111 十公にさ Q289 ヨ1

窃顧録

大森幹’＇I IIJJ if; 2 

86 J. 23 cm 平II

~1{-1 I Iのjぷにあって， Jll，＇走、九時を！日 l似し， lI 

,,L'.Wに，：L'.したもので，；i守および初、武急務自主

治急務：:fi .司Zて・；－；をmえである。この写本は

;{i;必を松l絵に険してある。松 I；村塾のr，：紙
を｛史 Ill し， l~l"J大森幹の絞 i:fl がある。

l'il,:L'.: I創II耕堂f生成之，：L'. kl"J大森li:J],I; 

Q290 土也言志 車己行・

397 中村井 l'lィi（イ1美） Q290 1 

采覧異言 5巻

W:~;( ( Iイi社 1/)Jif;14 

2 1HJ 23 cm 平IJ

W:1J日外国の地£＇ 11をIIJJらかにしたもので， J比

I主111け刀の万国土tllf'liである。

398 h武 村手 〔ミー古〕 Q29ll-2 

泊三本語飛刻乗縫量産言己 2巻 ,T('J'｛－友縄問j

大槻誠之訂11}.',i,

東京袋！毛亀次郎 II)Jifi 4 

2 jl!J 23 cm 手II

~l.ji羊子千 IE］の恋心 flである。

l'll,iL'.: 1E主t11£:1,<] ,I; ,:L'. 

399 I,'自l 「イ且 Q290-3 

訂牟！！禽箇通鑑 ti）｛会 ド付録 l巻

'+(J;( ｝品化’：；，~ f也 ll)J if; 17 

6 111} 24 cm 手ll

iJ Z止： J也｜ヌi

HI:界J:tllJ'l1;t；：である。
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400 ,:';j橋景保 Q290-4 404 内務省衛生1;;] Q291-4 

rli訂蕩圏全圃 日本鎖泉誌 3巻

刊 〔文化 7〕 東京知行社 flfa］治 19

I也図 l枚 112× 194 cm 3冊 22cm 

文化四年卜二月幕府の命を受けて，諸国を 本邦鉱泉の位置，泉質，景況，浴客，予告見

参考にして作ったものである。 の年月等を記したものである。

405 東海道中f山道道5Z.早募用道中記 Q291-5 

江 戸 出 雲 寺 島 次 郎 等 嘉 永 5

1枚 38×52cm （複本 1) 

Q291 日 本

東海j豆，中仙道両街道の里程一覧表である。

401 内務省I也狸局 Q291 - i I 406 司馬 ；工j莫 Q291-6 

地誌鼠録

東京編所 11)-j;f;18 

105γ24 cm 和

内務省地旭日において日間主主した， 全国の地

a:tr均（手tヰ目で、ある。

402 ,'i木昆陽（敦jl;=)

郡名考

：与：

7"4γ27 cm 手11

Q291 2 

延害事式上.（：＇H;tiに絞せである君｜；と， 点目寺の官

11 wr；との異同を与え， f宇都手ll名室長、による傍

訂iiをot!iしたものである。

ドfl,:i.＇..大 l判寺1tt)Ifド'l'f守品店 ,I;= 

桃今5,J;J.{i 

403 凶川 1,11見

日本水土考

’Eプ
一
23 ・r 22cm 手臼

｛寸主求：［il,j車或人数考

Q291 3 

日本国が水 i；の外国にすぐれた所以を記し

である。人数考は本邦と支那との人Llを対

比測定したものである。

西遊旅諦

写：

22γ 23cm 手口

合綴：松島[RI志抄（鼓岳子）

一名「幽図西遊諜」といい，天日月八年江戸

を出て，東海道より長崎に五った旅行記で

あるが，本書は完本ではないO

巨Pie：湯岱文庫

407 羽太 j［養 Q291 7 

休明光記 9巻（欠巻 2, 3) 

写

4情 24cm 和

蝦夷の兵事，教育， l時j懇，牧畜，経（斉，穀

豊室等のことを詳細に記し， また日家の，む、見

をつけたものである c

場末に「三’政二乙卯if.二fl成功 i備え＇llj(

ドfl 詞rn京：g」とある。

印；＼L：渡辺土：I車

408 Ni升2 「if i （れ美）

煩英志

fiJ よ久2庁：

15了 26cm 手fl

北海道，様止、，千鳥の地誌である。

印記：遠川月 ／i古l踊口氏蔵

Q291-8 
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409 1・;r: JIー んPLJJ'/1, Q291 - 9 I 414 日本惣闘風土記 第七十四 Q291 14 

山形燃地誌援要 2巻（欠巻 2l I 写

明治問 lりiif; 11 

61 1占 22cm 手II

410 ／、Ill 1fi1i1久

武江披砂 1U1，おそを 外編 4巻

'JJ'. 

3刊甘 24 Clh 平日

Q291 10 

11：編は江I＇，城東，城凶，城南，城北の五

春に分けたiTJiの地誌。外編はrm老舎に分け，

江戸およびi：付近の社寺，その｛也旧記を1-Gめ

である。

411 18跡志 6 1.fc Q291 11 

写 嘉永 7

6冊 24cm 利l

江 I＇の！日践を卜；；だの )jf1JI仮に，it.＇.したもの

で，所々 に［：，！］がある。券q，文化八年よりむ

よそ fil'／切・ilfiとあるので， その七兵Ii足ったもの

ポ、あろう。

巻五の末尾に｜一嘉水七時1m,r功／J比 泌辺精

文庫印原本烏l,•;l＼米州 ,l;J

巻六の末尾に「議永七甲貨＞Jc玄冬Ii見.iJJ 静

窓え：庫印Jとある。

印記： ii主主量幻車

412 日目撃 義市 Q291 -12 

武蔵野地名考

「lj 字似 20序，亭保21JIR

22T 23cm 手日

武蔵里子むよびそのF付近の地名を；，；・i注したも

のである。

印記：勝里子家蔵

413 磯村貞吉 Q291 13 

74 T 23cm 平日

足fl~ーには「 H 本線l羽風 1：記第七ト［ILJ1[j

＋莫JtU:.Jc」とある

/j本総国風UL.'.1.i"i七十［7.LJJE柄君IIに属する残

簡である。 f表：人の｛為 ,Jfであるという。

一部小1111!；（滞の罫紙を使lIIしである。

415 i可制相摸画風土記 68巻 Q291 15 

首巻 1：｛争

点）；（ 烏跡E託行社 1/JJif; 17-18 

:.; ill} 24 cm 

｜刈谷ij 次には「 i'.Jrk•l11H、lit英｜判 j瓜 I ：，，己;t,;,\J

とある。

大，＇t’：¥i.(i中本f1iifなJ、kとなり， ，＇：.＇，、I＇，氏t也fllリ..）で、私111

H、したもので， Jd以十イj'.1，止。

416 イi~' i" ISi.;lll Q291 16 

佐渡事路 2巻 )J!J録 1巻

'J 

'.i6 Jゐ 27cm 手11

片C有’が， ムー1kj->j三の春，佐波にIi吏り，翌年

出i:・ るまでの1:11の，見IHIをJじしたものである。

「金銀i111::1 歩桜之 1l J等を日！J録としてつけ

てある。

417 三浦 子春 Q291 17 

美濃奇観 2巻

岐阜 三浦鋭三自［$ II)] ifi 13 

2 itせ 23cm 手/J

小笠原嶋要覧 ｜ 附！および，養老流のことを，：！..＇.しである。

東京 f更託会 iりiif; 21 

279 P 20cm 

沿革， I也ftJ!.，気候，風俗，民主業て；；－；を記しで

ある。

418 Ill ii 希逸

養老泉志

山支局主 IU支，；， ，，；十本 kl与＇.13 r:r= 

17 r 22cm 手II
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419 駿府風土記

天保 7

34 r 27 cm 手ll

Q291 19 

駿IHおよび＼近郊の地誌で，詳車IUな絵凶が

ある。巻末に「'f・II寺天保七申ff 林鐙上旬写

之Jとあり，ほかに問lI 除1F.の朱 lりがある。

向l,:L.'.：附11耕堂珍蔵之；ti..'.

内容：琉球地理小志、

琉球立図始末

涜球形勢大田各

琉球自総論

王氏球小志補選

fjf［正J<説mt

ff] 5；己：外斎

, 426 1L1崎義は
420 秋l11 ,}:,H,d，萩係正平明言T Q291 20 I 

Q291-26 

｜ 大尽本輿地便覧
.t•;q訂豆州志稿 巻 2, I：，ド I 

三j；』；栄f封’主 JIJJdi 21 

2 11せ 24cm 手11

421 )';Z本｜｜｜ 民主ff!: Q291 -21 

神風小名寄 2% 

t；ト

41 f 24 cm 平日

刊 天保 sr子

2 -rfr 26× 18cm 手自

日本主事国の詳細fえである。ラミ保五年斎藤拙

蛍の序文がある。

印，ic：遠州月［;r;J閥li氏蔵

Jfil笈には「伊勢γ，NrJの暴，l；がある。
427 鈴木験闘 Q291-27 

伊勢度会， 多丸山君［5の神社， fイ，fit「て干を,5・

lこ｛皇tして計lil)Jしてある。

422 神路の山鳥

’ 

15 f 24 cm 手11

伊勢参宮紀行である。

423 山口勝大小直村名寄 2巻

〔illII〕〔IIJJif;6〕

2官庁 22,cm 手LI

印記：ィJ息 ,If堂之；ii..'.

424 l（由な県i;r,(lili；ぬ弓If交

己主！！長崎将地理小誌

I主出右 編Pfi・ lリli{; 14 

37 r 22 cm 手II

425 桃子様

琉球小志並補遺附説略

l'lj 光祁 9 (IIJJ治 16)

40 1・ 29 cm j青本

Q291 22 

Q291-23 

Q291 24 

Q291 -25 

!,'(_i'E主には IfrltW.l也£11!小，ぷJとある。
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I院 I大臼本関君fl輿地路程全閣

Tリ 議永 5

折本 12冊I扶入 12× 8 cm 

組主主には「日本切繭図」とある。

内務： 1 凡 例 佐 渡

2 陵奥松前

3 ド里子陵奥出羽

4 安房上総下総常陸

「J 若狭越前加l賀 能 登 越 中

越後近江美J農飛弾信濃

上野

6 LLi城大和河内伊賀伊勢

志摩尾張三河遠江駿河

甲斐伊豆相模武蔵

7 矯j孝丹波丹後但馬因幡

イ白者 11¥雲 i:"}l 播磨 美作

備前 備中 f議後 2交差基周防

長門

8 和 泉 紀 伊 淡 路 阿 波 讃 岐

伊像 i：佐

9 豊前重量後筑前筑後肥前

笠岐

10 肥後日 1,,j 大隅薩摩

11 目tll,111!,i

12 窒・1".t与

1), I i J主久保；去； i:'.lcの IJ；（［主l を .t~付f したもので十

；折ある。



428 地理局地誌課

大日本罰金閣

Q291 -2s I 432 再刻江戸古繕園

〔江戸〕

Q291 -32 

東京編所 H月治 13序

地図 1枚 16:2入 lSOcm 

縮尺 1: 36000 

地図 l枚 100× 120 cm 

虫人以国〔江戸初期〕より複写したもの

であるご

433 延賓江戸鯛 Q291 -33 

429 酒井喜照

関東輿頒

干lj

Q291 -29 I 〔江戸〕 延資 5

天保 4序

地図 l枚 13S× 14S cm 

関東八川の地名，街道等を詳細に記しであ

るゐ

印記：遠川月周関口氏蔵

430 河里子守弘，小宅 文藻編

下野間閣

明j 嘉永 2

地図 l枚 137× lOS cm 

Q291 -30 

名所，古跡，神社， f弗閣，温泉，山川

駅，市場等記入しである c

431 参謀本部

浦和及所津近隣

東京編所明治 19

地図8枚 39×44cm 

縮尺 1: 20000 

内容： 1 浦和駅

2 蕨駅

3 大弁岡I

4 大和仕i町

5 亀久保村

6 戸斥沢宇す

7 飯能村

8 扇町屋村

Q291 -31 

I也図 l中文 102× 132 cm 

延宝五年九月刊行したもので，仰絵図所林

氏吉永とある。

印記：飯田氏蔵

434 元禄江戸顕 Q291 -34 

（江戸〕 相撲屋大兵衛元禄 2

地図 l枚 102× 132 cm 

縮尺. 1分 15間 4分 l町

ドp言己：飯i士j氏最長

435 正徳江戸薗

江戸 高屋清兵衛 iF徳 5

1也図 l枚 102× 132 cm 

縮尺： 1田I15間 4分 1問I

印記：飯田氏蔵

Q291 35 

436 享保江戸薗 Q291 -36 

江戸須原屋茂兵衛享l与l6 

士也図 l中文 130× 175 cm 

寛文の頃，遠近道閃の凶！坂が，享！与＇.；亡年！と

月の火災に焼失したので，よ！？しく t'IJiiーした

ものである。

印記：飯Ill氏最長

437 重要辰江戸圏 Q291 -37 

江戸須IJ;（屋茂兵衛支暦 13

地l:lli1枚 145× 127cm 

縮尺： 1分 12Jill 5分 1町

寛文の遠近道因の凶を改iEし， 一分十二間

五分－IHJとして作ったものである。
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438 分間江戸大絵画 Q291-38 

江戸須IJ/1毛茂兵衛文政7

地［＇＞＜） l枚 166× 196cm 

ドjJロ己：遠州、IFl l.r;J日目lI 氏蔵

439 分間江戸大総闘 Q291 -39 

i[J; 須li;(iili支兵待J 土J文7

I也［：，＜］ 1 t父 165× 195cm 

440 江戸切闘 36枚 Q291 -40 

江）; j丘ti・堂弘化 5～嘉，k7 

折小； 36 44×64 cm 

内谷： l ノ，j(l!IIIIJ"絵凶（弘化 5)

2 外t＇＇＇川 ド？？ 上野辺絵凶

3 ex 1Fφ駒込巣鴨辺凶（嘉永 5)

4 M；イJj I長尾辺凶（嘉水 2)

5 己主1U1111 駒込辺凶（嘉水 5)

6 己主 J[j、rn本よJi1H, fli bi:111i 代々木

辺凶（姦1k4) 

7 改1F.Yトf'i!III, ド？？辺国（嘉ノ1(6) 

8 改 11'小イjJll3.22[;.:{]（嘉氷 5)

9 巣問 m1f・ £ ［－辺国（嘉永 5)

10 駿iiiJf, 小川田J図（姦1i<2) 

11 改正J:'J![- ド？？辺凶（嘉永 6)

12 本郷 ？？中小イi川駒込絵図

（嘉ノ，j(2 ) 

13 改正渋谷 自主主辺図（嘉永 4)

14 ド行 J長主主 箕輪 11,z－；：辺凶（嘉ノdd)

15 改正I'f山 長者メL辺凶（嘉永 4)

16 改正斜Vi，］ケ行 音羽辺凶（嘉；］＜ 4) 

17 日本紙付'ill絵凶（嘉永 3)

18 f l本伯仲j芝｜｜辺地凶（嘉水 3)

19 小 t11,,J 小イl川 牛込地凶（姦ノ・k3) 

20 .[ l本橋北内 神川辺凶（嘉ノ・id)

21 j長市：鳥越椀川！以l:i<I（嘉7j(3 ) 

22 深川之内（嘉永 3)

23 牛込 市ヶ谷位II門外地図（嘉永 2)

24 芝愛宕下西久保（嘉永 2)

25 尚輪 白金辺図（華客永 2)

鈴木所猿江亀戸村辺図（嘉永 4)

27 [ILJッ？？ 干＼駄ケ？？辺国（嘉永 2)

28 i何本!iJi・ 竪川辺l泣（嘉永 4)

29 ｝；（航時i辺l文1（嘉ノ・k6) 

30 ;ft,t~所辺［z<J ( 11，；ノ・k4) 

31 番問j絵凶（嘉ノk2) 

32 赤坂今井辺［文I（嘉水 7)

:B 1ソ']s: 北小 l11,,1 小イi川辺国

（嘉，k5) 

34 iJII大名小路 ！ぷ之｜｜辺凶（嘉永 2)

35 赤坂 ノバI＇松凶（嘉ノ k2) 

:36 大 久 保 外111辺iヌ｜（嘉ノ・k4) 

iJ:1 ;(!j1f1の：＇ii；分地凶で、ある。，｝：複したもの

がある。いづれも，袋 l~M＼： に (i寿亭の墨書

がある。

l:jl,:i..'.：耕堂

441 政度謝徳量産 Q291 -41 

ill; tiJJ荷主：lli: 嘉1k1 

折本 1冊 16× 5 cm 手11

江y; t成；;l[)jの近）I凶 消火f，の足放を,ii..'.しで

ある。 「ノ〉太、v庶民オ3政IQf"J:t-'I三謝ポ思l吹JI回

路！.t機材i」とある。

442 参謀本f}I,

品川及横漬近陣

＊』；（ kl品所 1111ifi 17 

I也[SJ71'文 44×55cm

縮尺 1: 20000 

内容：仏l｜｜！以

2 ;];Jill干J 

3 二f-1J 

4 ）｜｜山奇目！（ 

5 枯：iJ主w;

6 卒；牧，牛；郷村

7 詰・ii山奇宇f

Q291-42 
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443 東篠 ｛三耕 Q291 -43 I 448 駿府名勝←覧圃 Q291-48 

444 

445 

増訂伊豆七島全聞

刊 天保 13

地図 1枚 74×100 cm 

内容：伊豆七品

無人B臼

キJj武房総iiift,1 I渇

解説

｛手Ii令部および， 七,1:

るO Mtたに「 11fJをt有」 と塁主 ,I：カ、ある O

ド/J.iじ：遠州、IIJJi（，陥，］ I 11 C:11't.ii 

参謀本山｜； Q291 44 

相撲関東南部

｝茶店制，！l'fr IIJJ ifl 17 

I也Ll!J5枚； 39×41口n

品），＇，｝＇.＿ 1 : 20000 

内容： 1 j甫:l'tPIJ

2 横須賀町

3 八幡久史浜村

4 三崎lllJ

5 ノJ,j;平村

己主11駿河箇輿地企画 Q291 45 I 

十・rJ

地図 1枚 50×90cm 

明治一，二年頃の版であろう。地図には「駿

河之闘之全国」とある。

446 、F-i事貞橘 Q291 46 

遠駿豆輿地精織劉解 、］Z山陳平協併

静｜吋 ｛主総俊平 ｜ザ！治 11

ttllt辺1 字文 102 ×125 cm 

各君rrn11に彩色がある。 銅版

〔江yf〕 大和屋喜兵衛

地問 1枚 69×90cm 

駿府間J図のほかに， 「久fit山真景」を添え

である。

1,JJ,(c：遠州、I11 f;,;Jll},J I 11i::絞

449 遠江宮林全周 Q291 -49 

i:lj IIJJ if; 13 

I也J,<J1 本文 70 × 75 cm 

2-HJILJ大林J1,,・:1H火能1j1林［，＇，，＇；竹川！である。

450 参楊全園 Q291 50 

') 

J也l刈1枚 160 ×100 

愛知県三j11JIE］の地凶である。地名を詳細に

.:cしである。

451 伊勢関一志郡多気谷之圏 11:. ;.ilj Q291 Sl 

f与：

I也i刻2枚 134 ×130 cm 

副図は rF.♂本の模’＇J：で、ある。鍛Jじ.lE；人lrU.:J'!I,

452 古今都細見之圃 Q291 52 

flj 〔交政年11:J〕

J也［，＜J2杉（ 70×100 45 X 53cm 

、｜主交）；（と， 江 Ji[lc、子代京高15との比，11交I也［：，，＇.］で，

内裏i立川の記事がある。’ム：l吹l(iのfrJitであ

ろうか。

J,/J .:c : ）創刊）J Ji,;] Jtf,J I t li::li'i主

447 綴府古絡箇

び

Q291 47 I 453 参謀イ寸｜； Q291-53 

.h也｜玄J1枚： 150 ×160cm 

慶 i毛年問市中社寺 諸土役宅を詳しく J

し，｛剤l城｜日言己として，寛永十五年近’iヲま

での記がある。

印記：遠州月間関口氏蔵
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大阪近傍圃

t,J.o;f f~MiJ\- lりlifl19 

J也J,<J6 ,f父 40×48cm

－和，：fl-;_1 : 20000 

内容： 1 l吹川村 2 大阪

3 伊丹IIIJ 4 )1:'.'.111奇

5 凶’白 6 今津村



454 静［,1；］勝教育i1r誌社 Q291-54 

IIJJ ifi新撰駿河関誌 巻 l

毒事！；司 止；林堂 UJJ i白30

92 f 23cm 手口

関名の｝＇；証，地勢，港湾等を記しである。

454a 皇国沿海lt！松全図 Q 291-55 

写〔元悌;11:J] ( 168 ）〕 刺11 I隔 349cm 

都合 6l[lc'iの地図を車ihにしたもの。

Q292 アジア

455 朱 K丈 Q292--1 

呉郡園経繍記 3巻

刊江 蘇 書片岡治 11 （明治 5)

65 f 25cm 手口

封域より雑録にでる二十八項に分けて記載

しである。

456 呉地記 陵瑛微（唐）撰 Q292-2 

子lj 江蘇書局同治 11 （明治 5) 

23了 25cm 和

付録：後築

呉地の古践を記しである。

457 陸謄陽 Q292-3 

I普訂fJli興記 24券売を 力；I丙増輯

干リ 光絡 4 U明治 11)

合本 4冊 24 cm 和

広輿記は，広き輿地記の義で，大明一統志

にならって， 歴代の史。 地力ーの地誌を参

酌して作ったものである。巻首には，月rJに

各省の地図がある。

ドPr.己：閥ll 

458 劉美充 Q292-4 

金壇l勝志 4巻

刊 万暦 8 （ラミ正 8)

104丁目cm 明版。
-62 

自l記：日知館図書

459 西徳次郎

中盤細亜紀事 2巻

東京陸軍文庫明治 19

2冊 18cm 

Q293 ヨ一口ッI¥

460 佐和正

航西日乗 3巻

東京著者 HJ］治 17

3冊 2Zcm 和

Q292-5 

Q293 1 

明治十二年川i路大警視にf沿って，欧州、｜へ趣

いたときの見関長孟である。

461 新井白石（君美） Q293-2 

西洋紀関 3巻 lift録 1巻

刊 臼石宇土 Ufali台15

2冊 23cm 平日

ヒ巻はローマ入札問のこと，中巻はローマ

人の言により，海外諸国の地理歴史を，下

巻はローマ人との雑話を記したものである。

462 御用留 Q293-3 

写 〔慶応 2〕

193 ・1ゐ 23cm

慶応、三年ノfリーi等院会!fl］催につき，渡仏し

たd1ノドll[l武－frの渡船準備， 丁一統，往復書

信，航海中および滞fムtドのfi記等を記した

ものである。 －1i中の人の筆であろう。

Kt兵に「秘Jと朱書がある。

印記：閥il耕堂珍j絞之記



m
 

巻

q
M

’A

内，
L丁

翰

写

的

引

書御。300
 

8
守 Q293-4 

Q295 オ，二yメリカ

慶応三年パリ一博覧舎について，民部大輔

清水昭武一行が渡仏したとき，我国f吏臣が

往復した書信の控。

表紙に「外国）jJ とあり，また「秘j と朱 465 4キ治文（ブリジソン） 〔米〕 Q295-1 

需がある。
聯邦志略 2巻 ブリジソン著

印記：関ll耕堂珍蔵之ic

464 慕惟廉 （米）

魯地全書 飛来義！￥3訳

’←’ 「ア

10 r 23cm 手口

Q293 5 

箕｛乍F元，Hill己

江戸老記長代 文久 1

2冊 27cm 私l

アメリカ合衆国の地理者である。

ロシア地問の者である。

Q300 社会科学

Q302 
政治 経済
文化 事情

Q304 
筆

文論
随

講演集
雑記

466 中 井 積 善

草茅危雪 5巻

刊 寛政元 1芋

5冊 27cm 和

Q302-1 467 11] 中 Ii］怠 Q304 1 

民間省要 上編 7巻中編4券

ド編 4巻

写

12刊｝ 27cm 手口

経済治国の要道に関する自家の，な兄をJ己し

て，松平定信に献じたものである。木i舌’F

印記：納議大橋）領収蔵図書記

政治i去；Iii］，風俗，教育，農工尚等，おもに

民政に関する著者の，意見をu主録したもので

ある。

印 記：欄口外斎耕堂

版。
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Q31 0 政 .'.b. 
J口

468 荻＇I: flHt （茂卿） Q310 1 

政談 8巻

J←F 

でT

4官庁 28cm 平日

、＇'iH与の政if; ild芋 ；｜山iて・；；を，：（，；）じ，時弊を

矯 11：ーしようとする，（dl,t；：である。

正ll.¥L.'.: Ill敬之凶 ,I；：印

469 新政談 5を （欠券 2) Q310-2 

1)-

4冊 27cm ねl

ドIJ;jl.'.：遠州｛月 li;J閥ll氏蔵

470 新政談 5巻 Q310 3 

り：

5間 27cm 手IJ

徳川；如何時代における政治，経済に関する

必、L止を述べたものである。巻末に「甲子春

成功盟芙蓉 /Ji＊｝主五」とある。

向JJL.'.:i，度j金文庫鬼外

471 鬼険l山人 Q310 4 

弊れ家のっくり話

写 嘉永 5

68丁 ・24cm 和

題主主には「弊家補綴」とある。

経済篇政事篇の二篇に分け， H寺弊を論

じたものである。
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472 古f'f f~ 

十事解

写

34丁 24cm 和

Q310 5 

合綴：童徹問答 山崎閤斎（嘉）著

十事解は古賀撲の著で，施政治民の要を論

じたもの「盃徹問答」は山崎間斎の認を編

集したもので，租税法について論じている。

473 太宰純

上書

写

10 T 23cm 平日

Q310-6 

徳川氏代々の天災事暦を列挙して，非常時

に，人君の戒↑真すべきこと，平時勤倹修徳

の必要な事を論じ，時の執政に上書したも

ので，事保十八年成る。

f.P i己：培堂培i準 堂 管 議 蔵f.P

秋山氏蔵書

474 徳 川 宗 春

温知i攻要

写

19了 27cm 和

Q310-7 

尾張i答主宗春が諸臣に示した政治 法規

道徳等に関する訪ii誠である。

印記：；新聞挺印

475 徳川宗春 Q310-8 

温知政要

写 享和 3

26了 23cm 手a

印記：遠州、同 IMJ関口氏蔵

476 裳守：む Q310-9 

鹿民録 4券

刊 同dl12 （明治 6) 

120丁 24cm 和

T主吏となって民を治めるものの，心術＇＆＇道

の誠実公、ドにあるを説いたものである。

i古川反

f.P記：闘iI 隆正



Q31 I 政治学政治思想

477 呂 J:qi Q311 1 

478 

479 

貨政録 7巻

；折江書店J 同治 11 ( ll)Jif; 5 ) 

6冊 25cm 和

H/j職，民務，郷甲約，風：者約，獄政に分け

て，治民の方法を詳述したものである。清版

Q312 政 治史事情

蕃地事務局 Q312-1 

内閣秘本虚蕃趣旨書

東京編所 11月r台8

102 P 19cm 

台湾事件二に関する記録である。

嘉永六寅七月別段風説書 Q312 2 

西吉兵衛等訳

写

20丁 27cm 平日

和蘭をはじめ駄州諸国における当時の事情

を記したもの（かぴたんの報告書？）を訳

したものである。蓄基永六年は焚丑の年。

印記：遠州月｜河関口氏蔵

480 巡察復命書 9券附録 1＇；会 Q312 3 

写 〔明治 16〕

10冊 27cm 利

付録：巡察復命摘要

内容： 1 千葉県

2 茨城県

3 栃木県

4 三重県

5 山支 I~J. （干し

6 愛知県

7 古事［，＇，す県

8 神奈川県

9 東京／{.f

ll)J ifJ十六，y.元老院議n・関u隆吉が，千葉

茨城，栃木，三札岐阜，愛知，静岡，神

奈川，東京の九府県ドの状況を視察復命し

たものの控である。元老院，太政官，参事

院，各県の出：紙を使Illしである。

481 関口議官視察特別書類 9巻 Q312-4 

482 

'J--f. 〔II）］治 16〕

9 flせ 24 27 cm 手口

内容： 1 千葉県

2 茨城県

3 栃木県

4 三坑県

5 岐阜県

6 愛知県

7 静［，＇i;J県

8 神奈川県

9 東京JjJ

il)Jffi 十六年間li元老院議官地方巡察の際の

制売で，千葉，茨城，栃木，三重，岐阜，

愛知i，静［；iiJ，神奈川，東京の九府県下の産

業，教育，社会，事事察，災害，旧蹟等に関

する ，rui1r：.守を合綴したものである。元老院，

各県の2下紙をf史j十Jしである。

士族ノ景況 8巻

写 〔lリJ治 16〕

8甘｜｝ 26cm 

内容： 1 千葉県

2 茨城県

:) 栃木県

1 三位県

号 l岐阜県

6 愛知県

7 古手［；，川JJ,t

手日

8 t111:?i's'JII県

Q312 5 



明治十六年元老院議官関仁l隆吉が，千葉，

茨城，栃木，三ff(，愛知，古予防， l岐阜の各

県下を巡察した際，当時の土旅の状況を調

査したものである。元老院と各県－の罫紙を

fiHIJしである。

483 西主主 Q312 6 

九州地方実況

’下二’
でア

7了 27cm 和

題主主には「iL:JoH地方視察状況」とある。

九州地方視察の復命書で，旧城下住民の＇ I,

活状態，戸長の人選に対する意見，福l,i;J分

県論等を記しである。盤谷堂河島用言語。

484 nr.1田良 一郎 Q312ー 7

巡回紀行

干リ 明治 13

37丁 23cm 手目

的録：郡中小孝節録

巻末に「im内記燃一£11；作所贈時壬午六月

f-j [,i;J村民主人」とある。

485 附m 良一郎 Q312-8 

第二回巡廻紀行

掛川i大塚好Ji.H[, 日月治 16

3 ffせ 24 cm 平日

著者が静I川県佐里子，城東1,lij郡長であったと

き，管内を巡行視察した際の記録である。

486 f紛［帰宅令記念明治初期名士書簡集 Q312-9 

!p.JlJ33 袋入 2穏 2冊

70×31cm桐箱入

内幸子： l 閑LI隆古書簡及び混戦案

HJ]zf; 10年 2月25日間ll隆吉より

水梨機あて書簡

[lfj治10年 2月21日関口県令より

神戸伊藤参議あて’t広報案

2 主－後実ミ庭 先吉倉具視 大久保

不11；母山EU穎義伊藤i専丈書簡

〔明治初期〕 12月刊行三候’えー美

より大久保，副烏，広沢，佐々木，
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吉井殿あて

〔Iザlffl初期〕 2Fl朔 ii岩倉共校よ

り吉井少捌殿あて

〔Hfal治初期〕 9月 7[j大久保不lj通

より吉井成あて

〔flJJdJ初耳目〕 2 Fl 18 bf 11111 i露目まえ

より靖::t!;兄あて

tl)Jifl 10主ド4月 5FJ ｛弄Jfitl字文よ

り隆古殿あて

明治9年 10Fl 28 Ff fJ+Jfi↑w: )( 

より関II先生あて

3 水戸孝允｝｝筒

明治 9年 11fl 10 日 本yf孝允

より険吉先生あて

4 木f；孝允，J:=hu

lリlift9年 11fl 15 [I 木fi孝允

より！後古先生 t~ て

5 木戸孝允｝！＝筒

tり！治 10ff. 1月4日 本Ii孝允より

隆志・先生あて

6 伊藤博文書簡

〔明治7年〕 6月 10fl fJ子jf：料等ぶよ

り関口賢台あて

7 tlJ県有朋書簡 大洲鉄然、件筒

〔I明治20年頃〕 6月12日山県有

朋より限jr l老台あて

明治 14ff三1月 3日大洲鉄然より

関Ii公閣下あて

8 松）j正義者筒

明治 11年 2月松）jj正義より関II 

老台あて

（欠年） 3月 2日松hir.主主より

関Il隠tあて

9 山田黒員義書簡

明治 9：年 3月 14日山ELI願義より

関口賢台あて

10 山岡鉄舟脊筒 品JII~爾二自IS

書簡

ll)]i台9ff:ミ11月 15fl tLJl,iijlft失舟ーより

関口険古殿あて

（年月欠） 2日品川i繍ニ自15より

関r-1検あて

11 1!1f,i;J主：Ju母子存在苦

lり1if. 21年 2fl 21 日山 I•司自失7社より



間JJl塗古殿あて

12 山r，司鉄舟書簡

明治21年 3月26日山｜刈鉄舟より

関口隆吉君あて

13 山岡鉄舟書簡

（欠年） 4月22日山側鉄舟より

歎草野老兄あて

14 品川禰二郎書簡

明治 10年 5月22日品川端二郎

より関口様あて

15 宍戸城書簡

明治 10年 7月28日宍戸磯より

関口賢台あて

16 宍T•f幾書簡

明治 10O:j三8月 3H 宍I;f幾より

関口県令殿あて

明治 21年 2)] 26 Ll宍） ；磯より

関II様あて

17 岩村通俊書簡

（欠年） 3月 25臼岩村j副変より

関口殿あて

（年月欠） 20日岩村通俊より

関口老兄あて

（年月欠） 4日岩村通俊より｜勾iI 

殿あて

18 大迫貞清書簡 前島密主街

〔静岡県令時代〕 10月27日大

迫貞清より関口隆吉殿あて

〔明治初期〕 7月 5日前島密より

関口令台あて

19 大久保ー翁書簡ー

（欠年） 7月25日大久保ー翁

より関口隆吉殿あて

20 大久保ー翁書簡

明治 17年 12月 1日大久保ー翁

より関口殿あて

21 榎本武揚書簡 ｝ニJi久元書簡

（欠年） 2月15日根本武揚より

関口隆吉殿あて

明治21年 7月 10日緩み；武揚より

関口隆吉殿あて

明治20年 6月28日土方久元より

関口賢台あて

22 江副晃臣書衡演村裁六書簡

一 回一

川d；りfドSJJ 10 11 i 1:MIJ晃！日より

｜出1I IF主古似あて

（欠WlF1¥J j念 II i記付JIJJ：長六より

Jl{,( i!X ;l 'I:あて

23 i#i11i /le:;'¥-,I; 2り

11)1治 19iド9J J 13 11 il'ii11i位行

より｜均Il'rtfiあて

2,1 (Jflil~{ - 十1,¥.1也ィiJJ;i －自｜；

Vi:出f市以;i;:nむ

〔静I,，可WU,11事時代〕 3I J 2411 

i'ltJV事ーより問11吉事l,,;JU,t，；－，あて

〔IIJ)if;10年t兵〕 4 fl 13 11 品川I也

減 a自｜；より｜対il隆吉鍛あて

（欠年） 4 )J 7 H f左Y'f千件以よ

り｜詰111 1径吉殿あて

25 大抄l'I鉄然／；＇筒

（年） J欠）大洲鉄然より関ll県

令公｜羽 Fあて

26 1浜本鉛b雲 ,i＿；：倒

IIJJit, 10年 1月7ll 栗本鋤雲

より機助君あて

27 安田善次郎 ,I；：筒

(i手月｜］欠）次＇ Ill善次l'il；より

関iH長あて

28 寺崎l資業書簡

（欠年） 8月31H 寺山奇康業

より関11f二九あて

29 関1I 1径吉氏宛葉 ,t;:六通

（欠年） 6 )j 29 fl 杉b::ィ：｛；より

間 11隆吉殿あて

（欠年） lJJlOIJ 香川政見より

問lI 県令あて

（欠{f.) 3 H 1 ll 矢ノ f",,J、J!lj

より 1i1111ぷあて

（欠年） 6 ll 20 IJ 開品1,i中止より

問lJii多吉峨あて

lりlif; 9 iド4!JllH ；三瀦l孫より

iltl llll毛あて

IIJj if; 12 :q'. 6 )j 29 LJ 小，／；；；元JJ券

より問Il隆吉あて

30 ノJ,1；浪士遺墨

IJ)J if; 2 i.j'.箱貨店iiixτ争関係の議；';i千11ノ1

Ji:＆ィiJII引，r11す＋.1::ncr
壬 4H 17 II イi)11 jr,JI人F'fより



[',l]i 1良輔あて

31 封J支張込

32 関l1 l径吉より fl！郎武ifi:irU1翰

（欠fド） 8 JJ 20 H 

Ill郎武凹より貞松f1華厳宛，l；翰

（欠年） 9月11[] 

33 関口隆吉より山上ll終14定宛.'1'¥ifl

（欠年） 2月29日

l L1 Ffl；忠夫より向車J;f復 職 宛ι－II翰

昭和4年 6fi7 II 

34 1芸jLJ l塗II：より加Iii長kfl!liずd,1i11IT 

r;r.n寺京
35 ノドT；，良土ノ遺墨ニ問スル1lJrf1 

光韓民伯｝；－筒 1通

36 関口隆吉等宛明治初期名士書状

類仮目録（新村出編）

！主lL l隆吉が幕末の志こととして，県令知事，

見老院議’f＇＼＂として， i,f,・£ぶした際に収集保存

したもので，維新前後の資料として貴重な

ものが多い。

Q317 ff 政

487 大：;i,I立すi Q317 1 

官禄規買lj

1メ 〔ll)Jih初期l〕

8 T 23cm 布l

’t¥11；，；，’i'：・:tJおよび’1＼徐の渡し）Jを規定した

もので， IIJJif仁二年大殺すiの’心。

不怠、書堂用主主に記してある。

488 へーン Q317-2 

へーン氏復命書 4巻

!-IU;t' 内訪れ iリlif; 21 

4fJ庁 26cm 手口
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489 

内容： l (]I[ i，広島，愛媛，｜出l山四県巡

回復命存

2 栃木，福品，群.！.！，），三m巡［r,j復

命／；＇

3 静 1,,11，愛知， l岐阜，滋賀，二：厄

五県巡［r,if纂命.＇｝

4 千葉県巡［11J復命 ,11:

IIJJ ifl二ト年前後、Nf国普宗大lMで，－rnf文Jf.fruf
であるへーン LC:が，九府県の答察事J主を干J,1

労そし，内f;-5大刊にX:r'I＇，した復命 ,I；：である。

襟JW紙に「秘Jの米｜二[Jがある。

大J旅行 Q317-3 

開拓｛吏事業報告

東京私11i1i1r II)! ifi 18 

5 Ill} 23cm 

内芥： 1 iii 市 I也J'i!. I ;f/'i 

2 tfJJ J;!t i：イ、

3 物J'(

4 ;,n，愉 ,ul f. ¥ 待J'j:_ 数千i

リ「 よElriii タトぞれ ιI、典 型'gjモ

1＆判 1ii:d札x-m干li )'2,il 

北海辺/if］拓伎の事業出；＇；・，！；：

490 問11 隆吉 Q317 4 

謁訟代人規烈j待lj定ノ儀上申

f与：川if,16 

2 T 27 cm 平LI

太政大臣；：＿伐ゾミゴた宛i二申の1；，：・条である。

参事院の主｜：紙を他Illしである。

Q318 地方自治

491 地方官禽議開書 巻 5～ 8 c.i:,1s-1 

山形 山形県系活版社〔明治初期i〕

116T 20 cm 平日

llllifi八if-じ月】イlより 1,;JIーヒ11, ゴ； .ic~k:冬了

までの.：cf式である。



492 山形県軍大E宣言語々 議日誌 7巻 Q318 2 

干リ 明治8

,3τ・ 20cm 手0

明治八年学校費の刊につき，県｜ぐに大区会

を召集会して協議したときのJ己録である。

権県令関口隆吉の名で頒布されたもの。

493 栃木鯨諸調査 Q:318 3 

'ej'. IIJJif; 16 

23 T 27 cm 平II

県会議Hの11:r',,!H1法， リ，td；の吋Eを主uる

べき統計ーす｝ーを，it.'.しである。 ll)jif；卜六年訓。

栃木県の野紙を山川してある。

494 下総関演説書鶏

'.!j. 

19 r 24 cm 手｜］

Q318 4 

ド総i詞キII馬君II，笠川君IIにおける代’i'rの ＇Mf;;

lf児f及い ）jを,iじしたよJi[fJ代＇1＇：＂づ｜継 ,I；である。

495 岐阜県草高山町ヨリ関口議官へ差出シタル

書類 5巻 Q318 5 

作三’

でア

5冊 26cm 和

関［］際吉が元老院議宵であったとき，同氏

へ差出した町政の－r,涯を知ることのできる

書類である。

496 静間鯨掛川警察署管内事情 Q318-6 

写 明治 16

22丁 27cm 和

明治十六年関口元老院議官巡察の際調ままの

もので，管内の民情，産業，教育等に関す

る峻烈な批判がある。元老院の罫紙を使用

しである。

497 山口県高治一覧表 明治 9年 Q318ー 7

1LJLJ llllif19 

折イ＇ 1冊 19× 9 cm 

IIJji{J九年ーll .. 11 £見｛i:ーにより， 11111L誌がiの

大要を起したものである。

498 山口勝郡治一覧概表 Q318-8 

11111 〔IIJJif;9〕

折牛； 1j！す 19×9 cm 

明治九年ーより｜司十二年頃にポる E制i'l'統計.Jx

である。

ドll,1L'. : I lJ I HI！品以i桜i制，1；：印

Q322 法制史外国法

499 大＇l'f I友tJR Q322-1 

青標紙 2巻

う’

2 JH} 27 cm 手［］

足fi'訟には「武家秘冊，＇，：襟吊」とある。

1.tUllll与代にむける正t’ぶの；iJ,;[;ij j)I！，欣'irを記し

たものである。忍、廼屋蔵版本の写し。

500 大型f l即JR Q322 2 

武ぶ秘刊｝殿居嚢 2巻

り

2 ill} 27 cm 手11

庁長五J~ の付録で、， i武家年I十， fi事，諸1＼＼：五ff列

j去J支， 日光tl.J，紅葉：llJ等の略凶，目別式を 1t

録しである。

501 御嘗家御式目 Q322-3 

功徳院尚志写 享保6

135了 27cm 和

徳川初期における；j;ij令を記したものである。

巻末に「享保六五年功徳院尚志写」とある。

印記：守静蔵書
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502 湯浅元n侯

備蕩典刑 4巻

町

よヨ・

4冊 28cm 和

備前池山光政のH寺，慶長より貞享頃までの

燭出し諸法度を，編録したものである。

Q322-4 

503 律令要略

：与

2冊 24cm 利

題宣言には「公事裁断録Jとある。

Q322-5 

公事訴訟取捌大概より， f・五才ii![JtはせにJi:

る，五十 J良について，：己しである。

ド[l記：小林氏秘笈 イく息誉堂之記

Q326 牙リ 法

504 市予書館

写

93 T 21 cm 手ll

Q326-1 

享保より延享の頃にオ1るtHJにむいて，；Iii仏g

された犯罪の処泌を記したものである。

江戸町奉行所撲の他見を許さなかったもの。

505 入墨形御機場所附

写

6 r 14×19 cm 手ll

Q326-2 

諸国における罪人の入退場所，および追放

について記しである。吉白菜の手控1/1占。

A自
H律

写

要雑au 
nu 

p町
J
V

Q326-3 

16 ・1ゐ 13×19cm 平日

遊火の大門j並行の門鍛，罪人の入墨等をJ己

したもので、ある。

手小山n
 

c
 

門／
司自国‘×

 

ワム
司

i

例

円

規

写

任

ロ
木4

i
 

天守，．nu 
民

U Q326-4 

天保より安政頃に五る fl司，江戸市中におけ

る諸犯罪の記録である。川村茶の手控帖。

508 呉納

祥刑要望主

子り

Q326-5 

天保 5

37 T 26cm 手ll

主主山憾による司｜｜点が鳩されている。

刑獄のことを論じたものである。

印記：遠州、け＇－］ [,<ij時間LJ氏蔵

Q327 司法制度
訴訟手続法

509 鹿右抄

守二’
J 

35T 25cm 平日

題主主には「古資mi右抄」とある。

Q327-1 

仰ド；丸御教書，起請託土；等の書式にl渇す

るi"i文夫，丈一f州を記したものである。

印記：遠州、｜月 [i(ij関口氏蔵培逮堂

菅2普段ー印

Q337 貨幣通貨

510 革↑Ill 直 ｝j Q337 1 

三貨麗重量 序・ u録ンド総20巻

（欠巻 5)

物慎 10巻（欠巻 2, 9, 10) 

越後には「三貨図案一償物」とある。

附録 9巻（欠券 7, 8, 9) 

遺考 4巻

'.If 

:-3711サ 27cm 手LI
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内容： 1子， 目録， 中11＇竹一l!J, I 1 i中峨

月 士町民己ー序丈 加藤竹

虫皆川j其図版文：

本篇券 1～ 4, 6 室長:'fll

券 7～16 主IIifll

巻17～20 室浪：111

巻 1, 3～ 8 ヰ勿償

巻 l～ 6 Ff HJ 

選均一

511 近藤守重（ 1！：務） Q'.337 2 

金銀閣録附言

fリ

48 f 23cm 手II

512 貨幣傑伊j Wr1を依例改1F. Q337 一 3 

大i以 i立幣寮 IIJJi{; 8 

28 r 23cm 平日

付録： 11fiド製貨試験分析完Hリ

内手F：貨幣｛列iJ 

公差点

1'i 幣問先凶；j立川｛立法 I］~

v't幣iii11 I ;i;tJ i!N 

j立幣規WJ

ll}l ifl四年の太政’1＼諭｛1r, IIJJ if；八＇lミの治幣士見

Jiリ，その他を記したものである。

正11記：遠州、IHl,i;JI紛I11U1\~ 

Q345 租． 手見

513 大蔵省粗税）.，） Q345-1 

大日本根税志 flfit:i1' 20←巻 ,1，総30巻

後f,W6巻年U:.¥'14：巻

東；；（編P!i" lりlif; 15～ 18 

30 il¥J 26 cm 手II

内容： 1llih;,¥1 I：，片～ifilf¥

1 巻 1 111;1;11総鉱恕川 f克服111

);)J川

2 J"'" 2 屯IIl ’1¥111 

巻 3 I l分Ill
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3 巻 4 ｛立Ill 時五iII 刀jIll ！！易Ill

巻ら 公111 公’jィIll

4 巻 6 担1，川寺ill

考 7 ヰカ旨LII ,H'; ,;JI ll 斜i干亘iII 

「::, 券 8 封p 店 開 宅 地 l1，林

巻 9 11n也売買111 ll{Ull 

i支’1¥HJ 

前総 2 養手日～慶熔

6 巻 10 川；liil総長尋 問墾山

民H員Ill

巻11 車！J旨UI 公Ill 功111

高合llJ 名Ill 散m 11:i川

免出

7 巻12 i，創11む｜所荘国国領

巻13 領地上

8 巻14 旬i地

9 巻15 十中旬i 寺官，n
巻16 .It)、地 1主総1''1-1i)i- 封戸

こ七地l ii I~'(· 

巻17 J!tJ也う＇，TU也問、地

1i日liJi

前篇 3 lりIifiJt；ド～f,iJ13年

10 巻18 111:liiWJ:録 IIIH!型地

漬H4.t也

巻19 宅地社寺似山~＇f

免除地

巻20 デ己資1也 'l?t地 μ,@,J也

,j, t{J 1 上古～治水

11 巻21 田秘主主主主 大正税

公民t干！日 新刊百

12 巻22 .t也f 神寺税免事Ii

13 巻23 似品J'J総録

巻24 納Jl)j 未逃 )±i'W 

,1，篇 2 養利～慶NJ.(

14 巻25 川租総録 .1F.税

巻26 定免j以ぬ1,l}f正

15 巻27 段，：＇；jJJjlf)( I l米ノk

券28 I也r和｜！寺税 1司i科

免利l

16 4会29 ~~it税総鉱 ’i＼＇業 '#i：締

17 考会；30 i'iif関税

巻31 Jf ）（市＇Jf;<J:j止 i~~ ＊ j 

18 答：32 イiiUI司 令 納

巻33 品l'JJ¥/1 未進 j洋消



中総 3 lりIif;;t "I'-～fji] 13年

19 考34 1也租t記録

巻35 地券澄印税雑科

巻36 雑税総録

巻37 酒類税醤j由税

巻38 船税牛馬売買免許税

巻39 禄税

20 巻40 蚕種立立生紙税 銃猟税

書店111干日

容41 専売特許税絞j出税

j巷湾碇泊税 f業立中馬車人

力＊駕鎚乗Jt遊船諸税

移42 諮券ドp紙諸税

巻43 郵便税

幸喜麹税 諸会社税車税

対号室主税 f支最f事？税

21 巻45 板権免許料訴訟片l

罫紙諸税 代言免許料

ラモ薬税 海外旅券其他免

言午手数料

券46 琉球務質納北海道諸税

22 巻47 海関税

巻48 地 ）j税

巻49 収納総録

巻50 納期j ィ、納

後策 l 上古～if；承

23 巻51 剥1宥免調f京

24 券52 治，）｝奮期限 調f蓄米進

巻53 ,l県役雑後 免 後f支

貢献

後葬者 2 餐ヰ［I～慶謄

25 巻54 .l県役雑役

巻55 武家1世田役三役

免 謀 役 貢 献

後篇 3 W)Ji合元年～同 13年

券56 三役国役金市資金

献上

雑矯 1 上古～if;承

26 券57 .tl：倉穀倉院

動倉 不動倉豆存分堂

国信者義倉常平倉

券58 ｛古仰Ii 出溢

27 巻59 度量衡

巻60 i奪書式

~fi 主；il 2 養和～E幻怒

28 巻61 r>¥¥J殺

券62 険地法険見iJ、
巻63 f,"ifilli 3ま附

巻64 I交；量 i街

巻65 簿 ,I；：ょに

雑篇 3 ll)Jifl元年～[ii)13年

29 巻66 儲品：

春日検j:JfJ,iJ;： 持νiL

巻68 物frlti

巻69 I交量 f射

30 券70 冷｝；＇j¥

上古より IIIJifJにでるまでの税；1;1Jを詳述した

ものである。

514 府l幌地租改正紀要 3巻 Q345一2 

〔東京〕 〔IIJJ治 7〕

3官サ 27 cm 

ll)J itl六年の地租改正により，各府県地租を

両首l宣したものである。

515 静向勝管内伊豆園新醤税額差引誠 Q345-3 

写 IIJJifl12 

7 T 27 cm 手口

組答には「伊笠間新鶴税額三長引制」と

ある。

明治十二年十月調のものである。

Q358 人口統計

516 内務省総務局戸籍諜 Q358-1 

日本帝国民籍戸口表

東京編所 〔ilfli台20〕

255 P 29cm 

il)J汀iiナL"I三十二月三十一日現在のものであ

る。
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Q369 

517 童喚奮語鈴

り：

社会病理

社会事業

87 T 25 cm 平日

内容： 11））／出数悲録（亀HI宗1.!1)

後見主主

浅間の記（志賀紀笠）

終日烏Jc

Q369 一 1 

il月際大火のことを記した亀Ill京ILiの「後見

草」に添えて，浅11:Jおよび桜島噴火の記録

を合縦しである。湯岱文庫の罫紙を｛史Illし

ている。駿ド易小嶋の対岳楼主人関烏郷の識

言吾あり。

印記：湯岱文庫

518 天明災異記

JJ: 

43丁 24cm 手LI

Q369-2 

天 fl)j三年浅間ILJ I噴火のこと，その被害の・こ

となとを記しである。本書は書名を逸して

いるのでしばらく「天明災異民」と題する。

Q372 教育史 事情

519 沼漆兵事校 Q372 1 

徳川家兵撃校鍵書

〔沼i宰〕 編所 IIJJffJ l庁：

22 T 20cm 手［］

沼津における，徳川家兵学校の規則書であ

る。表紙裏に「紙筆料二百銅」の黒印があ

る。

520 川上廃樹 Q372-2 

足利号校事援考

足利回J（栃木県） 和洋会明治 13

28 J今 23cm 平日

ド'J'fIE干lj学校の設にその他事鎖の考証で

ある。

I'll ,ii.'.：大槻文庫

Q373 
教 育 政 策

教育制度

521 猫逸園撃制論

flj J奥凶博覧会事務J.. j 

62 J牟 21cm 手ll

）也主主ーには「猫逸惨；l;IJ諭」 とある。

Q373 1 

1111治初年にむけるドイツの教N:n111立を制介

したものである。

Q375 

522 五 ≫if-麟

学習指導
教 科 課 程

楳註三字経

J.RJ；｛古Ill半七明治 15

18 J宇 26cm 手D

Q375-1 

小学校教平ヰ主としてキ掃さんされたもの，埼

玉県蔵版。
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Q382 風俗史民俗誌

523 伊豆風俗志 3巻 Q382 1 

疋野治メI衛門 写 立：政 13

3 Hf} 24cm 平日

1Jf'J じ ,i;,•jのことを lにしたもので，巻末に

lよD文卜 ：＿）'tj七）JII 必＇！！hf;Ji:衛門写之」

とある。

Q385 祭礼年中行事

524 *ii川I iii i;J( Q385-1 

t,,'j江戸砂子温故名跡志 2巻

i[!; 〔編者〕 享保 20

36 ・r 23cm 平日

足fj',Bfには「総i[1；｛沙 fI：下Jとある。

ch Mtには「四季1ISJとある。

ょ［12のiiミi1，行事および名p(2：与をScしである。

525 年中行事

与．

Q385 2 

102 ・J ・ 28cm 手II

h立γ主主には「if'1°1i-'h向1UlUとある。

'1'-'I＇行三与を c:cし，之に詳細な註釈を加えた

ものである。

526 タ卜II I tJiじ Q385 :1 

議水流煩禽記

JU;;( k~11\/i)i- IIJ] ifi 20 

50 r 24cm 手II

越後には「盤水流燈曾之記」とある。

1,1時111111にJI：業の死をとげた人の，亡jJtをi-JJ

うために催した，ノド＃.式会の E記録である。

ドP.ic：遠州！JI判断lI lC:戯
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527 石川雅望 Q385-4 

都手振

江戸脊雲堂英文蔵文化 5

25了 22cm 手口

題主主には「都能子不理」とある。

江戸市中の風俗を，雅文にして記したもの

である。

戸p記：青：恋文庫（黒印）

Q386 冠婚葬祭

528 1：』包粍［U寺

服怠養宮町隠答集

久保勝吉写 うた保 4

61 T 24 cm 平日

Q386-1 

月日忌に関する記録で，実例についての問答

を記しである。巻末に「天保炎巳年二月写

久保勝吉写 佐々木氏所持」とある。

Q392 国防史軍事事情

529 斗勺U ｛－古包 (i替） Q392-1 

j毎防問答 2巻

壬〉

2 fllJ 26 cm 利

ドJJ.le : ；創刊IJ1,,-;Jr剣111¥：蔵

530 、｜ξill f総（i替） Q392-2 

海防問答 3巻

与

3 fl庁 26 cm 平日

-H:1耳Ji11iI坊のことを問答したもので，下巻は

［：：；＜］式である。

印記：迷J,l・IJ-l1,r,J閥ll氏蔵西尾文庫



531 ij乙LLJ 了自E(i替）

海防問答 1司会

作ニr
ー才

52 r 26cm 手日

付録：東丙問答駁説 大聖子武矩の「東西

Q392 3 

問答」への子龍の駁説である。

印記：遠州、｜月！尚］闘II iミ戯ー

報本堂松l,i；］氏i話Uf,1c

532 藤森大稚

海防備論

写

681」 24cm 手口

Q392 4 

嘉永六年米船入航について， iii｝防；ill］夷を論

述したものである。

ドfl記：遠州、IJ-'l I，明日lJl＼蔵

533 赤井東海

j毎防論 2巻

Q392 5 

12 
ゴー

2甘サ 24 cm 平日

十項に分けて海防を論じたもので，駿府代

官ヨ；J倉川九うの序がある。

印記：遠州、同 l,i;J縦 jHU絞

534 古賀短 Q392-6 

i毎紡臆測 2券

東京日 r."1i誠’文明治 13

74丁目cm 和

:Jlt国のi1if.防について論じたものである。

関口無名の朱筆あり。

Q393 戦争戦略戦術

535 線岸 直利 編

四戦紀間 4巻

江戸山城屋佐兵衛弘化3

4冊 26cm 和

Q393-1 

内2ミ： 1 i工州虫di川戦J

2 遠州味}jfJ;Pii_¥: ,, 己

3 参川iて篠1，攻；＼己

4 1己HI長久子iii_¥:J己

姉川， :_ }jl!;(, kii主， i去久 F，問ij＼日の E記録

である。

ド/J.:c：：遠州、IllI山JM品iI ii::蔵

Q396 陸 軍

536 軍用蒐録口義 50  

Jf 

5 ill} 27 cm fll 

Q396 1 

537 f!i撰磁家必讃 11巻（欠主主 1) QJ96 2 

Jf 

3 iiサ 27cm 布］

ぜlij芋｛i包制、J,I；＇の計て本である。

正/J.:c：遠州、IJ J i,i,JI紛II l＼戯

538 陸，p.兵拶寮 Q396 3 

陸軍日典 内務省之吉II 大嶋恭次J'.ii；訳

東京編！iJJ" Iりid!3 

137 T 19cm 手[J

兵営内の勤務について記しである。

539 寺井肇

火攻知要

刊文i攻9N友

11 T 26 cm 手口

Q396-4 

銃砲のことを記しである。
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540 清水正徳

火砲嬰録 若手 3, 9 

’ιy 
ーナ

62 T 24cm 平日

題言まには「火砲要録巻三」とある。

Q396-5 

541 清水正徳

火砲要録 巻 9

写

23 f 23cm 平日

Q396 6 

542 銭砲初号抄

！ 

29 T 27 cm 平日

是昼苦量には「鉄灼初，、7

銃砲に関す－る初r戸一般を記してある O

ドfl,l己： i玄f白！、｜月｜；付目副口氏蔵

Q396-7 

543 井上 1［清

銃砲問答

Jヨー

54 T 26cm 平日

Q396-8 

546 近松茂矩

銃訣 2巻（欠巻下）

守コ
-y 

58了 24cm 手II

Q396-ll 

関式を示して銃の取扱い，その他を記しで

ある。 I対尾rc:1答の陛]fi将である。銃訣とは銃

の奥義という定、味である。

印『i己：遠州月 Ii！；］関口氏蔵

547 主主fil 消背

練兵弓砲規則j 巻 3, 4 

’v － 
32丁 27cm 利

題笈には「練兵山地規則j とある。

Q396-12 

弓砲射撃のことを記しである。

印記：遠州月｜品］関口氏蔵

H
H
H
 

茎
fm

 
4
 

ηφ 

冊

司

手
写
引
い

術砲n
H
U
 

必
崎
－

R
U
 

Q396 13 

自問自答をもって，銃飽を戦陣に！日いる場

合の，平I］害得失を論じたものである。 ｜ 閲洋大砲の発HJ]より，製作，使山の方法等

題薮には「銃畷問答」とあり。 ｜ を記しである。越後には「砲術手冊」とある。

印記：遠州月間関口氏蔵 I 印記： i意外｜月 l!6j関口氏蔵

544 井上正清 Q396-9 

エ
小c

 

dιτ ワ臼

答

了

間

S

砲

写

L

銃

ほかに兵要録一部のIJ義および「降具小集」

を合綴しである。

向j記：遠州月間関口氏蔵

549 1育ノド 正徳

西洋神器説圃解

写：

85 T 26cm 平日

Q396-14 

大砲のHJ法その他を記しである。

享和 3年の叙あり。

f.fJJ己：遠州月 lt!;J関ll氏蔵

545 近松茂矩 Q396 -10 I 550 火器隊之事

鉄砲茶話 附尾問答 2巻 I '!]: 

よj:

2刑f 24cm 手口

大銃， qi筒，小筒の取扱その他に関するこ

とを詳述しである。

ドll,:L'.:i創刊バ l,1;j除jI 11｛蔵

Q396-15 

10丁 27cm 平日

題宣言には「火器隊総」とある。

大砲，中砲，小砲の三隊に分け，火器隊の

単！，＼:i]；を記しである。

印記：遠J,H月附関Il氏蔵
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Q397 5毎 軍

551 艦法一策

写

34T 24cm 平日

印記：遠州、旧 Ji！；］関口氏蔵

Q399 古代兵法

552 楠木正成

楠君遺事

写

30 r 25cm 剥l

著者の兵il，苫である。

553 武門委銭抄 22巻

写

3冊 24cm 和

うち 1冊巻 3より巻11までは21cm。

印記：遠州問間関口氏蔵

554 武門委鑑抄

写

32丁 24cm 和

券 21, 22 

Q397 1 

Q399-1 

Q399 ~ 2 

Q399 3 

題主査には「武門要鑑抄弁浸集」とある。

印記：遠リl卜｜月間関口氏蔵

555 i乏沼宗敬（治療）

兵婆録 22巻統録5巻

写

6情｝ 27 cm 平日

兵要続録は宮川忍草野（尚古）著である。

宮川忍粛は， j倉粛の門人である。

Q399-4 

556 兵要録口義 22巻（欠巻 4)

関口隆吉写嘉永 6～安政2

14冊 24cm 和

関口隆吉子i察本

Q399-5 

印記：遠州月間関口氏蔵

557 兵婆録大綱

写

14丁 26cm 和

Q399 6 

長沼治療の「兵要録」の解題書である。巻

末に「尼書守拙先生ノ蔵ナリ。予乞テ書：

写ス。臼安政六未年二月五u至全四月十

二日卒業」とある。

手々m
 

m
i
 

ワ臼

緊類

日

録

写

引

μ

要兵O
O
 

R
J
 

民
1v

Q399 7 

長沼治療の伝記，碑誌，兵要録序，兵要録

祁l1-i：を日dしである。

559 宮川忍粛（尚古）

兵要繍録 5巻

写

2情 23cm 和

Q399-8 

忍粛の口授を屯陥徳が筆記したものである。

印記：遠州｜月間It自口氏蔵

560 宮｝！｜ 忍草野（尚古）

兵要繍録 5巻

写

47丁 24cm 和

Q399-9 

印記：遠州月／，｛；J／刻口氏蔵

561 i毛主主JI/ 忠、』ft

兵要録補閥 5巻

写

41 r 27口n 平日

Q399 10 

印記：リiリi民j原隆吉正｜］
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Q399-ll I 567 佐枝子簡

生五

562 兵要録口占書

写

26 r 24 cm 手II

題後には「軍諾i1i書，兵要録別｛云，弁兵要

録巻十二残篇」とある。

イミ,I；：は， ・,p:,11¥ lこ関する議j主である。

正P,:l：遠州、Itl f;r;J閥lJIU裁

563 兵聖書録口占 巻 11

’与

66 Jム 27cm 平日

題言まには「兵要録錬銃頭篇，枠玉軒勝負会，

11'抄書類」とある。

錬銃E員総の講義で， j食燦，砕J.s二先生門人

録， ff:'i'.f交教令，忍J,＇；＼＇先生事実，併玉中f!l券負

Q399 16 

27 J会 24cm 手II

:Ki召治草野の門，砕］＿，.，軒佐枝政之進予況が

兵法について往復した書簡である。

1,fJic：遠少H月［tr;］関口氏蔵

Q399-12 I 568 佐枝 政之進（砕玉卓十）

合等を集録してある。

564 兵要録音余情 7巻 附録 2巻

’，＿.. J-

3 flサ 24cm 和

Q399-13 

「森川初i.{j衛門に命じて数巻をicさしむ0

J',l:稿の上添削して一家の市式とす。これし

かしながら，兵要録の絵情なり」とある。

印記：遠州月｜川！日目I11＼蔵

イ
太
旬、JO

考

2

矩

附

－

茂

録

川
要

V

h

7

1山

松

兵

近rqu 
no 

k
J
 

Q399 14 

I毛m治療の門人砕玉軒佐枝政之進の兵法の

,iltを評し，これに編者の志：兄を力IIえたもの

である。

566 兵要録不審問答 3巻 [if,t録 1＇巻 Q399-15

：与：

2 fl社 27cm 平日

近藤長令のllflに刈し，砕玉車干佐枝政之;itの

答えたものである。

Q399-17 

o
 

るあし

ι
l
」

十
i

n

H

U

T
－
 

エ小

l
日

μ

n

陣

、J
C

「
i
l

r』
バ

性

書

2

は

占

－

に

口

l

窓

出

V
H
7

問

問

陣

；許者七卜九才 Uif米1七年）で病中にあり

ながらさ衰をとって，降!Yi：の日誌誌を書いたも

のである。

正JJ,lc：遠州月［，＇i;J関口氏蔵

569 兵書類緊

守コ
二3十

88了 24cm 平日

内容：兵要録的考

練士反古巻

銃術答問

兵要録大綱

操練制令俳角平

漁草野先生行状

漁察長沼先ノ＇ tf導

治驚先生述作沓目

長沼3反撃兵法

里子試合掌教法則

義総流砲術緒言

艦法ー策

Q399 -18 

570 教旗磁篇三家説

写

34 j‘ 26 cm 手口

題言まには「教旗鼓三家説」とある。

j倉粛門人三人の説を記したもので，兵要録

Q399-19 

rj1の問主である。

印記：遠州、｜月 IMJ閥rJJJ：蔵

-78-



571 

572 

573 

近松 ＆知 Q399 20 

衆寡戦口義

与’

48T 24 cm 手日

題宣言には「近松伝輯衆寡戦11義Jとあ

る。

近松茂知が， F,ijiの兵要録衆寡戦のll j主を集

録したものである。

印記：遠州fj[,Y;J閥ll氏蔵

長i召宗敬（治資） Q399-21 

握奇八陣集解

写

20-J。 26cm 平日

印記：遠州ll'J[,Y;J日目lHUM! 

｛在校政之;m（砕玉H) Q399-22 

鐘奇集解或潤 ；ぅ巻

'1']'. 

2冊 24cm 手fl

是星第には「握な或lll!J とある。

治資の握奇.1,/S角fiiに，或lnJをつけ， i最j婦を補

ったものである。

574 四箇秘術

写

Q399 23 

43 T 25cm 手日

題主主には I四街秘術・援7詩集解il義」

とある。

合綴：握奇八時集解

印記：遠州、｜月［，輔自ii氏蔵

575 菱 fll 弘毅

握機綬集説

’与：

24 T 26cm 手ll

題宣まには「握若子経集説」とある。

Q399-24 

t屋機経lメff.1E義および， i可古義などを載せてある。

印記：遠州、｜月｜品l開 1111(蔵

576 

577 

578 

南木拾要 Z巻 Q399-25 

lj'. 

2 flす 28 cm 平日

城I以之巻，城J文之巻，行列之巻，市Ill之巻

そのほか十数J(iに分けて起した兵iL,1トであ

る。

l:[J記：迷州 Jl［，，』＇；Jfj日I11 C:政

荻ノJ: fJl if ( 1]Jil I ) Q399-26 

鈴録 20巻（欠巻 9～ 20)

'.If 

1so r 27 cm 平日

一一4どのよ主jムを説いた，If

ド[J記：遠Hl!J[,Y;J闘 11氏絞

荻とt 往Ht (i'Jt卿） Q399-27 

鈴録外書 6巻

写

so・r 24cm 手口

市j去不審の保々を説得lしたものである。

印記：遠州、｜月 l,i;J関口氏蔵

579 機 Ill 劫 Q399-28 

兵法新論 券 4, 5 

f与：

72 T 27 cm 手II

手m英洋のil：ミを折裂した・'iどのl¥il:,:ii；，で、ある。

1,[J記：遠州、｜「JI川JI!副iI LC:！故

580 11 1燃繁多（正矩） Q'.cl99 29 

兵略答問 3巻

与 えー久 2

14 r 27 cm 手ll

Ii；（本には IJ¥W？子11:uとある ι
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581 近キ公 &'.I:巨

一金流錬兵侮解 4巻

与’

211サ 24cm 手ll

Q399 -3o I 585 釆配書

’与

56 J牟 27 cm 手日

近松y支持jのlir1,を取Ill寄猛（後己主， 1E潔）

が筆記し， l[jf¥!,y;1J：矩が補訂したものである o

f.JJ,ic：遠州「JJ,i;JMM I l氏歳，ィ、息，JL)it之μじ

イ本
a

nu 
ρし

内
／つム

翰

］

嘩
官

V
ナ

必

復往。LO
O
 

K

－u 
Q399 31 

J立十公,'Ji:主Iiのよ主il，にl¥.¥lして， fH反した，q：仰で

ある。

ドfJ.ic：述州）JI,，；］附I11（成，ィ、忠、，1；堂之，：c

583 家傍波多野流初段兵書

4 ｛安（欠 ！jと：l)

Q399 32 

’り

50 J 27 cm 手ll

足fj徐にIJr i皮多Pf流兵、戸大，む之巻」と

ある。

はじめに，大，むを.icL，後－r'i二 H1副総にう〉

げてよ＼iL、の，じ、1'.！を,11；してある＂ 1r; -, ；巻

'1＜にMf,11l}L八J'!i；／＇－.の f.L;cf'支！主3,1：：，うごある。

1:JJ,:c：遠州、l)J1，，；］闘l11U,~ 

584 二部外史

惨練駁説

Q399 33 

ト
J

’
 

35 J. 24cm 平II

{¥'-W '1r!!W，、治；illリ 平野ぷJ述

銃隙詳説

」＼iL！級品｝ 長沼某述

f封点！駁』illは，凶行flJiヰヰ泌:Jo＼；土坊にかける茶候

のtftiliをみて，批評したものである。

印.ic：闘ll耕堂珍成之，ic

Q399-34 

はじめに，袋内己の大裂を述べ，次に’人主ii授の

巻， friiiの巻に分け，れJ(iをあげて詳細に兵

j去の心仰を，＼cしたものである。

fJJ,,c：遠州、IllI吊JI刻111¥!J絞

586 練兵筆談 2巻（欠巻 2)

tメ

74 J 24 cm 手ll

j出＇：；＇，，：ーには「中東 J-＼＂＇忠告 diI とある。

Q399-35 

r~転 J•, Iこ！なJJ-る，illi，たである。

1:1J .:c ・ i主川、Ill1,,;Jf刻i11¥:)r波イ、息，I［堂之Jc

587 献矯叢書

'; 

108 T 27 cm キII

I人lずf: 刈.！！bi？長男長1!JJ

Q399 36 

{\-i~ ~ f；討オUiJ-11民 ·~;J,

払Uil<,:c 

iU父IY}ll.,j，く口、

I jよ（.j焚｜文！

よl-).t'JfJjJ；欠抗

588 、｜ミl11 f古巨 (i傍）

東西問答駁説

'I 

25 r 2.1 cm 平IJ

!W後lこは i~~tifilJZ与」とある。

Q399 37 

大~·f武生Ii の l,f[pljJ::J符を批評したものである。

1,JJ,¥c：迷州） j［，，；］日目I11＼＇；絞

589 {:Jjfo;J 、｜’知 Q399-38 

武備捷 2巻

ぅ：

99T 23cm 手II

il:-＼オτの心l＇.トを icしたものである。

巻末に「嘉ァ•idi. 壬［－ ff李春成功渡辺文庫

！！；！本，塚l(ril:＼＇；，森 fll品三自JS写j と朱書があ

る。

印記： ii立辺よと庫
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Q399 -39 I 596 約川

武編 前 6券後6巻

干lj

12官庁 28cm 手［］

足£！主主には「築総武編」とある。

円
U
M

4

ホ
qm

 

C
 

A
せ

術

2

之に
H
比

寸

J

障
時

q朝

写

泣

撃夜nu 
n
g
 

民
1v

印記：遠州、｜月［i1司rt日口氏蔵

591 佐藤一策 Q399-40 

孫呉副詮 2巻

江戸名LlJf羽

2冊 26cm 和

内容： 1 孫子副詮

2 呉子副詮

印記：遠州、｜月｜刈居間lI 氏蔵

592 IU 代政繭

司馬法努訟 2巻

刊水哉亭文久2序

20 T 26 cm 手口

Q399 41 

ドp記：遼1H月間関口氏！蔵

593 孫子 貌武帝註 2巻

江戸出雲寺高次郎嘉永 5

35了 26cm 手D

題主主には「官板孫子 平津鋭i議il'本J

Q399-42 

とある。

正Jl記：遠州月間関口氏蔵

594 孫子参同

写

70丁目cm 和

謀攻第 3のうち巻 6のみ

Q399 43 

595 i~イ左

孫子詮 14巻（欠券 9-13) 

木下守約写 H月治 15

5冊 26cm 和

Q399-44 

Q399-45 

ドPJc：遠州月［，（；j閥il 氏蔵

597 W究機光

I怜訂武備新書 14巻

flj 品ーj詳16版（天1[16) 

2刊It 26 cm 和

Q399 46 

＇＊：己交iJj,Jj;I；」とl討jじである o

flJ Hじ：遠州月［，i';rnf.lI 11（成

598 自主 総光 Q399-47 

制定紀効新書 14巻 附 録 1巻

京都 i'il雲寺土：二自1, 弘化 3

6 HI} 27 cm 和

印；（l.'.：遠州、｜月｜抗i闘 l11＼；蔵

599 交IJ；（克 Q399 48 

出lリノと紀効新書嫌解 12巻

京行15 勝村if；｛；衛門嘉，k7 

7骨サ 26cm 手日

戚品Ul光の「兵：，If紀効f!i，引を却iリ修して手ll訳

したものである。

正p,¥L'.：遠州月［，＇（；］閥 IILC：政

600 戚縫光

まJ｛輯練兵諸書 18巻

'-IJ'. 

6 ill} 28 cm 平日

Q399 49 

f.P記：遠州fl［，＇（；］閥 IILUW 
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601 ヲ子主ki,J

武番大全

刊

Q399 -so I 606 隙元素評詰 Q399 55 

襟題言、，，稗武経七書 7巻 j,f,t録 3巻

干リ

2011仕 26cm 手［！ 2251ー 25cm 平日

付録：武経節裂，射視法，点験法

！り！版である。

印記： i芝川、｜月，.r;rn日iI 氏蔵 印記：遠州、IFl I刈闘Ii氏蔵

602 呉惟順呉鳴球 Q399 -51 I 607 減熔験 Q399-56 

603 

604 

605 

兵鏡 20巻

写

12冊 26cm 平日

’，1cnuu、下ト三Jf（に分けて，兵法一般を記し

たものである。

正[J記： i釦l卜ll'Jf;r;J閥 II 氏蔵

興 lc'ir:Jt Q399-52 

再発子十三種秘書兵衡 5巻

’主手

5 i舟 27cm 手日

見互設ーには「兵衡」 とある。

印記：遠外｜月 l川！日高iHt:蔵

黄 ！駄臣 Q399-53 

武線開宗 8巻

子lj 芙蓉舘 祭徳 9版（寛永13)

合本 1冊 26cm 手u

印記：述U+IHl同］閥il氏j議

i:lr: !<Ii} 11)-J Q399-54 

新鋭註fqfi{武経集註 14巻

刊崇J陳 9ll友（寛永 13)

2骨甘 23cm 平日

印記：遠州、l月附閥口氏蔵

608 

609 

610 

82-

新鏑武経標題佐識 7券

干リ

2冊 26 cm 手口

表紙には「it来日主議」とある。

七者一の講義である。

印記：遠州、IIJ I；岬

武経孜註 8；巻 fiH録 3巻

llJ 長成館

8！舟 26cm 平日

付録： iμxljI，古水戦，拳法捷~

印記：遠州、！丹附隠ii氏蔵

r~lj頴

Q399-57 

Q399-58 

武絞射穆正宗 3巻荻ノJミ茂gn[J,1,',i、

；工具｛ iJlj村i[')l六 ＇.＇！；－； 安永 9

3冊 26 cm 手口

表紙には「射場JF.>l＇＜」とある。

印記：遠州、｜月 f;i;J隊jI I lt:蔵，植木氏印

『；｝；j;,<Ji Q399 59 

武経射撃正宗指迷集 5巻

江F; 西村i!!i.六等： 天iり15

2 ff庁 26 cm 手[I

Mfi 0i"には「射率指迷集」とある。

正fJilr.'.: ifilJ,卜I/J f,i;J日目ll氏成



Q400 

Q448 i也 E求

611 佐田介石 Q448 1 

鎚地球説略 巻 3

i'IJ 

31丁 24cm 和

ヲミ円地）jの旧説に基き， 「地球説田各」を評

駁したものである。

印記：遠州、旧［;Ii］閥lJ 氏成

Q449 麿学時法

612 内務省地JIJ:h;; Q449-1 

三正綜覧 2券

東 京 編 所 明治13

2冊 26cm 利

扉には明治 13年12月とある。

孝元天皇元年より l明治三十六年に至る間の

日本，支却15，凶j学のif（におよび月の大小等

を記したものである。

Q487 脊椎動物

自然科学

613 水戸fl"} Q487 1 

清国水産務解 3巻

；東京税I~所 11)] ih 19 

362 P 24cm 

付録： fl消貿易事件，漢口倉庫図

消国のir•Jii1j.に比する魚介お誌の製，＼！， および

1ffj況を知lらせるため，，Jl［到ti尚務省におい

て剥任したものである。

ドfl,¥L'.:1主1¥'fiI-t?i品E版

Q490 医 岳 民
守一

614 白.I: 龍本若手 Q490 1 

ノ；－ II上酪家人名録 4巻

江戸詑峯j裁板土：政 3

4骨甘 18cm 利

来同南北の四巻に分け，氏名のいろは順に

配列し各専門を記入しである。

ドfl記：：耕堂

615 曲直瀬道三（正慶）

難知音巷養生物語

Q490-2 

京都他出雲寺丈；欠自IS等天保 3

23 T 26cm 手口

llii~には「辺；二三翁養生物語」とある。

通俗な養生法を犯したものである。
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Q490 8 ヒュヘランド621 Q490 一 3 道三.( 1E慶）山直i頼616 

ヒュヘラント、著3巻満生三方雄知苦王室養生物語

杉 [II），比例l訳
天保 3出雲寺丈；欠自｜；等

手口26cm 

京高15f也

23・r 
嘉7]{2 天王実機刊

足立主主には「道三翁養生物語」とある。

キJI26cm 3 f叶

ドイツ｜云。i；の1括i訳されたものより，刺給Q490-4 続車十WJ;( 617 

阿片， 11±：薬の三 ）jを，T(訳したものである。付録 1巻8巻養生器IJ

嘉；｝（ 4 藤屋九兵衛大阪
）
 

いしI’
 

U
生

訓
門
川．．

 パし］
 

平日22cm 4il甘

lillffには「HIJ；（養生訓」とある。

杉本義篤の付録を添えである。 Q490 ,l Z会下密師秘笈

l'IJ 

622 

利l18 cm 54 J 

直日ht技iII Q490 5 

くすしの一言

618 

都 ）jを，IL'.しn'i版。診断および，；削ムjのii"1':[Jく.
’ム＂Ji文4著者乙l.1'

てある。平II22 cm j
 

ぷ
U

f:fl.il'.: ~＇ f-11:W:i，＼立 ,1n:11

医(:,Jiの訂11をii.'.しである。

Q490-6 徳本:i}dll 619 

衛生学Q498 徳本翁遺書

写

手日24cm 13 J牟

内手f:I羽雲1,/i

や1，能｝j

Q498 1 

4巻

r+.i-lt 

南北棺法修身録

ノ］，~＇［＇623 

Q490 7 〔平聖子 元良（無i車道人）〕

’•t(i穆官i立製救急摘方

620 

fり：

手u2 !Ill 嘉ノ，j(6 手！HM五金｛｛待rl”jii: I i 24 cm 

手1118cm 45 r 
fH！.長： iJ.・,p: lliii ,G¥ ( i実JI卜［ff')

飲食の悦むべきことを .IL'.してある。
救急、11布)jJとあ1也被には r・,p：隙fiiii'k:.'

84 

る。

[i,f[1J1にわ、ける :Cd弘行の f、＇1を，＼L'.しである。



Q500 

QSIO 土木工学

624 演説会附録土木費之件

写 〔IIJJifl10 年代）

4 r 27 cm 利

Q510 1 

1111 l県にあ、ける， IIJJィ：f；初年の｜木容Jq主を ，i見

切］している。閑iI 県令， qliffの際の引車｜主,t::

であろう。

1111 l~Aの !fHL＼：を 1'1.'IIJ しである。

Q512 測量学

625 清水流規矩術本侮織目録

句2

てT

27 T 19cm 手IJ

Q512 1 

清水流の測震法を図解したものである。

Q517 河川工学

626 熊三 枚

泰西水法 5巻

写

合本 1冊 23cm 和

Q517-1 

河江の水，泉のノド，雨雪の水管z，数JJ｛に分

けて，これをJ甘いる場合の揚水器，その他

について図解説明している。

印記：柳域文庫 欄［］耕堂珍蔵之記

工 学

627 達也 ’谷む

組柔工

!,R，；（ 宇!.fti・ IIJ]if, 19 

50 1》 20cm 

Q517--2 

-/'° 0 

｝ドJU~ を 1，主 Ill ；る｜イ， 1: 'h lこっし、てυじしてあ

Q526 各種の建築

628 分園城園 2をと

'J-

2 JII} 27 X 46 cm ね｜

II本［，xJ内外う｝［Ejの力kのお＼¥,<] である。

629 紅葉山給園

’＇j" 
It文 27×38cm

i[I ；城内紅葉111の給l、：；，：］である。

I I刈｜｜陀」とある。

・ 630 駿府御城絵図

写〔IIJJifi21〕

,11由l恥i 120 cη 

Q526 - 1 

Q526-2 

Q526 ・-・ 3 

この ＼:xlは，’KH文じq,:_ J J，駿J(f城.（！： fB: ：λ： ~＇｛－ 

大日｝］' 11事ll；（政好がみrから Jiiiiき， Jiji政11:JN.

守：は，その父X9'f・AJJ持， JU,;ili;ii吹待が，日IH波

t.M.泰fi'A勤のとき l品lベてむいたものである。
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631 駿河盛御域面

写 明治21

車由 1申函 70×53cm 

Q526-4 

安政年↑日j駿府在番天里子大助，藤原政好が写

し持っていたものの，写しである。

「此図者安政年間駿府城在番天野大助藤

原政好カ所写蔵ノモノナリ 明治二十一年

一月写之j とある。

632 城池箇譜

勾こJ
--;r 

15 T 24 cm 手口

Q526-5 

「泰凶築城／｝」の訳本である。

ドp記：遠州、IYJli;J閥ll氏蔵

Q559 兵器軍事工学

633 {Ji11・i'Jイi（若美） Q559 1 

本車Ill在者苦考 8移 （欠君子 1～ 4)

懐珠堂

60 J 26 cm 手II

・,1〔日誌の；Iii！交を汚，iii：し， ii}革， 不IJ'tfなどを述

／＇，＇. たもび） （もある。

J:JJ,ic : よれi止：tfヰ

Q600 

Q601 産業政策

n
H
H
 

f

干

禁

疑

閣

安

標

ふ

（

考

2

丈

器

－

貞

軍

］
朝
写
刑
判

勢

本

高ア
必
守。。。。 Q559-2 

新井白石の「本朝軍器考」について疑点を

述べたものである。

印記： i意外｜月間関口氏蔵

635 伊勢貞丈（安草野）

本朝寧器考襟疑

山下新太郎写文；化 9

68 f 27 cm 手口

Q559-3 

新井白石の「本車月軍総考jについて疑点を

述べたものである。

印記：好古蔵書

Q575 燃料発火物

636 火攻婆訣

り

:, 1- 23 cm 手[I

!/lj＇；百に［よ l火線製昼Jとある。

Q575-1 

子守極の火薬の』制合ィ去を.icしである。

ドJJ，；じ：遠州JJI，自rn日lJJJ：戯

産 業

637 第牟JnJ興業意見綱古川

fiJ 

25 J‘ 27 cm 平日

Q601-1 

八紘，iに分けて興業に関する，意見を記述した

もので， fl}]iflト七，八年頃農商務省より発

行したものであろう。
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Q602 
産業史
物産

事情

638 差是商務省

復命讐摘要

東京編！万i・ Ill] ifi 21 

297 P 23 cm （民1ffiI；公報刀外）

Q602-1 

当日寺各地開催の共進会，各地の！夜業等：を視

察した復命」；を集めたものである。

旨大立品亘
書
一
回社

日
禽

手

獲

n

拘

叩

白

urpww

ヴ，，

M
時

つ

’

u

七笠

丁

伊

写

6

匿芝n
w
d
 

no 
au 

Q602 2 

明治ト凹年，七島開発のために，イi走、が物

産会社を設立しようとしたときの，道主広主

である。

640 伊豆七島物産禽宇土諸願届向留記

年Y

てア

42丁 23cm 手［］

Q602 3 

明治十四～十六年の物産会社諸記録である。

Q609 度量衡

641 度量衡検査規則

〔東京〕 明治 8

14T 25cm 平日

Q609 1 

度量衡器の検査Jnよおよび，その注意など

を記したものである。

QSI 0 農 業

642 iヰ：jj/i 13淵’

農政本論

序 ll1巻

』5

5冊 26cm 和

Q610 1 

10巻（欠 5間） 後編 1巻

民政に11),Jする’ぷ・；：：の説明。隊部の近目猪狩

央：1'C:のために筆記提出したものである。

1:11 記：イく息 ,I}=堂之；：l.'.

643 フレソチエル，ゾーマス・シ Q610 2 

泰g§農撃 6巻 l>H録 2；巻 ゾーマス，

シ・フレッチエル幸子 緒／パ義ー訳

東京須IJ；（尾茂兵衛 ll)Jif; 4 

8 ill} 23 cm 平ll

i:IJ,il.'. : iJ詰却主、；：：・4交

644 シ ボルト，アレキサンドル

泰西農業勧奨法 2 ;f;,'j' 

東京大絞行 iりlifi 9 

2 ill} 23 cm ねl

Q610 3 

ウイルヘルム・ロウゼンの民業料計 ,I，＂その

他を抄訳したもので， f設業金融その｛也を ,it.'.

してある。

正11,(l.'.：遠外lfji,,;Jltr.J I ll 'C:nii[ 勧業法1:IJ

645 I事Ill f山 Q6lll 4 

農業三事 2巻

東京 ,'ii I I j青古 111Jif17 

2冊 22 cm TIJ j芋敬字

オーストリアの袋乍者，ホーイブレンクの

づtllJJによる Jii去を説いたものである。

正ll,¥L'.：迷川月 1，，；］閥I!11.：蔵

646 スターデルマン Q610 5 

持凶j布利特隣大王農政要略

スターデルマン詐手11111縦山J'.11；訳

東京氏家禎介 IIJI ifi 1 7 , 10 , 24 

182 P 22 cm 

プロシアのフリードリッヒ大王時代の成JI文

が，，Ij時のJ民国のrHiiと類似し， J誌が純と

なるべきものであるとの見地から，訳され

たものであるという。品川弥二郎から関口

隆吉への寄婚のもの。

一 回一



647 紛l,',;J¥p,,f, Q610 -6 

農事説言語集

1Jftl品l t』，jl'fj・ IIJJif;21 

284 P 20cm 

あり，＇（；］県が， IIJJifじ二1-fドj；とr：＇千Jfhflの自；＼i幸1＼：.を

-mいてIHI催した講演会の 't(録，ならびに1民

業-tとの川谷：を 1-1',jiしである。

648 t毎｝）；（ Ji ,T( 

的；；~11宣 ,I；繍農家年中行事

Q610 7 

：μ 飯川市イ｛待Tf"J IIJJ治 19

29 f 22cm 平ll

tu古， JJ巴1：千，，＇，，＇，穏改良， ｜；壊，’会虫てらー般

について，；じしたもので，米作lこ｜主！する事J討

を？？にぷ.：cしである。宇干者はfJt豆の人。

649 百姓重量 5券

｜ リ 半 ｛以 6序

58 T 23cm 平[J

Q610-8 

Hl!;iI,,t車fの［問J人事量」にまねでつくったも

ので， 1;1-i,，の修養;i；：である。

ドIJ.:c：遠州片｜川l隊;JI11＼：.成

Q61 I 農業経済

650 大級 水市

老農茶話

「lj

Q611 -1 

文化 1庁：

31 T 23cm 手口

農業にf,';Jする，：何事を，it.:述しである。批評の

,t；：人，ぁ、よび山l,i';J鉄JiJ・の J：人係印がある o

r,IJ.:c：阪本:it十去｜山H¥:.11投，I；：”U

651 織 Ill 完之 Q611-2 

動農殖産法

＊京 、｜王山ti1W lリ！if;17 

9 j牟 19cm 平日

民家に :fo＇ける！！？必の )jiJ：：を説き，これを奨

！扇1したもので、ある。

652 三Ml或｜柿間村農家報閣法基立順序 Q611 3 

り

60 T 24 cm 平日

愛知県稲柿村において，古橋某の iゐJJ/1のド

に，永遠蓄積のが『約をしたときの，規約帳

簿宇；；を詳述しである。

653 ,:';j尚千畝

廃回之幸

東京池Ill序介 Jl)Jif; 21 

70 P 23cm 

－｝；：おいこは「居寄託iれ幸Jとある。

Q611 4 

農事は大農ilにより，時田平を整斉し牛馬耕，

器械耕にすべきことを論じたものである。

ザ
ホ
什
目n

 

事

剖

之時

限

丁

開

写

6

回新n“．
 E

d
 

no 
Q611 5 

主Iiff]問先についての)jiJ,,i,iなオ与を，；L.:しで

ある。

655 収川小、iミ

印幡沼開設別記

写

45←r 27 cm 平日

題策には「印勝沼開発別記」」とある。

Q611-6 

合綴：大、f'-の船；孜

闘史義解大な

ノktMH:j去

ドJJIP需?i'JllfHi:の必：しi',,Jf＂＂（＇＇、ある。
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656 下総閏間懇！日1

窮民授産開墾規則j 2巻

Q611-7 

h
↓J

 

H月治 2

s T 19×13cm 利

明治維新の改革により生じた窮民救助のた

め，下総圏の俳j墾をさせようとして， ll)jif;

二年間墾局が規定したものである。

657 佐藤信淵

内洋経緯記

東京有隣堂 ll)j治 13

20丁 23cm 和

Q611 8 

東京湾の地勢および，その開墾の}ji去を記

したものである。

正Pi己： i意外出fa司関口氏蔵

658 足代弘司If Q611-9 

おろかおひ 3巻

写

3冊 27cm 和

寛永より天il)jまでの飢餓のこと，ならびに

諸蕩のCi攻，逸事，逸話等を i：じしたもので

ある。天保六年成る。

印記：不息苦手堂之記

659 天明飢鍾江戸騒動書留 Q611 10 

写

8γ 19 cm 手口

天明七年江戸における騒動の模様を記した

ものである。

660 瀧湾馬主要

兎園集抄

〔江戸〕

Q611 11 

文政 9

41 T 24cm 手LI

題君主には「丙午了未」とある。

兎園集抄の内，天日月六丙Cfff・，翌七了未年

の災異を記したものである。

巻末に「文政九年丙成春二月十七日雨窓に

謄写了Jとある。

661 j斐巌砂降記

')・ 
47J 24cm 平日

Q611 12 

天ll)J三年じJJ，浅Iill山の噴火の際の1，付近の

状況を， J下手｜｜｜にμじ述しである。

662 砂降以来三年日記

写慶応3

22 r 24cm 手｜｜

Q611 -13 

大手ll)j'. if.より｜日J-Ji.{J'-にすiる二年rm.i実/itl山

噴火について，：L.'.しである。

663 布告山奇 矯／dltil"J

天1来年rj1B荒子孫侍 5；巻

；西弁メ仁衛門尉写

5 fill- 24 cm 手ll

Q611 14 

天保四日年より「ロj九年にす1る1111のf'iJLH＼，そ

のf也のことを .leし， [f,f,のためにj減めとし

たものである。

664 天保飢餓奥羽武蔵間書

り

13 J" 24 cm 手II

Q611 15 

天保山fド｜メi作の際にわ、ける奥羽J也）jの状況

を起したものである。

665 {:It；雲ィ1,uI，人 Q(ill -16 

救荒孫之杖

笠棋（越後l司） ｛愛’‘nXi 天保 8

29 T 24 cm 干[I （宇反イ、 1官庁）

本中）J飢縫のこと，自；JL自宅前兆のこと，大j与＇.11昨

年奥羽飢絡のこと，天保 hif.越後飢純のこ

と，救荒食物の種類，製iJ，、tなを.：cしたもの

である。

ドIlic：遠州、Irl /a,J I紛iJl（威 不息 .i::J;t之.le

666 遠州救荒小録 Q611 17 

J 

37 T 24cm 手日

青事［M]Y県リ｜｛主1llllこわ、ける， XI日Liドおよびズ

lヰl三年の凶；1tの’h状売淵べたものでcちる。
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667 整政製年記 2巻（欠券 2)

flj 1乙よ I

Q611ー 1s I 673 小fll切 春 江 編

凶荒麗録

Q611 24 

27 T 23cm 平II

i丘l年にわ、ける美事善jlをJじしたものである。

向li¥l.'.：丈が主武緯 ィ、必，＇；：泣之.＼ l.'.

668 plj京！奄 j包Hfi車F

天ド太、iι 盤年記

1j-

29 r 23 cm 手ll

も宅政l担fドill.'.とl,i］じである。

669 Jr~；庵型H~

湾急記聞

ィ」：Ii ・JP従天保7

:17 T 26cm 手II

Q611 19 

Q6ll -20 

；］＇＇.＜＇.，＇；＇［に問する逸 -'i~逸話を J.Gj諒しである。

J:ll,il＇.：ィ、息，！ i'.)lf:之J

670 鈴木氏JJ)j

農喰

り：

30 J 23 cm 利i

Q611 -21 

fiJL伎のことを述べ，山崎’ムピiの r1；ミ業う＇： ,1け

を読むべきことを奨めている。

f'，古.，.，，：結，Hf IIJ!ifll8 

30 r 23 cm 手II

,,11,1：：に載せられた凶ij'-の；／犬沙tを；：l.'.し，主主，'t'l

.uよび， {i毒捕物の一覧を添えである。

674 竹内 'JU¥三祢l Q611-25 

家々 ＇｝；.＇川凶歳必携

東 京 縦 長 iりlィf;19 

57 P 24 cm 

t，＊と飢餓の状況， 以i,'i'.雑.l,f；，救Wl食物て与の

ことを，＼L'.したものである。

675 上IJ',i 無休 Q611 -26 

五殻無護蔵 2 Yi' 

’＇］＇. 

2 /Ill 24 cm 手ll

養手ll，寛ιより字（与＇.，大‘ 1111にイ、るまでの，

LXJ fJ三の，＼打 ・hを，icL, あわせてfiii,t,rn；ぷ， 4万

L( Wk/U!L o > )Jリ、百ーを述べどある。

671 室"itイ、 i¥JJIJ

農民懲誠篇

壬；十

Q611 -22 I 676 建；＇；J; r庁府 Q(ill --27 

22 f 2:-1 cm 利l

災呉の状況， filliはJ!'i'・；，；：.の必要，救出Z食物の

ことなどを，：cしである。

672 止~tll＇列、 L白｜；

農家心得訓

If 

QGll 2:-1 

民間備予定録 2巻

ili i ;Jill；リ"iUzJ，~111r 丈 Ji支 7

2 fll} 26 cm 平日

friiii,Iの.｝jィjミから， がl'i七｜立立1の)Jィ」ミまでを，1下

述しである。

印，tc：ィ、，U、.＇！＇：主：之，： c

]3 J. 24 cm 平日
677 保四耀談 QGJ l 28 

H'fのels），.~Ill村lfr交が， i'JJf!H＇~＊の凶作自iJL

自宅の鎖状，物iilliて・，；をメ；き，tl.'.L, f-f#，の誠め

のためダ足したものを， Mlったものである。

IIJJdi卜二if・11見る。

Jく紙に「Ill村1Mi.t: 1と墨 gがある。

-90-
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／＼｛ネJILJij'.の凶裁にわ、けるヰミirlliの騰l't' ,f!d;'C-: 

の)Jィh )•!'.:;;'.ft牧lのことなとを，；じしてある。



D 678 遠藤義燐 Q611 29 

数荒便覧 4巻（欠巻 1) 

刊 天保 7I子

折：，｛； 3 ii甘 16× 7cm 

iXJIFにおける政治， ;ft目のfi狗，貧富の1戊

'/J'i，主ij柔の；：，察， 食品の種類，，＼同Jli!)ji去を

j芋icしである。

679 奥i[j 操

救荒E貨論

'.1-j'. ll}jif; 18 

21 r 24 cm 手II

Q611 30 

十立坑の }ji)；を述べ， i斉i立政聞各の大旨を ，；＼tI,' 

ている。

680 水戸救飢録

'.ljト

4 r 24臼n 平日

Q611 31 

天保凶年における水戸落の救荒を記したも

のである。

印；＼己：イ七息、書：堂之記

681 備荒諭書 Q611 32 

写

6丁 24cm 和

題主主には「ノ•j（戸侯苧稗の愉i室j とある。

水戸烈公が，領内の凶作を憂えて，救荒食

ヰ勿のことを諭したものである。

682 長谷川猷

救荒新策

写

19丁目cm 和

Q611-33 

ヲミ保七年の凶年に百品餅を製し， tillを救っ

た。本書はその製法を記しである。

683 弘fヒa 乙口三jj御綱審窯 Q611 :,4 

0 :i J" 24 cm 手II

p(j ｛ドにf1ii'iえるためのJ!'i'穀， :j:!.(ii'C:作物の1;u11

t；にJ',!,Jするものである。

684 1~村長 L議

救荒事宜

flj 被殺飴 丈久 1

44 J" 23 cm 手II

Q611 35 

t討L似の兆を ＇i1－く主IIること，ほかに卜二J(i十I

;;r 1こ｜立lする，；打 ・H企icしである。

1,11，；己： !=ft;川1l¥:r1h£

685 t:iJ1'1,; 1F謙

救荒事宜

り：

45 J‘ 24 cm ヰII

Q611 :,G 

1:11,ic：遠州／j[,'i;J 1制l11＼政 イ、，G、，I；一堂之いじ

686 1!1 中 f薄 Q611--37 

救荒新寄

与

30 J" 27 cm 手日

慶応；i:if摂政殿ドの命によ i），ねi,'t:.iniwr, 

，＼／，＼］のあった際， 1l；、く；欣i,'c,Iiを1,1',めるために

.i：：かれた般！:::i：、，i；である。

r:11,tc : i符｜刈 ~.t('.11\',j 川県

687 凶荒預備設立之儀ニ付上申

Jj'. 

Q611 ::¥8 

16 T 24 cm 平日

｛尚北！fr，訟の )jil；を建言したものである。

688 手11泉干I］愛 Q611 ::¥9 

仁〉
鍛縫のこころへ

写

8 T 24cm 平日

j自主主には「i的lHI:の 忠 機 鋒Jじイ＇.），jとある。
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古来凶荒のことを記し，食物の貯蔵，製法

を略述しである。、Ffll鉄胤の序文ーがある。

炎紙見返しに，「此書ハ凶機救済方ヲ記セシ

モノ，愛知県ノ逃i主スル所ニシテ三iiiJ国渥

美郡東町柴fl！豊ノ']s：ノ威力ヲ， flfJifH八年 ー

月廿日｛昔'fj：」とある。

689 鎌IJ；（石見

関廠賑粥法

’与：

12「 24cm 手H

Q611-40 

凶；r のドt；~，小屋を作り側を施す )jiJ，、を述べ

たものである。

690 貯穀一件

写

55 J 23 cm 平日

合綴；周 i坊似l吉敷郡t二郷仁f.t~i.幸村墾 UI

Q611 41 

J
L
 

IIJJ if，三年静［，Y；］県僚1i;umにわ、けるf晶子iiM'i';'fの

ことについてを，合綴しである。

691 払ii＇干； 芯げi Q611-42 

幾年要録

t'lj lりlifi 7 

26 T 24cm 手口

長！日，・'iiの！rt-.史， f品m貯蓄の必要，救荒食物の

製il,,）！’i’成法等を述べたものである。天保

五年以る。

ドfl.le：ィJ息＃cf堂之Jc。692 備荒儲蓄

f与：

8 fl甘 26cm 手［！

内容： 1 茨城県

2 栃木県

8巻 Q611-43 

3 三重県

4 由主l阜l!il,

5 愛知県

6 古事［，（；］v県

7 神奈川県

8 東京府

明治十六年関Il隆吉が元老院議官であった

とき，八府県下における旧落以来の備荒儲

蓄の状況，！日漆の領土也，草高等を調査した

ものである。

元老院，各県の罫紙を使用しである。

693 黄輔反

鶴岡輯婆

Q611-44 

2篇

「リ 同治 3 （元治 1) 

133 T 27 cm 平日

内外二総に分け，常川のHi去につき歴代の

規則を詳論し，内総はi去および弊について

述べ，外務は；f;ljfLI種植等のことを，：cしてい

る。関u隆j］：の奥w＝がある。

ドPi己：母国LJ隆.iE 外型肝

694 益知新銀主要撃

写

59 T 27 cm 辛口

題~には「防荒要録」とある。

Q611-45 

防荒に関する説を 1.tめたものである。

巻末に「十九年新嘗節夜奉家厳命輿f!f弟隆

安士、I読校過夜、'r'卒業 隆i王子記」と朱書が

あり， 青事｜；可日誌の主下車氏をffIllしである。

695 陸曽馬 Q611-46 

欽定康；湾録 4巻小田f中卿校

和歌山合主主堂寛政6序

6冊 25cm 和

救餓に関する事項を記しである。

696 陸曽馬

欽定康；脅録 4巻

刊漸江撫署同治 3 （元治 1) 

3冊 24cm 和

Q611-47 

印記： I場ill塗正
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Q611-53 7七恵f余702 Q611 48 帰

救荒活民書

蓋697 

14巻周憲玉救荒本草12券

天正 11柳枝車干京都道光 16 （天保 7)

手口

子リ

手口

救荒捕物の図講を載せ，名称，産地，形態，

食法等を記したものである。日本刊

印記：杉本文伯行筒蔵

27 cm 7冊

；古

24cm 

古人の救荒に処する法，自家の救荒策，

議論等について記しである。

関口隆正の奥警がある。

3冊

Q611 -54 2巻救荒野譜703 

1E徳 5序刊志、伊編

手口

救f志望f議（王磐）

救ii'i:'l'fMl'補遺（挑11f,& 

27 cm 73T 

内存： l二

Q611 49 

9巻

嘉慶 11 （文化 3)

t王

荒政輯婆

刊 蘇i審箸

合本 l刊｝

698 

，十文iiひu'it勿のれ初、， 1ヰJ也， Jf；；，伏， Jil以、労を，；じ

した凶；（jfiである。

手口

凶歳に処するの近を説いたものである。

26cm 

Q611 55 2をと救荒野譜

HJ‘ 

704 Q611-50 廷皐；（年

11・徳 5Tf 2巻荒政便覧

699 

ねl

j立ii'iJ'f・,(;11;( J：終）

以ii'd'i-’，：Mr打遺 ( PJ色"r i& l 

27 cm 73 r 
I人n＇手： J・.

ド

）
 

に
Ul
 

－－ 
J
イ（

 
光品者 9干lj

手口28cm 30了

荒政に処するi丘を；i兄いたものである。

外1腎
1:p，；じ：ィ、心、 ,I；：没之.：c

正PJ己：闘iJ 隆Ii.

Q611 56 di述：｜：杉705 

かて物書CJ i女 ！.~命700 

Xi比＇. 4 w・.11!,Hイi之’ザ

Q611 51 

10巻（欠巻 5～ 10)

手II24 cm 20 J' 

荒政要覧

;J'~ （i，曜の rHI に fJI，することのできる引4、を，

いろはWfに列挙し，その良行，製ィj、方＝を，：l:
したもの。また l味!I件の製ィJ、， ,1.（＼／.~（·:J'.l!:J の位

製i.l:、も l尚IIJJしである。

平日

手怠論， 、｜ξHfti (!iiiの！政官三を，ii..'.し

20cm 

詔諭，奏議，

である。

印記：イ〈息ttf堂之記

tlJ 

2冊

W611--:i7 初llWl

荒年充糧芯

賞i:Jsj必I,(

fo'i 706 

Xf片＇. 4 ~)J 

12 J戸 18cm 手II

｜付足立には｜一｜｜｜村光船ぶj とある、

｜リ

Q611 52 王卒

要切荒救州

写

忠

」と弘701 

とちのjと，ならのた， く fU）似，わらびの

＋民す；の fむJミを，：；~ ＼、たものごある υ

目白イ、l羽1:IJ,ii..'.：ィ、：J、，I；’.＼ti：之いじ

93-

25cm 手口

組宣言には， f主主荒υj嬰」 とある。

救荒に関する諸事を記しである。

印記：；文経武緯

24']命



707 〔佐伯義門〕

救緩援要

Q611 -ss I 712 終演おしへ草 Q611 -(i:0 

111 tdr.ii-・・：・.：『ぷi＼ノk:, h'}j 

:, J' 2J cm ヰII （惚イλlill} ) 

以i';'dt1句U〕製iJ、， Illリ、を，i下，，兄したものであ

る。

l'.JJ,;L.'.：述HIJI [,,,]MfJ I I l l::11f，店

708 :J:J 111 ~' f' 栄イ、（ i,J'dfl) Q611 -59 

ききんのこころえ

'J 

28 J 24 cm 手日

,j l山側LJIJの教ーした「飢餓食物大Pli',」に， i'I 

Uのは11r1をIJIIえたものである。

709 [,),i本 IJ'¥ Q611 -6() 

救荒便覧 2巻

'J 
68 f 24cm 手11

付録：＇！＇（活 （＇1!'£'.£ 

足fj',f;fには， r・,1没）i［本J,¥:('1!むj とある。

「十士山本Ji'(J むよび r:J、＇.di'd'f'，前」に，［成せる

：！，＼：イ＼を拳If，平llY,, Jt手，U、，，t.t也サを，iじした

ものである。がおI；乙fド／）児る。

710 建1,{'.i' Q611 --61 

救餓録

'J 

21 J' 19cm 干II

！大手IIイ入爪」 r r,iit li'C:録」をt1'II＇，したもので，

lυ，'lの食とすることのでき；f；＼・，：本J:iiをヤげ，

その食t去を説明し， 11'.i:後にl波誠をii，えであ

る。 1J,,＇建粛 t人とある。

711 l JI' ，；，壬；

忘飢草

'j-

:,G J- 24 cm 手II

Q611 62 

i正I；ドにわ、けるi!iiノ人以i';Z食物ry~i；てのことを記

してある。

｜’，JJ,:L.'. : J,,D文’1＼υdoHIJ

. 'j 

2, r 2：，口II f(J 

以iit:fr1勿の手，nrn111u、を，，1＇.してある Jd'1'.11LI 

ff, ,:・:; }['I括j111 C1J) ／があふ

713 ）；＼打｜；！自作JJ;l,;T QGll -64 

救荒井有毒縞物集説

ょ；（何；制nilリJ IIIJdi 18 

:,b J 2:, cm 手II

1111ィf,Iー八年存川、米主l絞イ，)l[jで，凶作の，￥が

あったので， JR）；（大，、j':教授ffr勝二r介のfi)f’先

に／）比る本.ii：を11',J:liiして，その準備とした。

いろは阪に配列し， Y4r',, 1'0也，%状等を

よ下，：止しである。

714 11:i'IJ'長 11'.,Ufi

三倉私議

柴 111'/'!'(1¥''.lf. ’ム一政 5

25. f 24 cm 手II

付録： t-tit iu11111n 

Q611 65 

市、｜亡命，十lf.t, :i'dtのことを記しである。

大命保八年以る。

付録巻末に「此 A 巻省羽fU里子常陵子所蔵せ

るを刷にfl'd＇.！・ て児普勝にJ果せて写させ置ぬo

’k政jj_戊ノ1・ ，，三戸j1冬 柴田f真言」とあり，ま

た r+1,1義勧II命ハ月lj考会ナレドモ散失ナキ為ニ

合ff仕トセシ也」と朱，与がある。

715 社倉議草

り－

19 J' 24cm 手口

標題は社倉H：法取誠番付

付録：社会大dむ

716 社倉勧喰

!j'. 

8 f 24 cm 平II

Q611 66 

QCll -67 

1'-1:frの救iilLに必切なことが勺，！l'i'ぷの人；tリ

4：ことなどをふ，i.diしである。
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717 社倉法割合 Q611一出｜ 722 荷；；f Q612一2 

718 

719 

雨森正煉写文化14

6丁 24cm 和

社倉の趣意，利fnl:，計算て与を記したもので

ある。

キ土倉夢由来書 Q611 69 

写

28了 24cm 手E

明治二年己ノ秋醤和歌山渚 Q611 70 

宇土倉趣意

f写

37T 24cm 平日

JJi',三重県北ヰミ重喜郡における， ネ上tr;t支援の趣

/J.:, 士見WJ'Ir三を，leしである。

720 中升＝ 干員善 Q611 71 

宇土倉私議

干Jj

24 「 26口n 平日

社合創設に関する建議書で，米の朱rの？去
にならってj涜 l:I二割u？；・ したものである。安

永三年'1見る。拙修斎議書のうち。

Q612 農業史事情

721 船橋怨i,1（随落）

古今回制通考 10移

’F 
てr

10冊 23cm 手II

Q612 - 1 

｜到ililJ，度量衡等の沿:.'J'iを説き，各}j1(1iにわ

たり詳細な考託をつけてある。 iりlif1初年に

成ったものである。

回法濁合黒占 12巻

，勺． 〔安政3〕

12 llリ 27cm 手II

古今111:1111通巧に重さなる部分あり。

723 市；;,tβ ；法｛，＼ （随手伝） Q612 3 

同法濁合票占 12 YJ 

’与

12間 27 cm 手11

724 横l11 ti l消 Q612 4 

儀典類纂国制篇 10巻 1:1、！録 1巻

東京 イi"pJ¥l堂 11)1if, 16 

11 ill} 26 cm 平日

J: i1:,• より｝＿）＿［ litまでの川市ljを集長正してある。

725 種籾作付飯元米慮分方法 Q612 5 

諮問禽議日誌

写日月15

35T 24cm 平II

山｜！りit－において，！日消ll,i'(ににrtf.Jけた栂f},l

iH.Jfu>i米の処分}ji」、を総代会に 4治11:Jしたと

きの，i義＞Ji:fij/，で、ある。 l1111 F品のお：剥Lをfリ！I I Iし

である。

Q613 農業理化学

726 耕作豊凶試抜書 (.JGU 1 

'J 

41 J牟 24cm 手II

笠JXIの1lfJ;J包わ、よびF..川Jじii＇ーよりよ fヒIi.fドま

で、JJJ,if. ,ft: '!:!_cなiiのF..主Lを .tc しどあ，~＂
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727 佐藤 ｛；｝季

培養秘録 5巻補遺 2巻

’十’一止

7ilサ 27cm 利

Q613-2 

著者がlj!f'州~尾の旅館でがiんだ時， f-のJ;t

淵に II｝受した草木培養｝jの秘訣である。

728 古争1,,;J県毛編

焼 I：肥料輿農婆録

東京香取WJ、i’il)Jif. 18 

58 1会 23cm 手II

Q613 3 

：ミi11Jl司豪t芸大J:f¥l字fi＇践の 1t11JJした焼 I:)；巴午、｜

の)jiJ，、，九極的i物の栽培iL、を起したもので

ある。

729 フエスカー，マソクス Q613-4 

肥培論 マソクス，フエスカー著

ii主；・；1；切j訳

本Iii村（千葉県） m総会 IIJJif, 20 

37 P 21 cm 

¥f-tは， l::l1l'fi-i’万i"ii川l雇として， J比国にj帯化

した人で，その議i'i誌の司t,I｝＇である。

Q614 農業工学

730 佐藤 f. i" fr 

限防溝j血志 4 ：｛安

’与

4 ffす 27cm 手II

Q614 l 

洪水の難のある u也を祝祭し，川尚一請の民一

怒を批評しかっ，必：比をIJIIえて堤1:}jの泊り

かを述べたものである。

Q615 
作物栽培
病虫 害

731 f主Jiti its訪日 Q615-1 

巻目序巻却

日

手
↑

法

m

種

れ

耕

2

部

f

六

市
木

写

V
ト
れ

草

草木の根，幹，皮，葉，花，支の六音llにつ

いて， その？信JIJ,キ主rtHi話干長の）ht;を目命じた

ものてもある。

732 悔 JJ;i 克兎

仙波叢，l；：田園騒轟賞験録

東京イf隣堂明治 19

18 r 22 cm 和

Q61ら- 己

持虫駆除の ｝jt」、を，：cしたものである。

Q616 食用作物

733 山!pf i七英

ニ物考

太1i!I堂天保7

20 T 23 cm 平日

序文には「救荒二物考」，巻末には

Q616 1 

「勧l;'J:friiiiit二物巧」とある。

11，熱蕎主主と渇れい：;I;=の性質，効用等を論じ，

よXJ:&, l!'i'品E，食 Ill の ）Jil； ミ号を ~51. く。

1,JJ,:c：阪本堂松i川W:：蔵；1}.:c 養閥均‘蔵当記

ィ、必，I；没之，：c チ1'J1文庫

734 大成 ノ-k'i Q616 2 

農家心得草

与

33 ・1 24 cm 手II

支の栽士出，社会のこと，およひ、有毒槌物の

悶，l）』を載せである。

735 貯奨法

I壬

25 T 27 cm 手口

QG16-3 

!!'i'穀の}j1去について往復した書類である。

青事1,,;J折Lの主下車氏をf史JIJしである。

ドJJ,ic：静1,,;Ji,LAJlミrl'fiJi県
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736 酒勾治Jl)j Q616 4 

改良日本米作法

東京薬品槍太郎防jifl 20 

186P 19cm 

Q617 工芸作物

737 増田充綾 Q617 1 

製茶新説 2巻小林長樹補言I

三省、書屋 Jl)cj治 6

44 T今 23cm 手口

実地の経験による茶の栽培と，製造の方法

とを三じしたものてもある。

印記：遠州、｜月 j,i';J関口氏蔵

738 上手本 自邑；欠111；・ 7工i1 i白il来

茶業必要 2巻

著者 IIJ]itl 10 

2官サ 23cm 手ll

Q617 2 

茶の栽培，製法等を記したものである。

739 占月 三長綴

ヲ茶務愈載

東京 内務省勧決）i;J蔵版 l明治 10

Q617 3 

59了 23cm 和

著者は，我悶に改良製茶のd，を伝えた人で，

本書は，その）Jil，を記したものである。

印記：逮1-H月l,i;J闘lJ 氏蔵

AUI 
η
i
 

可
’
a晶

、ム
UQ

 

。。
旬
E
A

i
u
 

彦栄太

白

1
J

問

要

凶

甚

須

静業

〔

北
川
茶

珂同nu 
凋
怜マ，

54 P 19cm 

茶の栽士音，製子誌の力法を記したものである。

741 静 l,,-;JW% Q617 s 

茶業改良法

古手l,i;J ~,!,~ Ji)i- JIJ I di 21 

107 I' 20 cm 

~lll!;U»J .. 1技 Fの，i,l},:,r；を迷iL＇.したもので，

静｜品J:ii¥:のU'.Ut, '>UI', ;j：、r!Iとについて ,f¥J,{1,

製茶の hiL、を，il'.したものであるの

742 椎質油製造方願書

与

:0 J. 23 cm 手II

j必＇；fには， I ,1tit'l'l'i1!1製法 ｝j版l,1:: J 

とある。

Q617 6 

11)1 if；二年八）j犬械の’たでの製ィJi)}j ，（卜11fを11([

Ii'.たものである。

743 木之実御取締筋取扱方願書

lj'. 

6 )" 23 cm 手11

!W'tffには i桝之hに就き取締 ｝j似 ,1：：」

Q617一 7

とある。

i1l1製j立のため級遠三二／E／における犬似のJ、

のi収集め，；,i;;1tnて・rにi弘IL, JfJ(ti'i'i Jiを昭！UI＇，た

ものである。

ド[J,ll'.：遠州）j＂引制 i111(縦

Q625 果樹園芸

744 西洋菓樹栽培法 Q625 1 

llflt行使 IIJJ if; 6 

33 J会 24cm 手11

｜刑判i仰の1,WJ阪，桜，梨， りんご，すもも，

あんず、~t；；の凶j芋秘史格Iの｝｜列R, JIJ途を説き

fJU:tυII よ L を，~1 角干し， .1｛土台iJ：、を，lじしたもので、

ある。

ド[l記：遠州、ITl 1,,;J闘i11i:::n政
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745 Jil',i)i' fli'.t 

菓木栽培法 4さき

w:,;( cl存｛j' Iリlif; 9 

4 Ill} z:1 cm 平II

'+':fMの桜町i，製造， J!'i＇品E，力にオ、るま

Q625-2 

車｜｜｜に ,;t;:f；のjiJf，先そのf也を参阿イJして，＼L'.Lたι
ので、ある υ

l:Pi¥L'.：遠州、JJJli,JI制Ill¥11波

746 f象？？お－：m；紘，i

葡萄効用論

r. ,1ilit 1升！＋〔，＇11 ~l IIJJィ｛i17 

15 J 22 cm .fell 

Q625-3 

ぶど〕 d〕；:f¥J}iを感んに L，ぶどう if引を製iき

して｜｜本iJI月I二代え， ；十く一殺のii'i伐を少くしよ

〉とし、 ・j,iiおであるい

Q626 疏菜園芸

747 あした草集説 Q626 1 

り

8 J" 27 cm 手II

,,/';,I；：をリiIllして八二u出版陀あした；植のこと

;'i:-;¥!Eべたもので，本車綱11作家の‘庁｜：であ
, 

イJ0 

Q630 蚕糸業

748 日本生糸説 、1'・111成… ・ti[＼；：｝《 Q630-1 

l'lj 洩［E[f!Y:覧会,Hf;;J;,j 

54 J ・ 21 cm ねl

内芥： 〔ハイメン夕、ーへ〕 ll本イi：糸ノ説

ツツビンゲル氏 II本生糸ノ評論

パピエー氏 H本生糸織物撃定l1f

灯、太平rjfE［ノfトワ養蚕実験規則

十ilii兵i・1Ji1イ弗よJrJ百lレコジュ， ジア y ポ

ンサ摘，＼！て

Q633 栽 桑

749 f.出h't J:勾）；（ Q6:-l3 - 1 

育桑小話

'J・ 

31 J ・ 2Gcm 剥l

主主の松Jf'iについて記したもので，織lI！光之

i'Iぺ：1¥r)J／がある。

[:[1,JL'.：宇Ii本立校j,Y;]L¥ji誌記；＼L'.

Q635 育 蚕

750 阿部 竹一次111;

宮内全.f）；説麓桑秘録

気質村著者 iりiif; 19 

38 P 19 cm 

養蚕の)ji）；、を記したものである。

Q635-1 

751 静［，Y,JW! Q6:15-2 

養謡改良法

古手J:i;J キiMiiJr IIJJ ifl 21 

44P 20cm 

静［，！，］民しが， fir'.々イ，Nてdをti{L、て開催したボ

糸~改良，i,'liiii 会の速記録である。

Q645 家畜

752 能11i堂 1：.人

j霞馬新議

揮善屑 長iノ・k7 

38T 26cm 手II

Q645-1 

.！！.＼の合；Ji＠，僚がJ，械舎，品奇術等を；＼L'.したも

のである。

,,11,ic：述州JJI,川闘lIJ.＼蔵ィ、息：ii；：’立之，1l'.
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Q647 養

75S 花 媒 2券（欠巻 2)

'lj'. 文化 2

103f 23cm 平11

蜂

!,lli';i{には「JL笈雑JcJ とある。

Q647 1 

続篇襟題には「花のなかたち」とある。

街蜂1-1弘jする，¥11,:ltを雑記したものである。

正il記：幸Ji山城；！｝政

Q648 畜産製造

754 〔森i±l 龍之助〕 Q648 1 

理豚製造法

千葉千葉県磯乾製造所明治19

25 P 20cm 

Q650 材； 業

755 漫画山林法律

東京綴文社

58 f 21 cm 手口

題主主には「LIJ林法律Jとある。

合綴：マルヘット氏山林制度論

山中本車圭済論

「襖国博覧会事務局Jの罫紙を使用。

Q650-1 

Q651 森 林経済経営

75f- 静岡山林事務所状況 2巻

写［IりJdi 16〕

Q651 - 1 

2Hせ 27cm 手ll

IIJ j if; j ・), ij'.閑11元老院議1＼・巡僚のJI札制交

のもので，駿遠IJ:cl司の＇（；・林にi主1する各栂

の.ici!J¥を1,1',めてある。太政A・Ji;t11百務fi静

l,i;J11J林事務所・ t主尚務fi出張所＇.＇.！；－；の界最LI:を

（＇主JI/してある。

757 官林中機樹植込立木御梯下願 Q651 2 

’lj’ 

3 J会 27cm 手II

駿i"JiE/ ;L J, !ti）十IIg川、！の・1＇：・林ヘ，線付 Jを納込

み， tt本を製J止しよ）として，原！UI＇， したも

のである υ

Q658 林産製造

758 77ベマキ栓木製造解説書

写〔IJJj治 16〕

Q658 1 

5 T 27cm 平日

明治十六年駿i•J国統津1l/llH中三番町（現藤

枝市）今井通II寺より，その経営する，アベ

マキ樹皮松本製造の状況を，関口元老院議

't'fにと申したものである。

Q661 水産経済経営

759 佐藤信季 Q661-1 

99-

漁村維持法 2巻佐藤信i知l校

千IJ llJj治 9

2 j¥l} 23 cm 手口

if{¥fずの状態を論じ，不if（＼の｜際に備えるの道

を説いたものである。

ドil記：途リl卜IIJIMJ日目iIH::il:i立 不息舟堂之J



Q670 商 業

760 元和年間帳簿 Q670 1 

写：

4冊（箱入） 18×47cm 利

駿「n茶商店の大福帳の残簡である。

Q682 交通史事情

761 漢閤水陸通路記事

東京績x社

77T 21 cm 手口

イ寸：例国道路記事（34丁）

餓道説 (16了）

Q682-1 

オーストリア，フランス，ベルギーなど

の交通を記したものである。

762 船橋怨信（｜強を）

宿線人篤助合考

写

Q682 2 

16丁 23cm 利

付録：明治維新蛍初にあ、ける!l}J郷廃止

論（大LL!敷太郎） （「経済研究J

35号抜、刷）

駅馬，伝馬，助郷の沿革を述べ，助郷制度

の人民に及ぼす迷惑の大であることを説き

その廃止をねじたのである。 船橋：恐f言の

脊中には，随｝奄，随足1奄などと見える。

印記：閥1:1，緋堂珍蔵之記

763 船橋慾信（随落）

宿騨人馬助合考

写

16丁 23cm 平日

題主主には， 「宿線人馬助合考，耕堂叢

Q682-3 

書之内」とある。

印記：関口耕堂珍蔵之記

門
川
H

Z
小，m

 

書

h

留

2

流臨

調

〕

御

写

配

方宿制？’
 Q682 4 

正徳、より天保に主る，宿三lj御絢流を集めた

ものである。

Q683 海運

手応
1

北
大

m

ヨマ

1

C

ヨ

令

’

（

記

中

山

石

遺

白

海

口

リ

羽

V

J

2

井

奥

判
判

E
J
 

C
U
 

”’’ Q683 1 

奥羽：少卜｜より，江戸にでる海運のことを論

述したものである。

766 前島答i

東海道中舟路之概略

写 〔著者自筆〕 〔明治 2〕

16T 24 cm 手口

付録：前島街！J',J舟の東海道交通言t・t[li］書

Q683-2 

（関li泰）

表紙に「前島氏自筆。 t書六字ハ先考ノ筆

カf!J-j治二年前嶋氏ι1，泉奉行タリシ頃ノ計If樋

カWi村出記Jと朱討がある。

印記：迷州、｜！］｜品！閥11lJ:蔵
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Q700 
間＋帯四

てZミ

Q721 日本画

767 1斉宮 秀民主

雲畑路傍

Q721 1 

2巻

東京王山堂 11i1zh 7 

2冊 23cm 手II

巻頭，自次には「'l＼対J;JJili-見附仰」とあ

る。

池野霞樵以下， 十六人の111(1家の伝記を記 L,

Z書家の略評を載せである。耕2玄関口正の書

入れあり。

印記：遠州月間関口氏蔵

Q728 書道

768 千坂手抄 Q728 1 

写

60丁 24cm 手II

題主主には， 「千坂＇，＼：：.＇Lie鉢之抄， 11本

筆法名家書家甘u寺j とある。

前半は諸書よりの雑抄，後、rは＊；子I＼，作家の

田昌伝を載せである。

術

769 J"r(;j ，＇山、f{?,111¥

古筆名葉集 2ど志向

刊 交政 5)'( 

ss r 16×8 cm 利｜

題主主「ρJ掠山筆名葉集J

見，ll＇，「I砕布IJili"筆名葉集」

Qns --2 

イff，な古筆の名称，筆-r.－を，：L'.してあるの

770 胤よ館編 Q728-:1 

鳳文龍彩申占

！，［.［；；（鳳文館 IIJjif,'18 

57 J" 24 cm ,!:Ji 

fJ,p＼：／＿＿日muの刻がje,}J比したことについて，

れを fli' い，治－~，の寄せた ，（＇l メどを集め，］；［，；］）阪

にして ，＇l',JViしたものであるつ

Q756 金工
・＋＋綱

τz:;;;-

771 型f-111 ,:~%111 J 

ィl：何； 金工名譜

パI; ~Ii· I川1qnHliitU jと化 7

iii本 18×7cm 利｜

Q756-1 

I l 1'l, ;i:＇.γ、与をL品百iL合同； Ii-る'.itI ぴ〕三系，；;Hfて、

ある。

-101-



772 近 藤 守 長 （ ii：療） Q756 2 

~Jヌ：考

1与：

28T 24cm 平日

万叙に関する名称の考証である。巻末に

「丈政トィ文子年三月十－ 1::l，越智直i受」

とある。

773 万槍圃

？ゲ

Q756-3 

凶 3枚， 100×16cm 

内容：本多店、）BJ公蛸齢制f虫食

'.M刷、鍛冶京近の万 菊一文字

774 古器使覧 Q756-4 

lj、

19 r I三］ 27 cm 手U

言i-：［守の武器，その他各種の凶説である。

775 五l床貞之 Q756-5 

兵械考設 5巻

小笠原政安写 文化 9

2冊 24 cm 平日

泊旅貞之の説を基とし， f也の諸家の説を参

与として，武呉その｛也の与え正をしたもので

ある。巻末に［子時文化九年申二三月五H中

井尚時j'Jf.f;ノ'.tjjく々 ｛昔リ I而l丙］年六月十二日

小笠原i原政変：与：之j とある。

印記：遠州、［fl附隙ll氏 蔵

776 甲脅威之注文 Q756 6 

近松茂矩写

49T 24 cm 和

合綴：甲腎難問答書，金革問答

題1ii"には「It'宵注文，［，）］難問」とある。

「甲脅威之注文Jは，甲宵製作についての

佐枝政之進の説，「甲宵難問答書jは，，p宵に

関し， fll島政純のfUJに近松行茂の答えたも

のである。

正μ記： i劉＋｜月間隙口氏蔵

777 伊勢貞丈（安藤） Q756-7 

鎧色談

民家FJ；（作kム：’り： 二人：iり16 

40 r 24cm 手II

付：古鎧色白

古鎧色白の中より， 、i’主主総，i去に漏れた成0,

の名を選んで， ず号，（d；したもので、ある。

印記：遠州、iI-J [,1;JMM I I l¥：成不息者堂之.ii..'.

778 頬曽圃鑑 Q756 8 

藤林郁太郎等り 文化 6

22 J 28 cm 手II

巻末に「此紙、＇11刈鑑m日係必iり l珍家［;l;J~、望被

為{i；｝受狼ィ、口l有｛也凡打也 津軽議巨リIJIJ孝信

八自｜；紀宗之Ji)r厳」 ［λ・j主公 r-fi ；，：起 h•f之 r:;

厳林有iUd!I；，勝IJ；（中m:;_,:1i!d』x丈イヒ己巳歳九） j

LP五皐Jとある。

印，ii..'.：遠州Jj [ii,lflrJ I I l(n絞民総；1,,J

779 器械制

：り：

Q756 9 

36了 24cm 手II

武具についての注怠を ρじしたものである。

印記：遠州月 i~·H孫j Ill（桜

780 伊勢貞丈（支蔚） Q756-10 

器械制様疑

’5 

42T 25cm 手II

4京j芭jlこは「lilJの丈’Fを｛史Ill

「日；十械；lli]J を批評したものである。巻末に

「-ti・：｛会J処憐斎翁所見示之島；｛本j止1Eス 交政 r
政 J巳WJlL戸j 守tUIJとある。

ドJJ.ii~ ：遠州月 i同協 il氏戯

781 練心臓器械制口義 2巻 Q756 11 

ιメ

2 ff甘 24cm 手II

題宣言には， 「r.：＋械；jjl]II主主j とある。

ドJJJ己： i主
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Q787 釣魚遊猟

782 太旧教品

幕教制 近松茂矩校

写

38丁 24cm 和

Q787-1 

狩猟の方法，用語等を詳細に説明したもの

である。

印記：遠州月間関口氏蔵

n
H
N
 

f

求
r
1m

 
c
 

記

お

狩鳥

円

J

追

写

U

府水向。
0
0
 

7

’
 

Q787 2 

天保十ー年三fl，追鳥狩のことを記したも

のである。

印記：培達堂菅議蔵印

遠州月間関Ll氏蔵

Q789 武 道

784 上村真由美

弓材考

：与安i攻 2

9 f 25cm 手口

「弓材六種身」と［Ji］書

Q789-1 

巻末に「安政二乙卯年二月写之」とある。

印記： i意外間間関口氏蔵

785 上村真由美

弓材六種考

写 安政 2

8 f 24cm 和

Q789-2 

「弓材考」と問書である。巻末に「安政二

乙卯年二月写之Jとある。

786 弓鵡秘侮誠書下

：写

'25T 24cm 手口

炎ti主には， f弓前豊秘｛導者ゐ」 とある。

Q789 3 

印記：遠州月間関｜］氏蔵

787 日置流射的審

稲生荒太郎：与： 天保 3

18T 24cm 布l

Q789 4 

巻末に i天保三壬反年三H吉祥El稲＇t虎太

郎版原.iE規↑英勺：」とある。

788 fjJ勢貞丈（安粛）

簸之書

関口千三店II写文久 3

19丁 26cm 手口

Q789 5 

自在の詳解図説である。

印記：遼外出l河関口氏蔵 不怠書堂之記

789 伊勢貞丈（安粛）

犬追物聞説 2巻

写安永 5

2甘す 24cm 和

Q789 6 

犬追物に関する故実，法式を詳解剖説した

ものである。

印記： i室州、｜月｜品］欄u氏滋子jIll 

790 弓馬之故宮町 3巻

小笠原j攻安写 文化 11

79了 24cm 和

Fl紙には「弓馬故実」とある。

Q789-7 

巻末に「：文化 I・ -{J'-戊 十 刊 中 旬 ， 小 銭/;lt

政安誌之J~ある。

印記：遠州月間関il氏蔵
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791 弓馬之日記

小笠原政安写 文化11

93T 25cm 利l

Q789 8 

巻末に「文化ト一年I文三月卜二il 小笠原源

政安誌之」とある。

印記：遠州月｜品，JrtMLJ氏蔵

792 上回 、子J蔵

軍馬秘嬰 6巻

赤城病曳写

2官庁 24cm 手LI

Q789 9 

諸説iの毛忠雀jをとり， 自五どのくふうを川｜えで

つくった馬術の書である。

印記：遠州、IJ-JI刷協i口氏蔵

Q800 

Q813 辞 書

Q900 文

Q910 日本文学

nuu 

f
木川
lm

 

phu 。ι

書

汀
馬

g
J
n

流首ηo 
nud マ， Q789-10 

高腿流のF耳打で，伊勢貞丈の奥書本の写であ

る。

ドJJ.lc：附il耕堂珍蔵之記培達堂

エ庁ii'i語道印

吾五
回ロ

声L色

号ー

794 梅 鼎J作 Q813-1 

字象 14巻補選 1巻

大阪芳野原ti.兵衛〔寛政ij'-111！〕

15冊 28cm 手｜｜

字11111索引による渓’何千，i:lfである。簡主主によ

る増註・補遺

品L色

守ー

795 伊勢貞丈（安粛）

安草野小説 10巻

写

1併lす 27cm 手日

Q910-1 

えぬバ＇￥：，故実等について，解説し答問したも

のを集主義しである。

印記：遠州、｜月間関口氏蔵
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Q91 l 詩歌

歌詩夜良

写
中殿P

目白日ヲ’ Q911 1 

67T 24 cm 手II

寛政三年中秋殿中応、教詩；：Ix，松T越中守’論

告，植崎九八郎意見封事卜六ケ条等を集録

しである。

印記： j易岱50率

797 近世八家詩集巻上抄 Q911-2 

’＇.if. 

12 T 24 cm 手II

刊百I辺長流， f曽契沖の：fxを記しである。

798 似雲

武者小路長畢続殿口義

伊藤幸佐写 寛 政 6

Q911 3 

68丁 24cm 平日

歌人武者小路実陰の歌道に関する話を似雲

法師の筆記したものである。

799 ーもと九日記釈法輪撰編

江戸辻村Ji兵 衛 事 保 21

13了 22cm 和

題1f「飛とも登乃日記」とある。

Q911-4 

二十一代集中より武蔵野近辺に関する手11欣

を集録したものである。

印記：勝野家蔵

800 歌謡百人選 イiゴミ），，： 泌がm編

1j.’［メくf民12〕

80 ]" 25cm 手II

Q911-5 

i.tl(III六社・，r.J.ド司 (1人の手11::f);fJI＇，，怖を自、め， fl,

f；のづ、{J;, {'fc,＇，，＇， の.i'fとf）」を.it.'.した也のである o

JJ .,¥-c、に I大：！与＇. Iー： -tII: i[' l'f,J I I・ ) J '1；：之ー｜湯舟－

L人かねこ jとJ，る。

ドP.:c: i坊i首丈w

801 i丘Jilli 守 i示（ 1H::f) 

富士廼煩 2~ 

り：

Q911 6 

2 fllJ 26 cm 利｜

ド巻の足！）主には I;,;1 l:J うt・i;j とあるの

{tl¥ 11 I家Ji,長ーより，’ネ't'（までのl体：fj；を ffめたも

のである。

正｜］百c：瀬没茂｛パ

802 JF il/X 

正徹物語 2巻

江戸；f41i;(N,'.JtFぐi!ii等天保 15

2官庁 22cm 平II

Q911 - 7 

手年1;・の：：fx，、主に関する物Iii/＼で＼ i'I 1泳の：：f¥, ,i,・ 

::fx, ::fJ;,¥,iJの注釈， ::fl;，；命令ーを11o¥げである υ

803 得岱叢書

与

69 ]" 24 cm 手II

Q911 8 

。同皆に｜立14る，＼／＇；，！｝：を 1らめてある。

804 百薬庵主人

峡猿抄

fl'J二ぷ'J-j'. 文化 3

12 J. 23 cm 手II

Q911-9 

宇多？］；ミt/, 1'¥:t州天！江大）！＇11 Iii ・）さのHキの：孔

行幸の11'I Iに土、j・9・る巧drl：を記してある。
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805 隠 筆

りお

Q911 10 I s11 鈴木正三 Q913 3 

47T 2:'lcm 手II

806 Ji品川1 ＇［星術（ );jJ) Q911 11 

f星寓先生倭詩集 5春 続 l巻

fl］よ｛ヒ 2W}j、

108 J 27cm 平II

)f：よは『／ f~＇. 14 ii'・ 

J(f,;i！！；（↑I ( 1布。）利1::f）；を 1よめたもので、ある。

1,1J .:c : ill州JJl,1;]1品II 11（が

807 Ii_!ヰ11 .Nr,',1¥,,i 

新百人一首

勺

12 J 24 cm ね｜

Q911 -12 

小 （， (1人争i’？にならってj'JEんだものである。

808 ,・:,c I;;( ;,j 1!( Q911-13 

菅公百首

’lj 

6 r 24 cm 干II

・{¥IJ;(j註l汽のl涼んだ：：1x(i尚を 1,1.',めたものであ

る。

Q913 小説物語

809 太平記の詩歌連

'.lj'. 

8 r 26cm 手II

Q913-1 

太、i九；じの，，，の，tS,::fj；をJ友斉したものである υ

湯岱文庫用主主

810 平家物語詩歌撮量生 Q91:o-2 

11 r 26cm 手II

、 11·· 毛， t古~.ilf の ,jr より，；1,::1x を L防止した孔のであ

る。

l!i板ゑ人因果物語 3巻

fl] 

66T 26cm 手LI

例をあげ，｜大I＊のfillの免るべからざること

をがれミた仮名草紙である。

812 M'i f戊季

古今著聞集抜寄

与

27T 23cm 手LI

内科：よ学ノ；＇HI

手11,:f大λrm

Q913-4 

編成季の古今著聞1,jSを抄録したものである。

巻斗〈に f;t,NE'.lk＇十二年 1UJ.11＇抜1とある。

813 太平記

写

29 r 23cm 手LI

太平記の抜警である。

Q914 随筆小品

814 1都 市 総 （ 春m11J

北窓E寅談

写

23 Jゐ 23cm 手[I

Q913-5 

Q914-1 

著者の随筆である。本書は完本ではなく

所々を抄録したものである。他に骨叢集

などの抜すいを附す。

ドiJ記：泌岱文庫

815 山崎美成 Q914-2 

海銀 2巻 $）1編 1巻 後 編 1巻

'j’ 

4 flせ 25cm 手II

1:,wやでん－＇.~ ,, "Iに敦：t,じII’I if本がある。
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816 太田 rti畝編

南畝叢書店ii1,/', 3巻

江戸小凶堂 fi~X 1 

4冊 24cm 手II

内容：第 1冊 巻 1 仲IL！主，.. 主兆

仲［11J;(5｛~！11l者

Q914 3 

第 2・第 3illt怨 2 i+Uiif，淡／・.・ド

ii呆i111,fff,jfcl；，：手当：

第 4甘lt 巻 3 1 J ,iJ:Ji/,HM 'i'-,iN 

817 新tr (l行 U',J:c) Q914 4 

折たく柴の記 3るー

1-f 

3 ill} 22 cm 手｜！

l’I！＞どの粍IJ，足利u占べ与を，＼じした手｜｜よの t'I叙｛j；で

ある。

Q915 日言己 車己行田

818 瀧i軍馬琴 Q915 1 

壬！文章毒旅漫録 3巻

東京 l?.I: ：＿’＇.）；｛： II} Jifi 18 

3 ill} 23 cm 平｜！

j也B主には， ｛梢旅l＇見合）d とある。

非行が宇和！二！比fドIi.Ij江 ｝；を発 L, itfiiui位

を卜牟ってよ；〔古｜；より大阪にオ、り，%｝途伊勢参

1与をして江｝；に帰った途ijiの記録で、ある。

巻末にI均11/1盆11'.の奥／；：がある。

819 竹添進山［＼ Q915 2 

機雲峡雨日記 上巻，桟雲峡詩：京

東 京 奈 文 堂蔵明治 12

2冊 22cm 手ll

支那車己行あ、よびその詩Jど集である。

印記：遠州、！月間関口氏蔵

Q917 菰刺滑稽

820 ],'i] d'l、｜’

妙々奇談

り

[i{C:c, 

:・n J 18cm 平｜｜

Qm7 1 

Jil(J家， ,i；ぶ，泌、j正ti・,，（.＼＇人てなを題材として

これを什t;i•Jとした i/'l 千iH》こである υ

1:JJ i:c : fJ,Ji.本万11，立 ,l;:J:JJ j、，11没

Q919 日本漢詩文

821 竺，ix:資

菅紳E頁f窓詩

iT!; 此イ，，－；，；，治Hk 天保 3

22 T 22cm 平II

Q919 1 

治家の’「＇＇ flfl込’H：＆（の,i.＼＇を集めたものである。

J,JJ iic : fJtii事1':.Iヌl,1;: 

822 村松 j辺湘 Q919 2 

娩村遺稿 下 Iiiぷi卜j』1 小／Jfi11i斎校

i'i'(,[,,-,] Jl"l1頼dill攻防！di21 

42 ]" 22cm 手｜｜

｜ぬ村は静i品lの人， ；.（＿政 l・ij'に'J:.まれた。 l廷

を;fiとし著述数磁がある。

823 闘li 降 1E

砲槍官余響

/{;f¥'i書窟i歳時hf;28 

31T 16cm 平II

日清戦役従箪中の詩を集めてある。

Q919-3 
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824 野村文夫（同荘） 県木痴袋 Q919-4 

遊毛百詩

東 京 国 々社明治 21

32丁 18cm 和

明治二十一年著者が，上毛地方に遊んだ時

の詩である。

825 1宵1~，； 秀堅

北総詩誌

！＋［｝；（ 玉Lli堂 lリlif;10 

33 J 23cm 平II

ー名「線総余事jとある。

正p記： ;Ji附l孫；窃図書之，Jc

Q920 中国文学

826 李主

思痛記

刊 光緒 6 （明治13)

22 J司 26cm 平日

ω日!Y-!:) 

Q920-1 

成豊年Jill百Lにあって，逃れたときの思い出

を記したものである。

827 村瀬鋭利litlliii Q920-2 

方正撃文粋 巻 3

「lj

34 r 22cm tll 

ド11,ic：遠州）J/,l;jf;制II JX;i~宣

Q921 詩文

828 穣海婚言 Q921-1 

刊 光緒 13（明治 20)

8丁目cm 和

｛専惣元の日本およびアメリカに赴くのを送

った詩文である。巻末に「留久能山Jと暴

書がある。

829 イ専慾元 Q921-2 

春喜慮詩燕（稿）初集

fiJ 光緒 13( I明治 20)

19｝ゐ 18cm 手口

著者の詩集である。巻末に「欝久能山」と

墨書がある。

830 孫呂吉 Q921-3 

831 

108-

子字文註

京郁 夫王寺屋市郎兵衛

36 J今 26cm 手LI

足fj'0fには「千字文集註」とある。

［｜本のflj本である。

ドP.:c.耕堂

Q923 小説

鍾旭全侮 安iE堂補

,1~：林劉｛警松将行

80 T 25cm 手II

Q923 

l<Jffiには「全像J奇童重道 出身絵妖f導j

とある。

支JJ[I小説である。時！版

J:[J,:1：：閥ll耕堂珍蔵之；i己 i会i＇－￥－ 隊長

凶j己文w

1 



Q928 全集選集

832 乍 JぷJ:' Q928-1 

宋李忠定公全集 1/ IIH2容

首ー巻 4巻 奏，；義)11lS J(安 土；ll主選29恐

（欠巻 11. 12) 

！己日長 IIJjf(,1）：『江 』υ支12

24 illr 28 cm 干II

｜人j’会：お llilt I／’ II i止

cj¥ 2 1111～ e1"¥ 3 !Hr i守谷 l～ 4

cj¥ 4 lilt～お11Jiit 奏ぷjぎを l～lS

cj¥ 12illt～抗2S[IIJ 丈1去iきどき.1～29 

（欠おl7JIIJ) 

十、i,r;・;,: l~ii で、ある。

1,iJ.:c : .&J十1111刈16f.JI I l＼；政 不息，1；：堂之，tc
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書名索 引



凡 例

1 この索引は，この目録に収録した資料の書名を，冠称を省いた書名の五十

音順に，排列したものである。

2 この書名索引は，原則として書名の冠称，副書名を省略して記載したが，

冠称，副書名等，必要であると思われるものは，冠称を書名のつぎに（

に入れて記載し，副書名は書：名のつぎに 00  0のように記載した。

3 「合綴寄J「附録」等は，その個々について者名分出をし，その個々の「綜

合妻名」を，分出した書名のつぎに（ ）に入れて記載した。

4 排列したものについては，妻名の後に，本文中の資料番号をつけて，索引

の｛吏にひもした。



書名索引あ～え

伊賀者烈士山緒之焚 ...・ H ・H ・H ・－－……...・ H ・－－… 224 

脊桑小話 ・…・・‘....・ H ・...・ H ・.....・ H ・－…....・ H ・－－－ 749 

石井復讐記 …....・ H ・H ・H ・......・ H ・－－－－…...・ H ・－－－－ 261 

犠師秘笈 ...・ H ・－－…...・ H ・.......・ H ・－－…・・…...・ H ・－ 622 
｛あ】

伊豆七烏全園（増訂） ・H ・H ・....・ H ・.......・ H ・－－…・・ 443 

伊井七島物産曾社諸願届向留記 …・...・ H ・H ・H ・－ 640 

青標紙 …・・・・…....・ H ・－－－－－…・・…・・・・…・………－ 499 I 伊豆風俗志 …・…・…...・ H ・－－…....・ H ・－…・・…… 523 

f屋機縦1-til見 …・・……………・・・……・・…………・・ 575 I 伊勢固 ‘志都多気谷之圃 …...・ H ・.........・ H ・－－－－ 451 

握奇集解旦支出j －－－－－－－－……・・…・…・・・…・・………・・ 573 I 市予書留 ....・ H ・－－…....・ H ・－－…...・ H ・.......・ H ・－－－－ 504 

撮奇八隙u主解 ・・…・・・・・・…・・・・・・……・・…・・・……・・ 572 I ー全流鎌兵侍解 ・……...・ H ・.....・ H ・........・ H ・－－－－ 581 

握奇八陳集解（れi笛i秘術に合綴） ・・・・…………・・ 574 I －－目JJ. .-fi成十化更始 d ・・ H ・H ・－－…...・ H ・......・ H ・－－－ 95 

赤穂義二i二F筒 …...・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－ 217 I乙丑新聞志 ...・ H ・－－…...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・－－ 189 

赤穂義人纂.i:: ・H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－… 215 I 犬追物闘説 ...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－ 789 

赤穂雑，le －－－－・…...・ H ・…・…………・・・………・・ 213 I 夷匪犯境問見録 ….....・ H ・－－………ー・・・・……－－－ 305 

赤穂資.＼L'. －……………・…・・・・・…・・・…....・ H ・－－…・ 211 I 人墨形修[I構場所附，.....・ H ・.......・ H ・.........・ H ・－－－ 505 

J菱総砂降.le ・・・・………・…・・・….....・ H ・…...・ H ・－－－ 661 I 凶果物語（新板ゑ人） ....・ H ・.....・ H ・........・ H ・－－－－ 811 

浅針内［ff：鋭機iilllf(J佐｜！？行主I］般 …....・ H ・H ・H ・－－…・・ 209 I 正P幡沼開設別記 ….....・ H ・.....・ H ・－－….....・ H ・－－－－ 655 

浅Ill!Jc（主主喚信Mi紗のうち） …....・ H ・・ H ・H ・－－…－ 517 

b!.ヰI］＂学校事政与 ……・・…...・ H ・....・ H ・…...・ H ・－－－ 520 

あした草1t説 ...・ H ・－－－…....・ H ・－……...・ H ・－－…・・ 747 【う】
飛鳥Ill（落！！古露三抄に合綴） .....・ H ・....・ H ・……・ 223 

アベマキ栓木製造解説会 ...・ H ・……………・…・ 758 

雨ィ主；駁 ・・・・・・・…・…・・……...・ H ・・ H ・H ・－…......・ H ・－ 262 

アルチェル氏博物館ノ説 …・・……・・……・・・…－ 51 宇多々寝の目覚し（海防之儀論に合綴） …・…－－ 204 

安燦小説 ・……………・……・・・………ー………・・ 795 乳母局寺極楽寺御由緒之事 …・・……・・・…・・・…・ 132 

安策議書 ...・ H ・－－…...・ H ・－－………...・ H ・－－……… 52 浦和及所湾近傍 ...・ H ・.....・ H ・－－…・・……......・ H ・ 431 

安藤漫筆 ・……・・・・・・・…...・H ・.....・H ・－…………－－ 301 2主則的侍 ・・…・・・・・...・ H ・－・…・・…………－…...・ H ・ 767 

安民墜さ（新吉原由緒書に合綴） ・・………...・ H ・ 257 雲上示正鑑（懐玉） …・…・・・…・・・…・…...・ H ・－… 369 

｛え｝

｛い｝

営m輯要 ...・ H ・H ・H ・......・ H ・－－－－－－…...・ H ・－……・・ 693 

易経本義 ・・……・・………………・・……...・ H ・－－ 70 

飯倉敵討の事（新吉原出総書に合綴） …...・ H ・－－ 257 I益知新録抜f: …....・ H ・........・ H ・........・ H ・H ・H ・－ 694 

井伊家覚書 …....・ H ・－－…....・ H ・－…・…....・ H ・・…・ 365 I蝦夷志 ・・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・－－－・…－…・…・...・ H ・－… 408 

井伊家簿記 …・・…・…・…....・ H ・－…・…....・ H ・－－… 364 I 江戸室鎗秘鐙 ….....・ H ・....・ H ・.......・ H ・...・ H ・－… 196 

井伊家聞各｛街i年譜 ……－…………....・ H ・－…...・ H ・－ 363 I 江戸1;1）園 ….....・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－－ 440 

井伊氏系闘 ……...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・…・・ 362 I 江戸古総闘（再刻） ・…...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－－－ 432 

家忠、日記精補 …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－ 164 I ，工μ圏（延賓） …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－ 433 

家ff公莞去之事 ...・ H ・－－…...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・－－ 385 I江戸闘（元禄） ...・ H ・－－－・…...・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－…・ 434 

家康公御幼少物語 …・…...・ H ・－－……...・ H ・－－…・・ 379 I江戸溺（正徳、） …...・ H ・H ・H ・－－….....・ H ・.....・ H ・－－－ 435 

醤家人名録（今世） ...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・－－… 614 I 江戸箇（李保） ...・ H ・－－…...・ H ・－…...・ H ・－－……… 436 
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書名索引え～か

江戸闘（質麿） ・…・……...・ H ・－－……・・…....・ H ・－－－ 437 

江戸砂子温故名跡芯（績） ...・ H ・.....・ H ・－－…・…・・ 524 

綴之書 …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・......・ H ・－ 788 

沿海記事 …－…...・ H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・－－－……－ 203 

醸山和ifi::合水集 ...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・・・ lOt 
【か｝

逮川救荒小録 ....・ H ・...・ H ・......・ H ・...・ H ・...・ H ・－－－ 666 

逮駿豆輿地精細闘解 ........・ H ・－…....・ H ・－－－…・・・ 446 

延文略年表 …...・ H ・－－…・・ H ・H ・－－…...・ H ・－－……・・ 150 J!M？手議説 ....・ H ・.....・ H ・－－……・・・…・・・……・…－－－ 44 

3正命十句続斉経霊験記 ・・・・・・・・ 一一・・・・……ー・ 106 
［回顧録 ・……・・……・………・・・・…・・……・…・…・・・ 396 

開縦娠粥法 ...・ H ・・・ H ・H ・－－－－…－…－・………・…・・・・ 689 

舎所取調Jj二付合「1斤役人）七三主IB候寄付 ・…・・・・・ 276 

｛お］
開拓使事業報告 ・…・・・・…－－…・…－・…一…・・…・・・・ 489 

外蕃通略 ・・・…・・・・・…・・・・・……・…………・…・・・・ 155 

海防止さ社ilJ －……・・・…・・・・・・…………………・…・・・・ 534 
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「
関
口
家
文
書
追
贈
の
記
」
序
文

祖
先
が
学
問
好
き
で
あ
っ
て
も
子
孫
が
無
学
で
あ
る
と
、

せ
っ
か
く
苦
心
し
て
集
め
た
書
物
を
売
り
払
っ
て
生
活
の
資
に
し
て
し
ま
い
、
こ
の
よ
う
に
し
て

貴
重
な
書
物
が
行
く
え
知
ら
ず
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
く
な
い
｜
｜
こ
れ
は
伯
父
関
口
隆
正
が
そ
の
養
父
、
私
に
は
祖
父
で
あ
る
関
口
隆
吉
の
蔵
書
の
末

に
記
し
た
文
の
一
節
で
あ
る
。
し
か
も
祖
父
が
親
し
く
見
聞
し
た
の
は
、

子
孫
が
無
学
の
故
に
散
り
散
り
に
な
る
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
仕
え
て
い

た
徳
川
幕
府
が
滅
び
る
と
、
個
人
の
蔵
書
の
み
で
な
く
幕
府
の
重
要
な
文
書
ま
で
も
散
亡
し
て
ゆ
く
無
惨
さ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
晩
年
、
苦
心
し
て
集
め
た

幕
府
時
代
の
法
制
軍
事
か
ら
備
荒
等
に
至
る
ま
で
の
数
多
い
書
物
を
、
久
能
文
庫
を
作
っ
て
こ
れ
に
収
め
、

一
括
し
て
永
存
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
も
、

み
ず

か
ら
見
聞
し
た
右
の
事
実
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
久
能
文
庫
に
収
む
べ
く
用
意
し
た
書
物
の
外
に
も
、
祖
父
に
あ
て
た
諸
家
か
ら
の
手
紙
や
揮
事
、
祖
父
自
身
の
メ
モ
の
類
な
ど
、

い
く
ば
く
か
の
も

の
が
、
わ
が
家
に
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
一
つ
だ
け
を
見
て
も
大
し
た
意
味
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
が
、

そ
れ
を
一
括
し
て
見
る
と
、
間
違
い
な
く
幕
末
維

新
と
い
う
激
し
い
時
代
の
空
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
し
、

そ
の
激
し
い
時
代
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
古
人
の
努
力
の
あ
と
ま
で
も
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
そ
こ

(14) 

で
私
は
、
こ
れ
は
全
部
を
一
ま
と
め
に
し
て
保
管
す
べ
き
で
あ
り
、
分
散
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、

そ
の
方
法
を
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
現
在
は
静
岡
県

立
中
央
図
書
館
に
は
い
っ
て
い
る
久
能
文
庫
に
追
贈
す
る
の
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
こ
こ
に
於
い
て
そ
の
交
渉
を
近
藤
さ
ん
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
ら
れ
、
爾
来
、
一
二
回
に
わ
た
る
寄
贈
を
な
し
て
、
そ
の
す
べ
て
が
所
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
『
関
口
隆
吉
博
』

ま
で
、
旧
本
の
体
裁
の
ま
ま
に
覆
刻
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
数
年
来
、
私
の
心
に
か
か
っ
て
い
た
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
こ
れ
で
解
決
し
た
と
い
っ

て
よ
い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
右
の
経
緯
を
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
、

そ
の
執
筆
の
労
を
ま
た
近
藤
さ
ん
に
お
願
い
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
こ
の
記
録
を
、
こ
の
た
び
の
こ
と
で
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、

お
礼
の
印
と
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
と
念
じ
て
い
る
。
同
時
に
わ

が
闘
口
一
族
の
人
々
に
、
祖
父
隆
吉
が
久
能
文
庫
に
寄
せ
た
心
を
永
く
忘
れ
ぬ
た
め
の
よ
す
が
に
な
る
な
ら
ば
と
願
っ
て
い
る
。

八
十
翁

関

口

隆

克

昭
和
五
十
九
年
九
月
一
日
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清
一
背
字
典
。

豊
中
兵
話
〔
新
聞
〉
O

支
那
時
文
談
論
（
印
行
）
）

備
州
物
産
字
引
（
印
行
〉
O

依
以
と
湯
野
〈
印
行
）
叫

績
砲
槍
俄
抑
留
日
行
）

J

杭
蘇
日
記
（
焼
失
）
O

翠
論
訓
義
ハ
印
行
）
O

時
耕
雨
一
積
ハ
雑
誌
V
O

夢
界
雨
婦
惇
日
行
〉
。 東

洋
年
表
（
抽
出
失
V
O

勅
語
字
訓
（
印
行
不

大
石
内
臓
之
助
妻
ハ
新
聞
）
つ 闘

文
淵
源
ハ
印

(13) 



明
治
三
十
七
年
五
月

明
治
三
十
九
年
一
月

明
治
四
十
年
入
月

明
治
四
十
二
年

大
正
元
年
七
月

大
正
二
年

大
正
三
年

大
正
四
年

大
正
六
年

大
正
入
年

大
正
十
一
年
十
二
月

大
五
十
ニ
年
四
月

大
正
十
四
年
一
一
一
月

大
正
十
五
年
一
月

（
四
十
九
歳
）

（
五
十
一
歳
｝

（
五
十
二
歳
）

（
五
十
四
歳
〉

戸
五
十
七
歳
）

（
五
十
入
歳
〉

ハ
五
十
九
歳
）

（
六
十
哉
）

（
六
十
二
歳
）

（
六
十
四
政
）

（
六
十
七
歳
）

（
六
十
入
歳
）

（
七
十
歳
）

（
七
十
一
殻
）

陸
軍
遁
諜
止
な
bf
満
洲
に
赴
〈

僻
職
蹄
朝

市
浦
洲
鍛
道
合
枇
員
と
な
り
大
漣
に
赴
〈

明
治
四
十
四
年
ま
で
再
び
皐
潟
に
渡
h
銀
行
及
印
刷
命
日
枇
創
立
の
業
に
従
ふ

御
大
喪
以
後
夢
界
と
枕
し
世
事
を
拠
つ

九
州
を
巡
遊
す

一
服
建
省
一
服
州
に
旭
i

一日川
1
4
d
ま
h
v
I
J
主
』
心
リ
こ
．
3
司
ト

h

－maiト

hm巾
U
m－－＋
i
t
う
I
F－－

股
順
高
等
串
作
一
一
敬
師
左
な
h
支
那
人
早
生
に
漢
文
を
敬
ゆ

僻
職
京
都
串
林
町
に
同
す

泰
同
州
洲
よ
り
師
朝
ま
で
赤
穂
事
岳
寺
性
職
を
助
け
て
義
士
の
事
蹟
を
調
査
編
纂
せ
し
む

(12) 

東
京
に
移
り
九
月
大
震
に
遇
ひ
克
に
静
岡
に
移
る

新
居
成
ι
リ
東
京
市
外
大
井
町
に
移
る

疾
に
躍
h
四
月
二
十
六
日
渡
す
o
静
岡
市
外
臨
済
寺
仁
葬
る
、
諦
問
問
院
夢
界
正
慶
騎
士



従
四
位
一
十
五
年
十
二
月
。
叙
品
動
三
等
一
十
七
年
九
月
。
任
弘
静
岡
牒
令
一
牒
藤
卑
隊
。
人
以
得
レ
不
レ
可
レ
居
。

君
目
。
所
レ
期
鯨
治
美
ヰ
。
藤
子
レ
何
有
。
公
退
有
レ
椴
。
轍
致
品
力
於
故
荒
書
…
日
五
口
以
備
品
他
日
一
也
。
十
九
年

七
月
。
任
昌
静
岡
鯨
知
事
…
叙
4

勅
任
官
二
等
…
十
一
月
。
叙
品
正
四
位
。
君
政
績
之
美
。
不
レ
可
レ
勝
レ
数
ο

而

尤

不

レ欲
ν
擾
品
人
民
一
常
以
品
休
養
生
息
…
矯
レ
務
。
君
之
所
z
以
持
一
良
二
千
石
一
而
其
名
被
レ
重
品
於
朝
野
日
以
レ
此
也
。
二

十
二
年
四
月
。
愛
知
燃
施
。
行
＝
招
魂
祭
一
請
レ
君
来
曾
。
乃
坐
忌
土
工
海
車
一
既
過
品
阿
倍
川
一
血
〈
4
4

東
行
採
車
一

相
鰯
。
君
左
足
負
傷
。
時
十
一
日
午
時
也
。
事
関
品
四
方
一
親
王
大
臣
ゅ
貴
族
故
奮
。
或
這
レ
使
慰
問
。
或
這

(9) 

レ
陸
自
説
者
。
陸
績
不
レ
絶
。
十
八
日
特
皆
殺
品
従
三
位
一
五
月
十
七
日
途
嘉
。
享
年
五
十
文
四
。
葬
晶
子
駿
河

図
安
倍
郡
安
東
村
臨
済
寺
一
遠
近
命
日
レ
葬
者
五
千
人
。
是
目
。
勅
賜
－
一
白
絹
二
匹
。
金
二
千
圏
一
君
鴛
レ
人

沈
毅
寡
言
。
天
性
忠
孝
。
最
＝
智
略
一
寛
厚
剛
直
。
所
レ
欲
レ
成
不
レ
柿
桂
昌
踊
一
稲
…
強
詑
博
沿
。
精
於
本
朝
典
故
一
傍

及
品
外
閣
一
又
能
鑑
a
別
品
万
剣
鼎
晶
界
一
白
奉
薄
而
施
レ
人
厚
。
親
戚
故
奮
。
有
品
貧
者
一
周
郎
甚
至
。
居
レ
｛
呂
清
廉
。

任
レ
才
使
レ
能
。
不
レ
捧
親
疎
一
不
レ
念
＝
奮
悪
一
故
人
柴
レ
得
一
之
用
一
配
稲
生
氏
先
残
。
縫
妻
山
田
氏
。
生
二
男
四

女
一
男
日
品
壮
士
口
一
養
弘
前
水
氏
子
隆
正
一
矯
レ
嗣
。
妻
以
品
長
女
一
隆
一
正
譲
品
家
舵
古
一
山
田
氏
残
。
妻
品
大
塚
氏
一
生
昌



及
品
馬
腹
一
馬
驚
逸
而
免
。
後
安
房
守
寄
レ
書
。
署
日
品
鐙
部
川
先
生
一
明
治
元
年
。
将
軍
納
品
雄
銭
一
天
子
親
攻
。

持
レ
有
－
一
王
師
東
下
之
奉
一
江
戸
騒
擾
。
人
心
鼎
沸
。
二
月
。
前
将
軍
入
品
上
野
大
樹
院
一
恭
謹
待
レ
詔

Q

輪
王

寺
命
レ
駕
西
上
。
表
正
将
軍
持
一
他
意
一
君
等
血
〈
有
レ
力
五
品
。
四
月
。
大
総
督
持
レ
入
品
江
戸
城
一
君
鴛
品
精
鋭
除
一
政

取
一
粂
－
一
町
奉
行
支
配
調
役
一
君
務
鎖
f

鹿
品
暴
徒
一
既
市
有
レ
詔
。
封
品
徳
川
氏
駿
河
一
君
鴬
品
公
用
人
…
桔
＝
据
其

間
一
苦
慮
非
レ
一
。
五
年
正
月
。
任
三
瀦
鯨
権
参
事
一
十
二
月
。
轄
一
置
賜
牒
参
事
一
叙
品
従
六
位
一
未
レ
赴
柱
。
吏

韓
品
山
形
豚
参
事
一
八
年
十
二
月
。
任
品
山
口
牒
令
一
九
年
一
月
。
叙
品
従
五
位
一
先
レ
是
前
原
一
誠
辞
レ
職
蹄

(8) 

郷
。
持
レ
有
レ
所
レ
魚
。
暴
徒
潜
伏

Q

物
議
騒
然
。
君
廃
誼
暴
徒
一
寛
鼠
得
レ
中
。
於
レ
是
。
萩
城
之
説
。
官
軍
大
捷
。
一

誠
就
品
縛
一
子
嶋
根
限
綿
一
尋
慮
レ
斬
。
残
黛
四
散
。
不
レ
出
品
数
日
一
賊
徒
悉
卒
。
十
年
二
月
。
鹿
児
島
乱
作
。
前
原

残
集
。
特
T

復
操
＝
萩
城
一
矯
A
M

一
之
庭
援
一
君
先
レ
機
慮
置
。
不
レ
使
レ
得
品
其
士
円
高
石
之
功
居
u

多
失
。
九
月
。
鹿
児
島
乱

亦
平
。
葦
山
口
燃

J9一
中
図
九
州
之
咽
喉
一
白
＝
熊
本
萩
城
之
役
一
馴
’
致
品
鹿
児
島
之
乱
一
四
海
沸
騰
。
人

情
反
覆

J

不
レ
知
レ
所
一
底
止
一
君
虞
一
身
共
間
一
遺
レ
兵
銀
レ
糧

Q

未
d

一
営
日
安
居
一
功
名
頴
著
。
世
務
費
豚
令
一
乱
平
之

後
。
君
金
以
レ
休
－
養
民
力
一
矯
レ
念
。
或
勧
レ
君
僑
弘
山
道
路
一
君
但
笑
而
不
レ
答
。
十
四
年
。
任
品
元
老
院
議
官
…
叙
品



故

静

岡

牒

知

事

従

三

位

関

口

君

碑

銘

君
誇
隆
吉
。
宇
良
輔
。
披
歎
掛
川
。
関
口
氏
、
共
先
出
品
六
孫
王
経
基
一
経
基
廿
世
孫
氏
庚
。
務
調
口
刑
部

少
輔
一
矯
品
今
川
義
元
妹
夫
一
義
元
養
品
其
女
一
配
品
東
照
公
一
所
謂
築
山
夫
人
也

u

今

川

氏

亡
a
氏
庚
孫
回
円
且

母
姓
一
日
a

飯
泉
左
内
一
矯
レ
借
居
－
決
蔵
駒
龍
村
一
建
二
寺
一
日
品
徳
源
院
一
日
一
合
潟
－
hs
興
組
一
左
内
後
数
世
。
怨
品

大
草
氏
匡
一
至
4

話
阻
害
仙
一
任
品
水
野
美
濃
守
一
配
関
口
氏
。
生
レ
女
。
養
昌
隆
船
君
一
骨
F
女
婿
一
後
第
幕
府
御

(7) 

持
弓
奥
力
一
郎
君
之
考
也
。
天
保
七
年
。
九
月
十
七
日
。
生
晶
君
子
本
所
相
生
街
…
君
幼
敏
議
。
有
品
奇
童

稽
一
受
T

句

議

於
4

木
村
金
平
一
筆
法
於
松
嶋
故
山
一
年
十
三
。
出
就
品
粛
藤
篤
信
耕
一
息
J

撃
剣
一
最
静
一
心
長

沼
流
兵
法
一
就
品
大
橋
前
苓
一
治
－
誕
義
日
十
七
。
父
老
。
襲
品
共
職
一
是
時
。
米
艦
来
品
浦
賀
一
天
下
漸
持
参
事
一
君

金
激
励
。
静
一
戦
陣
事
一
博
交
叫
一
天
下
名
士
戸
母
レ
有
昌
義
奉
話
相
不
レ
惜
品
安
力
一
周
『
旋
品
其
間
一
屡
上
書
論
品
時
事
一
流

沸
長
大
息
不
レ
菅
也

J

既
而
一
橋
公
襲
一
将
軍
職
…
是
時
志
士
異
レ
設
。
閉
鎖
紛
紛
。
未
レ
有
レ
所
レ
蹄
。
君
過
品
九

段
坂
一
逢
－
一
勝
安
房
｛
寸
跨
レ
馬
来
一
君
謂
安
房
守
。
唱
叩
陶
開
港
設
一
諜
レ
園
者
也
。
抜
レ
万
撃
レ
之
E

設
中
昌
其
鐙
一
万
鋒



同

十
ご
月
二
十
八
日

明
治
十
五
年
十
二
月
七
日

明
治
十
六
年
四
月
十
二
日

明
治
十
七
年
二
月
十
三
日

同

九
月
二
十
七
日

明
治
十
九
年
七
月
十
九
日

明
治
二
十
一
年
五
月
十
五
日

明
治
二
十
二
年
二
月
四
日

同

四
月
十
人
臼

同

五
月
十
七
日

同

五
月
二
十
一
月

同

（ 

（
四
十
七
歳
）

「

U
4
ト
l
L
h
h九
ノ

f
u十
』

／

点

、

「

η司
L
i
怜
u
l泊
J

〆

P十
一

J
i
ノ
｛
円
＼

！日j
ヘ
HhH
．・γ
一一一爪山九
J

7
（
 

（
五
十
四
歳
ゾ

へ
斗
叶
d

f
f
hド

山
口
脇
下
小
折
小
堕
校
資
本
と
し
℃
金
拾
凶
差
出
し
た
る
に
依
h
木
杯
一
個
下
賜
サ
ら
ゐ

羽
一
一
一
等
に
叙
せ
ら
れ
旭
日
中
授
立
を
mm
ふ

j

－由・
f
p、
虫
食
会
、
け

H
L
l
，
、
，

刈
寸
人

w
k
Z
N
R
主，
Li
と

a
f
C
Z
2
、
？
f
〕
β
に
I
2
3
、ゆ鳥川けサ，－
P
E
E
H
Hド

L
s，
、
，

B

，nd
a
s

－－，’
q
c
I
h
i
iシ
、

E
J
n
H
e
l
v
J
F
J
O

t
－

f
、、
T
w
bレ
f
r
I
ハ
2
U
4
7
’i
r
t
イ
a

v

＼ーノ

げ
附
腕
令
に
任
守
ら
る

同
川
川
日
間
知
事
に
托
や
ら
、
い
肋
任
官
二
等
に
叙
せ
ら
れ
と
級
俸
を
賜
ふ

別
抗
（
川
市
此
京
以
店
、
い
川
仇
川
小
枇
帥
部
制
批
川
崎
間
制
枇
大
成
御
組
制
枇
へ
告
祭
幼
伎
と
し
て
市
庄
内
仰
付
ら
る

山
訟
法
何
詑
山
市
中
此
ハ
能
向
治
定
に
引
い
求
告
の
た
め
い
却
問
問
問
管
内
ハ
日
凶
幣
枇
勅
使
と
し
て
活
向
仰
付
ら
る

'---" 

特
旨
そ
以
て
位
一
級
を
匙
め
ら
れ
従
三
位
に
叙
ぜ
も
る

、J

捻
去
サ
ら
る

非
誌
に
付
勅
使
E
f
－
し
て
静
川
勝
書
記
宵
伊
志
同
友
方
翠
向
白
縮
緬
ニ
疋
下
賜
せ
ら
る

(6) 

川
公
資
金
千
凶
下
賜
せ
ら
る

ハm
M
間
際
知
事
官
口
問
問
削
減
の
同
氏
問
以
降
詩
よ
り
抄
録
す
）



天
保
七
年
十
二
月

明
治
五
年
一
月
四
日

問

十
一
月
二
日

同

十
一
月
十
日

同

十
一
月
二
十
三
日

明
治
六
年
十
ニ
月
二
十
七
日

明
治
七
年
二
月
十
人
日

明
治
入
年
六
月
十
二
日

同

十
二
月
二
十
七
日

明
治
九
年
一
月
二
十
五
日

明
治
十
年
六
月
十
四
日

同

七
月

同

十
二
月
十
人
目

明
治
十
－
一
年
二
月
四
日

明
治
十
四
年
二
月
十
二
日

同

コ
一
月
二
十
五
日

同

入
月
六
日

関

日

（
三
十
七
歳
）

！司同！司ハ
三
十
入
歳
）

（
二
一
十
九
歳
）

（
四
十
歳
〉

同（
四
十
一
歳
）

（
四
十
二
歳
）

I司！可（
四
十
四
歳
）

（
四
十
六
歳
）

同同

隆

氏

譜

（
諒
隆
吉
、
宇
艮
輔
、
銃
賦
祷
）

略

年

士
口

武
臓
閥
葛
飾
郡
本
所
相
生
町
一
丁
目
に
生
る
（
墓
銘
に
は
九
月
十
七
日
生
る
と
あ
b
）

協
牒
参
事
に
任
や
ら
る

、.＿，

置
賜
騎
参
事
に
任
や
ら
る

、.，，

従
六
位
に
叙
せ
ら
る

、ー／

山
形
脱
参
事
に
任
体
』
ら
る

山
形
勝
槙
令
に
任
守
ら
る

正
六
位
に
叡
せ
ら
る

五
等
剣
事
に
錐
任

(5) 

'-../ 

山
口
脇
令
に
任
守
ら
る

従
五
位
に
叙
せ
ら
る

皐
校
資
本
と
し
て
金
五
拾
間
差
出
し
た
る
に
依
り
木
杯
一
個
下
賜
せ
ら
る

、ーノ

山
口
牒
逆
徒
暴
動
に
曾
し
蹴
精
霊
力
し
た
る
に
依
b
慰
持
の
矯
め
酒
肴
料
金
拾
五
闘
下
賜
せ
ら
る

、J

鹿
児
島
逆
徒
暴
動
の
際
謹
力
不
砂
に
依
り
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
金
五
百
闘
を
下
賜
せ
ら
る

静
岡
牒
下
血
中
枕
修
繕
費
と
し
て
会
拾
七
回
差
出
し
た
る
に
依
り
木
杯
一
個
下
賜
せ
ら
る

議
官
に
任
喰
ら
れ
る

」J

従
四
位
に
叙
せ
ら
る

、J

山
形
勝
構
令
奉
職
中
地
租
改
正
事
務
勉
轍
に
付
共
賞
と
し
て
白
縮
緬
ニ
疋
下
賜
せ
ら
る
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五

傑

寄
附
書
籍
ノ
目
的
附
及
所
減
者
ノ
姓
名
張
メ
報
介
ア

Y
ヘ
ジ

但
ジ
文
庫
寄
附
書
籍
制
日
規
則
来
Y
廿
年
一
月
賞
施
ノ
臼
克
－
二
本
ヲ
郵
誌
ス
へ
ジ久静

久能岡

山
能

文

庫

仮

事

久

能

文

庫

建

設

目

論

見

現

況

故
静
岡
牒
知
事
出
口
従
一
一
一
位

醤
幕
府
時
代
ノ
香
川
淵
ヲ
始
メ
汎
ク
十
日
今
ノ
文
市
ヲ
集
幹
保
存
ス
M
F

毛
ノ
ト
ス

駿
河
凶
有
山
市
久
能
村
久
能
山
東
照
宮
抵
内
之
五
居
時
ノ
社

千
鳥
破
風
多
門
法
二
郎
山
崎
、
土
瓦
目
、
桁
行
冗
問
梁
間
コ
一
間
軒
高
十
六
尺
正
而
畳
間
庇

何
廿
二
午
十
一
月
旭
工
廿
↓
一
一
平
一
一
一
月
評
成
ノ
見
込
．
此
建
築
技
見
積
高
令
七
百
凶
宮
司
伯
爵
柳
探
保
申
寄
附
ノ
約
定

一
経
費
京
照
日
枇
入
令
第
二
部
ノ
内
ヨ
リ
ノ
一
ヶ
年
金
拾
同
ヲ
出
ジ
之
ニ
充
ッ
、
残
訟
ρ

保
存
金
ト
ジ
－
ア
積
立
町
モ
ノ
ト
ス

一
保
民
有
志
者
ノ
好
川
会
一
プ
川
市
街
ス

Y

モ
ノ
ト
ス

一

書

籍

故

伊

間

服

知

事

山

口

従

三

位

脱

納

一

保

管

者

東

照

宮

制

服

右
文
庫
設
立
ニ
付
山
口
家
ノ
依
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依
リ
評
議
村
川
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巾
叩
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や

は

ポ

h

v

n
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h
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治

廿
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年

十

月

十

五

日

（右
h
p

放
閥
口
隆
古
代
ノ
次
予
ナ
市
京
都
帝
国
大
喰
同
議
館
長
女

mmfM川
村
山
氏
所
攻
ノ
以
本
一
一
司
断
）

務

所
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庫

設

立

趣
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書

久

官B

文

庫

建

設

ノ

鹿
半
口

新
ヲ
競
ヒ
奇
ヲ
間
川
日

vmヲ
比
へ
巧
ヲ
一
ザ
ヒ
、
問
、
欧
ヲ
本
倣
ジ
、
市
、
米
ヲ
折
衷
ジ
畑
町
々
趨
伊
日
二
胤
η
ノ
月
ニ
将
ミ
闘
家
間
明
文
運
旺
盛
ノ
時
ユ
際
ジ
所
謂

ι

久
能
文
咋
ヲ
建
設
ス
ル
ヤ
世
態
ニ
諮
背
ジ
事
勢
－
一
作
民
ス
U
Y

如
シ
ト
雌
ト
毛
、
然
レ
ト
毛
円
一
品
ノ
悲
素
ヨ
ク
脱
税
議
者
好
古
ノ
一
癖
－
一
出
w
F
Z

過
キ
ス
ジ
ア
他
ア
w
F

－一非
Y
ナリノ
O

按
ス
ル
’
ニ
サ
4
4
北
保
氏
ノ
令
洋
文
咋
足
利
文
庫

O
O
氏
ノ
林
附
文
庫
徳
川
氏
ノ
駿
河
文
庫
官
士
見
文
時
楓
山
文
庫
ニ
於
ケ
U
F

多
グ
年
所
ヲ
歴
書

庫
ト
共
一
ニ
一
般
説
、
ν
共
時
々
結
セ
サ
戸
モ
ノ

P

制
リ
伊
卦
ノ
林
附
下
野
ノ
足
利
二
咋
ア
w
y

ノ
ミ

o
然
リ
而
ジ
ア
偶
々
現
存
ス

Y
所
ノ
書
ヲ
見
Y

ニ
版
ネ
皆
宋
明
古

版
ノ
経
史
ニ
止
マ
リ
、
我
陪
史
地
引
等
ニ
山
川
係
ス
U
F
J

者
ア
w
y

鮮

v
o
故
－
一
人
1
久
能
文
昨
ρ

事
－
プ
歴
史
地
四
統
計
法
律
沿
革
諸
科
ニ
供
用
ス
山
戸
ノ
古
書
欝
籍
ユ
在

p
－
プ
、
版
本
潟
本
間
的
折
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ヲ
論
ス
U
Y

無
ク
凡
ソ
我
伊
川
地
方
ユ
…
凶
出
総
故
ア
ル
毛
ノ
ヲ
捜
経
蒐
来
ス
ル
ヲ
先
務
ト
魚

γ
、
経
典
子
史
ノ
如
キ
川
乃
チ
共
次
ト

λ

、
亦
敢
－
ア
距
ム
エ
非
サ

Y
ナ

y
o
抑
屯
欧
米
討
問
中
土
ノ
一
話
ヲ
論
ジ
一
件
ヲ
説
ク
ヤ
遼
ク
希
脱
線
均
等
ノ
醤
凶
古
史
ヲ
湖
査
ジ
其
書
ヲ
掌
重
ス
w
y

コ
ト
金
玉

ノ
如
ジ
ト
聞
ケ
リ
＼
然
ソ

ρ

別
殺
誌
米
一
小
生
ノ
一
昨
他
年
博
税
ノ
串
士
山
見
氏
来
遊
西
行
地
理
沿
革
等
ノ
編
集
著
作
ア
山
て
一
常
ア
是

ν
此
ノ
文
庫
未
タ
必
ス
ジ
毛

小
柿
無
ジ
ト
部
ブ
可
カ
ヌ
ス

c
江
糊
川
灯
ノ
対
子
芯
ハ
昨
日
以
ス
w
y
m

ヲ
愛
マ
ス
陸
綴
寄
附
セ
ク
V

ン
コ
ト
ヲ
副
都
望
メ
0
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ノ
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ラ
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ス
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ヲ
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ノ
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議
者
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指
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金
等
ヲ
要
セ
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若
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U
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U
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A

書
籍
ノ
保
存
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宮
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体
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寓
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ヘ
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ヨ
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後
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Y
コ
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ア
w
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ろ
が
叉
同
時
仁
、
緋
新
前
後
よ

h
明
治
廿
年
頃
ま
で
の
我
闘
の
中
央
政
治
及
地
方
政
治
仁
闘
す
ゐ
好
－
資
料
た
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
の
で
あ
ゐ
。
悦
ふ
に

封
跡
地
政
治
勝
止
せ
ら
れ
て
中
央
集
椛
の
王
政
復
山
（
し
て
之
h
T
完
成
せ
ん
に
は
中
央
地
方
共
仁
行
政
の
街
に
嘗
る
先
輩
の
苦
心
は
今
日
吾
等
の
想
像
以
上
の
難
事

で
め
っ
た
の
で
あ
る
o
能
〈
之
を
成
就
し
て
明
治
政
府
の
基
礎
定
ま
h
、
明
治
二
十
三
年
立
憲
政
組
確
立
す
ろ
ま
℃
に
は
内
憂
外
患
も
砂
〈
は
な
か
っ
た
が
、

大
館
に
於
て
明
治
の
大
改
革
も
順
調
に
匙
行
し
て
今
日
あ
る
を
致
し
た
の
は
上
御
一
人
の
稜
威
と
、
我
閥
踏

ω然
ら
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
偽

政
者
の
人
ι
干
の
施
設
抑
制
持
宜
ん
し
き
ケ
持
た
ち
功
続
は
遺
る
ぺ
か
ら

5
る
も
の
が
あ
る
0

日
正
等
の
事
情
念
具
閥
的
に
物
語
る
所
の
志
料
を
含
め
る
此
蒐
蓄
を
整

醒
し
て
皐
界
の
参
考
に
供
す
乙
は
問
る
立
義
あ
ゐ
こ
と
＼
信
す
る
の
で
、
特
仁
簡
単
な
る
解
題
を
附
し
て
参
考
に
供
す
る
こ
在
、
し
た
o
斯
る
蒐
書
に
解
題
を

附
す
る
に
は
相
併
に
害
心
土
佐
立
と
ケ
要
す
る
こ
L
し
は
・
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
向
は
幾
多
の
粗
漏
な
さ
ぞ
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
看
る
人
事
に
之
を
寛
恕
せ
ら

れ
之
が
批
正
に
つ
当
労
を
惜
ま
れ
‘
ざ
ら
ん
こ
ar－
を
切
望
す
る
。

此
蒐
書
は
故
開
口
降
士
口
氏
自
か
広
蒐
め
ら
れ
た
る
も
の
多
き
そ
占
h
u

る
も
、
養
嗣
子
隆
正
氏
が
蒐
集
に
肇
官
叫
に
共
事
業
を
輔
け
ら
れ
た
の
で
ゐ
る
。
或
る
も

の
は
降
一
正
氏
白
か
ら
の
秘
減
守
も
散
凡
す
る
の
で
あ
ゐ
。
氏
は
支
那
却
に
造
詣
探
〈
、
情
同
著
名
の
患
者
と
交
は
b
厚
〈
、
加
ふ
る
に
詩
文
ド
l

長
じ
た
る
の
で

斯
る
蒐
書
の
成
れ
る
の
も
偶
然
で
な
い
の
で
b
る。

(2) 

本
書
に
陵
吉
氏
の
年
譜
仁
添
ゆ
る
仁
降
正
氏
の
年
前
J
V
以
で
し
た
の
は
之
が
潟
め
で
あ
る
門
説
者
之
を
諒
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

本
書
金
本
文
庫
に
イ
L

編
纂
す
る
に
常
h
，
T
－
降
士
口
氏
二
月

京
都
市
川
凶
大
串
教
授
．
文
与
博
士
新
村
山
氏
及
降
正
氏
の
嗣
子
東
京
朝
日
新
聞
枇
員
怯
皐
主
闘
口

恭
氏
の
助
力
を
受
げ
た
る
こ
ん
町

昭

和

三

年

三

月

静
岡
聯
立
葵
文
庫
区
民

貞

松

修

議



緒

言

内
丸
抱
交
庄
は
本
文
躍
の
特
別
山
地
者
一

r
．
本
鴻
’
P
投
開
口
隆
古
氏
内
所
戒
せ
ら
れ
た
む
の
で
ゐ
っ
た
。
同
氏
本
燐
在
任
巾
に
之
を
海
本
え
し
て
本
嬬
下
久
抱
向

に
問
書
館
ヤ
設
立
し
て
之
を
公
開
せ
ん
庄
の
計
川
M
一
（
別
項
同
館
計
制
者
参
照
ぜ
を
準
め
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
ニ
年
一
二
月
不
慮
の
出
来
事
で
負
傷
し

同
年
五
月
菟
去
せ
ら
れ
た
の
で
共
立
ぞ
果
九
一
子
、
共
悦
久
能
山
枇
務
所
に
保
管
し
て
あ
っ
た
ち
の
で
あ
る
O

大
正
十
年
本
文
庫
設
立
の
議
決
定
す
る
や
直
に
常
時
涜
松
高
等
工
業
墜
校
長
で
あ
っ
た
長
子
関
口
舵
吉
氏
は
此
蒐
書
の
全
部
二
千
鹸
冊
eg厚
意
を
以
て
寄
贈

す
ぺ
き
凶
円
本
鴨
知
事
尚
一
同
秀
彦
氏
に
申
出
で
ら
れ
た
の
で
、
知
事
は
之
ケ
受
納
し
て
本
文
庫
に
燕
む
る
こ
と
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。
以
飛
肢
に
七
年
燥
を
経
過

し
た
る
が
、
本
文
庫
は
創
設
及
開
館
事
務
じ
位
は
し
く
之
を
狼
瑚
す
る
の
機
舎
を
符
な
か
っ
た
が
、
夫
等
の
事
務
ち
稿
φ

片
付
い
た
の
で
弦
に
之
が
目
録
ケ
編

成
し
て
解
題
V
附
し
斯
道
の
嬰
考
に
資
す
る
こ
と
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

）
 

唱
B
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関
口
隆
士
口
氏
は
別
項
共
謀
仰
銘
等
に
A
兄
へ
あ
が
知
〈
幕
末
の
志
士

τ後
明
治
政
府
に
仕
へ
て
は
一
隅
岡
、
山
形
、
山
口
鵜
等
に
権
参
事
、
参
事
、
勝
令
に
躍

任
し
て
維
新
草
加
の
地
方
行
政
に
常
b
て
功
績
を
皐
げ
．
話
い
で
元
老
院
議
官
に
任
ゆ
ら
れ
中
央
政
治
に
盛
謹
し
、
明
治
十
七
年
九
月
本
牒
令
に
佳
壱
ら
れ
明

治
二
十
二
年
五
月
菟
去
せ
ら
る
ま
で
、
共
任
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
o
共
同
本
版
政
に
桔
措
勉
糊
し
て
残
せ
る
功
績
は
決
し
℃
砂
〈
な
い
の
で
あ
る
。
維
新
制
業

時
伐
の
こ
と
と
て
其
苦
心
は
手
常
一
様
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
O

現
服
属
合
の
新
築
の
畑
き
も
同
氏
計
却
に
な
る
色
の
で
あ
る
が
、
就
中
産
業
、
枇
舎
事
業
方
面
民
議
せ
る
功
績
は
渡
す
ぺ
炉
ら
ざ
る
ち
の
が
あ
る
。
我
が
牒

は
枇
合
施
設
及
療
業
等
に
於
て
他
府
脱
に
比
し
て
一
等
地
ケ
故
〈
所
以
の
も
の
は
風
土
人
情
の
宜
ゐ
し
き
と
地
の
利
を
得
た
る
に
よ
る
こ
と
多
し
と
雄
も
、
氏

の
任
に
あ
る
開
に
共
の
指
導
誘
披
宜
ゐ
し
き
ヤ
得
て
共
基
礎
砂
守
作
っ
た
噂
？
と
は
疑
ふ
館
地
は
な
い
の
で
あ
る
。

此
死
者
巾
に
あ
る
問
者
、
記
録
は
是
等
行
政

ω参
考
資
料
が
多
い
の
を
見
て
も
共
問
の
事
情
念
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ゐ
る
。
貨
に
此
蒐
書
は
同
氏
、

の
一
生
セ
川
賞
に
民
間
せ
り
井
4
4
1

日ふ

A
川
則
一
一
一
”
で
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

右
に
述
ぷ
る
が
川
〈
此
施
主
は
関
口
氏
が
任
に
巾
央
に
地
方
に
あ
る
悶
に
集
め
た
る
も
の
で
、
志
士
と
し
行
政
官
B

と
し
て
同
氏
の
博
記
を
物
語
る
も
の
で
あ
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